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第

一

章

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
問
題
と
米
軍
機
墜
落
事
件

第
一
節

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
問
題

四
六
七

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
阻
止
を
訴
え
る
九
州
大
学
学
友
会
第
二
八

期
代
議
員
総
会
等
ア
ピ
ー
ル

＝
全
国
学
友
へ
の
ア
ピ
ー
ル
＝

全
民
主
勢
力
の
団
結
で
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
「
寄
港
」
を
阻
止
し
よ
う
!

全
国
の
学
友
諸
君
!

来
春
一
月
、
佐
世
保
に
ア
メ
リ
カ
第
七
艦
隊
所
属
の
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
が
入
港
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
人
民
を
無
差
別
に
爆
撃
し

血
に
ま
み
れ
た
攻
撃
機
を
満
載
し
た
原
子
力
艦
隊
の
入
港
は
、
日
本
全
土
が
ア

メ
リ
カ
の
核
攻
撃
基
地
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
が
、
英
雄
的
な
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
抵
抗
の
前
に

ま
す
ま
す
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
時
、
佐
藤
首
相
は
日
米
会
談
に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
の
侵
略
戦
争
に
い
っ
そ
う
深
く
協
力
加
担
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。
日
本

は
い
ま
や
全
土
が
ア
メ
リ
カ
の
第
一
線
の
攻
撃
、作
戦
、補
給
の
基
地
と
さ
れ
、

日
米
安
保
体
制
は
核
安
保
体
制
へ
発
展
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
沖
縄
で

は
米
軍
基
地
拡
張
の
た
め
の
あ
ら
た
な
土
地
と
り
あ
げ
が
す
す
め
ら
れ
、
日
本

の
自
衛
隊
は
小
笠
原
を
ふ
く
む
西
太
平
洋
地
域
を
そ
の
防
衛
範
囲
に
組
み
こ
み
、

沖
縄
派
兵
を
踏
み
台
と
し
て
海
外
派
兵
へ
の
道
を
進
も
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
米
軍
と
自
衛
隊
の
危
険
な
動
き
は
す
べ
て
日
米
安
保
条
約
に
も
と
ず

く
基
地
提
供
、
防
衛
力
増
強
、
参
戦
の
義
務
に
根
源
を
お
い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
原
子
力
艦
隊
の
「
寄
港
」
阻
止
、
自
衛
隊
の
核
武
装
、
海
外
派

兵
、
徴
兵
制
復
活
の
動
き
を
完
全
に
阻
止
す
る
道
は
、
こ
れ
に
反
対
す
る
広
汎

な
民
主
勢
力
の
統
一
し
た
力
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
「
第
三
条
」、
安
保
条

約
を
破
棄
し
、
沖
縄
・
小
笠
原
の
即
時
、
無
条
件
、
全
面
返
還
、
米
軍
基
地
の

撤
去
を
か
ち
と
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
道
は
、
労
働
者
・
農
民
・

勤
労
市
民
・
青
年
・
婦
人
な
ど
広
汎
な
人
民
諸
階
層
と
共
に
わ
れ
わ
れ
学
生
が

自
治
会
・
全
学
連
の
下
に
団
結
し
、
全
国
の
職
場
・
地
域
・
学
園
に
お
け
る
民

主
的
な
討
論
と
統
一
し
た
行
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ち
と
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

全
国
の
学
友
諸
君
!

こ
う
し
た
中
で
、
一
部
分
裂
主
義
者
集
団
は
、「
全
学
連
主
流
派
」
な
る
署
名

で
「
佐
世
保
を
第
三
の
羽
田
に
せ
よ
、
九
州
大
学
の
先
進
的
学
友
は
民
青
の
妨

害
を
け
っ
て
全
国
の
学
友
に
佐
世
保
現
地
斗
争
へ
の
総
決
起
と
九
州
大
学
へ
の
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総
結
集
を
よ
び
か
け
、
自
ら
そ
の
先
頭
に
立
つ
た
め
の
全
力
の
組
織
化
に
突
入

し
た
。」
と
の
ビ
ラ
を
全
国
で
配
布
し
て
い
る
。

九
州
大
学
に
お
け
る
唯
一
の
全
学
自
治
組
織
で
あ
る
九
大
学
友
会
は
こ
の
よ

う
な
よ
び
か
け
を
出
し
て
い
な
い
し
、
機
動
隊
と
の
仕
組
ま
れ
た
「
激
突
」
に

す
べ
て
を
か
け
る
「
第
三
の
羽
田
」
な
ど
と
い
う
方
針
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
も
の
で
あ
る
。
我
々
、
九
大
八
千
の
学
生
は
、
こ
の
よ
う
な
一
部
分
裂
主
義

者
の
策
動
を
怒
り
を
も
っ
て
抗
議
す
る
。

彼
ら
は
十
一
月
十
二
日
の「
第
二
の
羽
田
」の
前
夜
東
大
教
養
部
に
乱
入
し
、

駒
場
祭
の
展
示
場
を
破
壊
し
、
寮
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
入
り
こ
み
、
暴
行
を

ふ
る
い
、
あ
げ
く
の
果
は
駒
場
か
ら
羽
田
ま
で
無
賃
乗
車
で
の
り
こ
ん
だ
前
歴

を
も
っ
て
い
る
。

我
々
九
大
八
千
の
学
生
は
、
九
大
学
友
会
代
議
員
総
会
の
特
別
決
議
を
も
っ

て
、
彼
ら
分
裂
主
義
者
の
策
動
を
こ
の
九
大
に
お
い
て
断
じ
て
許
さ
な
い
事
を

全
国
の
学
友
に
表
明
す
る
。

全
国
の
学
友
諸
君
!

か
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
は
、
日
本
を
侵
略
と
戦
争
の
体
制
の
鎖
に
し
ば
り

つ
け
る
単
独
講
和
、
安
保
条
約
の
締
結
に
反
対
し
全
国
的
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
で

た
た
か
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の
学
生
運
動
の
輝
し
い
こ
の
伝
統
を
継
承
し
、
日
本
が

核
戦
争
の
体
制
に
い
っ
そ
う
深
く
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
い
ま
、

安
保
条
約
破
棄
を
め
ざ
す
す
べ
て
の
民
主
勢
力
と
共
に
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の

佐
世
保
「
寄
港
」
阻
止
、
核
攻
撃
基
地
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
斗
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
全
国
の
す
べ
て
の
学
友
が
、
す
べ
て
の
学
園
の
、
す
べ
て
の
ク

ラ
ス
、
サ
ー
ク
ル
で
討
論
を
開
始
し
、
学
園
に
基
礎
を
お
く
斗
い
の
体
制
を
確

立
し
、
安
保
破
棄
実
行
委
員
会
や
地
域
の
民
主
勢
力
と
の
共
斗
の
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
を
よ
び
か
け
る
。

全
国
の
学
友
諸
君
、
平
和
と
民
主
々
義
、
学
問
の
自
由
と
学
園
の
自
治
を
守

り
、
全
学
連
の
下
に
固
く
団
結
し
日
本
の
学
生
運
動
の
輝
し
い
伝
統
を
守
り
共

に
奮
闘
し
よ
う
!

一
九
六
七
年
十
二
月
二
十
三
日

九
州
大
学
学
友
会
中
央
執
行
委
員
会

四
六
八

大
学
の
秩
序
維
持
を
訴
え
る
九
州
大
学
総
長
告
示

告

示

学
内
一
般

最
近
、
研
究
と
教
育
の
場
で
あ
る
大
学
が
、
学
外
の
多
数
の
学
生
に
よ
つ
て

不
法
に
占
拠
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
学
の
自
治
に
対
す
る

由
々
し
き
侵
害
で
あ
る
。

本
学
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
防
止
し
、
全
学
を
あ
げ
て
大
学
の
秩

序
維
持
に
努
力
す
る
決
意
で
あ
る
。

九
州
大
学
学
友
会
第
二
八
期
代
議
員
総
会
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学
生
諸
君
は
、
い
や
し
く
も
暴
力
に
く
み
し
、
み
ず
か
ら
の
手
で
大
学
の
自

治
を
破
壊
す
る
よ
う
な
行
動
に
同
調
す
る
こ
と
な
く
、
学
生
と
し
て
の
責
務
を

自
覚
し
、
良
識
を
も
つ
て
対
処
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

昭
和
四
三
年
一
月
九
日

九
州
大
学
総
長

水

野

高

明

〔
註
〕
原
本
横
書
き
。

四
六
九

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
「
寄
港
」
抗
議
大
学
自
治
擁
護
全
学
総
決
起
集

会
要
請
文

要

請

文

「
文
部
省
は
反
日
共
系
三
派
全
学
連
の
集
結
拠
点
と
さ
れ
た
九
州
大
学
が
〝

不
法
占
拠
〟
反
対
の
立
場
を
取
り
な
が
ら
部
外
の
学
生
に
教
室
や
構
内
を
占
拠

さ
れ
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
、
大
学
が
自
主
的
に
管
理
能
力
を
維
持
で
き
な
い
場

合
で
緊
急
必
要
あ
る
際
は
、
文
相
か
ら
学
長
へ
の
委
任
事
項
で
あ
る
学
内
施
設

の
管
理
権
を
国
が
直
接
行
使
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
十
七
日
検
討
を
始
め

た
」（
18
日
付
毎
日
新
聞
）

こ
の
事
実
は
文
部
権
力
が
「
三
派
」
や
「
革
マ
ル
」
を
利
用
し
て
、
は
じ
め

か
ら
大
学
自
治
へ
の
攻
撃
を
準
備
し
て
い
た
事
実
を
バ
ク
ロ
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
「
寄
港
」
阻
止
斗
争
の
中
で
の
九
大
当
局
の

と
つ
た
種
々
の
措
置
の
本
質
を
、ま
ざ
ま
ざ
と
私
達
に
み
せ
つ
け
る
も
の
で
す
。

す
で
に
灘
尾
文
相
は
「
羽
田
事
件
」
に
関
連
し
て
、
就
任
早
々
か
ら
大
学
当
局

に
学
生
運
動
の
規
制
を
命
令
し
て
い
ま
し
た（「
大
学
の
自
主
的
努
力
は
尊
重
す

る
が
口
先
だ
け
の
努
力
で
は
ダ
メ
で
何
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
処
理
し
た
か
、

事
実
に
よ
つ
て
示
し
て
も
ら
い
た
い
。」（
12
月
1
日
学
長
懇
談
会
）

一
月
十
三
日
に
は
宮
地
大
学
学
術
局
長
名
で
、
全
国
の
国
公
私
立
大
の
学
長

あ
て
に
「
全
教
官
一
丸
と
な
り
管
理
体
制
を
き
び
し
く
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

灘
尾
文
相
の
「
依
命
通
達
」
を
だ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、「
三
派
」「
革
マ
ル
」
の
九
大
「
占
拠
」
を
め
ぐ
つ
て
九
大
当
局
の
と

つ
た
種
々
の
措
置
―
大
学
の
戒
厳
令
的
状
態
―
は
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
文
部
権

力
の
圧
力
へ
の
屈
伏
で
し
か
あ
り
え
ま
せ
ん
。
学
生
、
教
職
員
の
「
身
分
証
明

書
提
示
」、
ま
た
二
度
に
わ
た
り
、
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ゝ
に
教
官
、
職

員
に
対
し
て
官
僚
的
禁
足
令
を
出
す
な
ど
は
「
三
派
」「
革
マ
ル
」
の
「
九
大
占

拠
」
を
防
ぐ
た
め
で
は
な
く
て
、
文
部
省
と
世
間
に
対
す
る
ゼ
ス
チ
ヤ
ー
で
あ

り
、
学
内
の
自
主
的
、
民
主
的
活
動
を
抑
圧
す
る
結
果
し
か
も
た
ら
さ
な
か
つ

た
こ
と
は
、
今
で
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
つ
て
お
り
、
多
く
の
教
職
員
、

院
生
、
学
生
の
不
満
を
か
つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
八
日
の
衆
院
内
閣
委
で
宮
地
大
学
学
術
局
長
は
、
大
学
内
へ
の
警

官
出
動
に
つ
い
て
、「
警
察
側
は
凶
器
準
備
集
合
罪
に
該
当
す
る
よ
う
な
事
態
で

あ
る
と
判
断
し
た
ら
、
大
学
の
要
請
な
し
で
出
動
で
き
る
」
と
発
言
し
て
い
ま

す
（
18
日
付
朝
日
新
聞
）

文
部
権
力
は
、
こ
の
よ
う
に
官
僚
統
制
を
強
め
、
こ
れ
に
し
た
が
わ
な
い
大
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学
や
学
生
に
、
予
算
や
奨
学
金
を
通
じ
て
実
力
阻
止
を
す
る
と
ゝ
も
に
、
大
学

へ
の
警
察
権
力
の
介
入
を
公
然
と
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

学
の
自
治
に
対
す
る
ま
つ
向
か
ら
の
挑
戦
で
あ
り
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
「
寄

港
」を
は
じ
め
と
す
る
、佐
藤
反
動
内
閣
の
軍
国
主
義
復
活
政
策
の
一
環
で
す
。

私
達
は
、
こ
う
し
た
事
実
の
中
に
「
三
派
」「
革
マ
ル
」
の
果
た
す
危
険
な
役

割
を
見
抜
き
彼
ら
を
糾
弾
す
る
と
ゝ
も
に
、
事
実
上
の
「
大
学
管
理
法
」
の
具

体
化
で
あ
る
「
国
家
に
よ
る
管
理
権
行
使
」
と
い
う
文
部
省
の
策
動
を
絶
対
に

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
で
に
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
阻
止
斗
争
の
中

で
、
大
学
の
自
治
は
教
職
員
、
院
生
、
学
生
の
団
結
と
広
汎
な
国
民
に
依
拠
し

て
こ
そ
、
本
当
に
守
る
こ
と
の
で
き
る
の
だ
と
い
う
教
訓
を
く
み
と
つ
て
い
ま

す
。
又
、
大
学
内
の
諸
階
層
の
大
学
自
治
に
対
す
る
決
意
も
高
ま
つ
て
き
て
い

ま
す
。

私
達
は
、
本
集
会
の
名
に
お
い
て
大
学
当
局
の
態
度
に
強
く
抗
議
し
、
今
後

は
学
内
の
民
主
勢
力
に
依
拠
し
て
大
学
の
運
営
を
行
つ
て
い
く
よ
う
要
請
い
た

し
ま
す
。

一
九
六
八
年
一
月
二
十
日

「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
「
寄
港
」
抗
議
大
学
自
治
擁
護
全
学

総
決
起
集
会
」

九
州
大
学
学
長

水

野

高

明

殿

四
七
〇

池
田
教
養
部
長
辞
任
に
反
対
す
る
九
州
大
学
学
友
会
中
央
執
行
委
員

会
等
ビ
ラ

現
在
、
池
田
教
養
部
長
の
辞
任
問
題
が
、
九
大
の
学
生
教
職
員
の
大
き
な
関

心
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
部
学
生
の
中
に
は
池
田
教
養
部
長
留
任
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
点
か
ら
池
田
教
養
部
長
の
辞
任
に
反
対
し
ま
す
。

①

水
野
学
長
が
灘
尾
文
部
大
臣
と
話
し
合
い
を
行
な
い
、
今
度
の
事
態
に
つ

い
て
は
は
っ
き
り
と
け
じ
め
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
た
あ
と
、
こ

の
辞
表
が
公
表
さ
れ
た
た
め
に
、
文
部
省
の
圧
力
に
よ
っ
て
池
田
教
養
部
長

が
辞
任
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
こ
と
。

我
々
は
、
大
学
の
自
治
を
守
る
た
め
に
は
、
文
部
省
の
圧
力
で
教
職
員
学

生
が
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
の
に
は
断
固
反
対
す
る
。

②

池
田
教
養
部
長
は
、
自
分
の
と
っ
た
措
置
は
正
し
い
と
信
ず
る
と
言
い
な

が
ら
十
六
日
の
事
態
で
一
定
の
混
乱
が
お
こ
っ
た
の
で
辞
任
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
我
々
は
対
策
会
議
が
今
回
と
っ
た
全
門
閉
鎖
、
証
明
書
提
示
、

教
職
員
の
強
制
動
員
な
ど
の
措
置
は
「
緊
急
事
態
」
の
名
の
も
と
に
大
学
の

自
治
を
破
壊
し
た
行
為
で
あ
り
、
池
田
教
養
部
長
も
こ
の
対
策
会
議
の
重
要

な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
こ
の
責
任
は
の
が
れ
え
な
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

③

よ
っ
て
池
田
教
養
部
長
の
辞
任
に
よ
っ
て
対
策
会
議
の
責
任
が
あ
い
ま
い

に
な
り
、
対
策
会
議
の
と
っ
た
措
置
全
体
を
再
検
討
す
る
の
で
な
く
、
十
六

日
に
門
を
開
い
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
、
対
策
会
議
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あ
る
い
は
池
田
教
養
部
長
の
責
任
が
追
求
さ
れ
る
こ
と
は
九
大
の
自
治
が
今

回
の
事
態
で
直
面
し
た
危
険
か
ら
目
を
そ
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④

対
策
会
議
が
ま
ず
今
回
の
事
態
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
志
表
示
を
行
な
い
、

文
部
省
に
対
し
て
も
同
様
の
明
確
な
意
志
表
示
を
行
な
う
こ
と
こ
そ
、
真
に

責
任
あ
る
態
度
で
あ
り
、
池
田
教
養
部
長
の
辞
任
を
受
理
す
る
こ
と
は
、
問

題
の
本
質
を
そ
ら
し
、
対
策
会
議
の
責
任
を
回
避
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
々

は
断
固
反
対
す
る
。

次
に
、
対
策
会
議
が
次
の
点
を
明
確
に
し
、
見
解
を
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

①

今
回
の
事
態
を
招
い
た
根
本
原
因
は
「
九
大
を
拠
点
に
」
と
い
う
方
針
の

も
と
に
学
内
に
暴
力
的
に
乱
入
し
た
三
派
・
革
マ
ル
派
に
あ
る
こ
と
。

②

大
学
の
自
治
破
壊
の
一
半
の
責
任
は
、「
緊
急
事
態
」
の
名
の
も
と
に
全
門

閉
鎖
や
証
明
書
提
示
な
ど
を
強
要
し
た
対
策
会
議
の
誤
っ
た
措
置
に
あ
っ
た

こ
と
。

③

官
憲
の
大
学
侵
入
は
全
く
不
法
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
正
式
に
見
解

を
発
表
す
る
こ
と
。

④

文
部
省
の
大
学
自
治
破
壊
の
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
攻
撃
に
対

し
断
固
と
し
て
反
撃
し
、
大
学
の
自
治
を
擁
護
す
る
こ
と
。

昭
和
四
十
三
年
一
月
三
十
日

九
州
大
学
学
友
会
中
央
執
行
委
員
会

教

養

部

自

治

会

文

学

部

自

治

会

法

学

部

自

治

会

経

済

学

部

自

治

会

理

学

部

自

治

会

工

学

部

自

治

会

四
七
一

大
学
の
自
治
を
守
る
た
め
に

〈
討
議
資
料
〉

一
九
六
八
年
二
月

大
学
の
自
治
を
守
る
た
め
に

九
州
大
学
法
学
部
自
治
委
員
会

一
月
三
十
日
、
協
議
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
が
、
池
田
教
養
部
長
辞
任
問
題

は
結
論
が
で
ず
、
ま
ず
今
回
の
事
態
に
つ
い
て
協
議
会
で
総
括
を
し
、
全
学
部

の
教
授
会
で
討
論
を
行
い
正
式
な
総
括
を
出
し
、
池
田
教
養
部
長
問
題
は
そ
の

後
再
び
討
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
私
た
ち
が
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
教
養
部
長
辞
任
問
題
に
の

み
目
を
う
ば
わ
れ
、「
大
学
の
と
っ
た
処
置
は
基
本
的
に
正
し
か
っ
た
。
だ
か
ら

池
田
教
養
部
長
は
辞
任
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
辞
任
問
題
を
考
え
る
前
に
、
そ
も
そ
も
今
回
の
事
態
の
原
因
は
何

で
あ
っ
た
の
か
。
大
学
の
自
治
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
そ
の
責
任
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
文
部
省
の
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
何マ

マ

を
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。こ
の
資
料
に
は
、対
策
会
議
の
資
料
を
つ
け
て
い
ま
す
か
ら
、
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こ
れ
と
照
合
し
な
が
ら
、
考
え
、
討
論
し
て
下
さ
い
。

一
．
今
回
の
事
態
の
根
本
原
因
は
何
か
。

現
在
、大
学
の
自
治
の
危
機
を
、池
田
Ｃ
部
長
の
辞
任
問
題
の
み
に
限
定
し
、

こ
こ
か
ら
事
態
が
出
発
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
議
論
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

法
学
部
自
治
委
員
会
は
こ
の
見
解
に
く
み
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
大
学
の
自
治

破
壊
、
ま
た
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
動
き
は
昨
年
か
ら
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
私

た
ち
は
、
大
学
自
治
破
壊
行
為
は
、
今
日
ま
で
た
び
た
び
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

を
主
張
す
る
も
の
で
す
。

で
は
一
体
そ
れ
は
何
か
?

端
的
に
い
っ
て
、
三
派
（
中
核
・
社
学
同
・
反
帝
学
評
）、
革
マ
ル
な
ど
の
一
部

学
生
集
団
が
、
九
大
の
正
式
な
ど
の
機
関
、
民
主
団
体
も
乱
入
を
認
め
て
い
な

い
。
む
し
ろ
、
反
対
の
態
度
を
表
明
し
つ
づ
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九

大
を
佐
世
保
で
の
「
斗
争
」
の
「
拠
点
」
に
す
る
こ
と
を
勝
手
に
決
定
し
、
実

行
し
た
こ
と
。
及
び
こ
れ
を
口
実
に
大
学
当
局
、
文
部
省
が
「
緊
急
事
態
」
な

る
正
体
不
明
の
状
況
を
作
り
出
し
、
大
学
の
自
治
破
壊
行
為
を
行
っ
た
こ
と
、

更
に
秋
山
の
行
動
を
口
実
と
し
て
県
警
が
強
制
捜
査
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
な
ど

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
点
を
見
落
す
な
ら
ば
、
真
の
責
任
の
所
在
は
明

確
に
な
ら
ず
、
辞
任
反
対
運
動
も
、
あ
い
ま
い
な
、
む
し
ろ
、
大
学
側
を
喜
ば

す
結
果
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
具
体
的
な
事
実
を
通
し
て
、
今
回

の
事
態
を
解
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
三
派
（
中
核
・
反
帝
学
評
・
社
学
同
）・
革
マ
ル
の
乱
入
と
大
学
の
自
治

そ
も
そ
も
、
九
大
の
大
学
の
自
治
の
問
題
が
出
て
き
た
の
は
、
三
派
・
革
マ

ル
な
ど
の
一
部
学
生
集
団
が
、「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
実
力
阻
止
斗
争
」
の
「
拠

点
」
と
勝
手
に
決
め
た
こ
と
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
が
な
く
、
全
九
大
生
と
全

学
連
の
学
友
が
共
に
立
ち
上
る
と
い
う
状
態
の
み
な
ら
ば
、
大
学
当
局
・
文
部

省
の
攻
撃
は
決
し
て
許
さ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
派
・
革

マ
ル
に
対
す
る
評
価
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
こ
こ
か
ら
事
態
が
出
発
し
て
い
る
こ

と
は
多
く
の
人
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
す
。

〔
注
〕
大
学
の
自
治
と
は
何
か
。
憲
法
第
23
条
「
学
問
の
自
由
は
こ
れ
を
保
障

す
る
」
の
条
項
に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
学
問
の
自
由
と

は
国
民
が
真
理
を
探
究
す
る
自
由
で
あ
り
、
学
問
的
な
研
究
活
動
の
自

由
で
あ
り
、
こ
れ
を
権
力
か
ら
防
衛
す
る
制
度
的
慣
行
で
あ
る
。
こ
れ

を
貫
徹
す
る
主
体
は
、
学
生
・
教
職
員
、
及
び
、
大
学
の
自
治
を
擁
護

し
よ
う
と
す
る
、
多
く
の
国
民
で
あ
る
。

し
か
も
、
三
派
・
革
マ
ル
の
九
大
「
占
拠
」
は
、
大
学
の
自
治
を
担
う
べ
き
主

体
で
あ
る
、
学
生
教
職
員
の
正
式
代
表
（
学
友
会
・
自
治
会
・
教
職
員
組
合
・

教
授
会
等
）
が
反
対
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
大
学
の
意
志
を
認

定
で
き
る
も
の
で
す
。
大
学
の
自
治
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
自
治
組
織
が

決
定
し
た
（
そ
の
過
程
で
の
討
論
は
前
提
）
意
志
に
よ
っ
て
日
常
的
に
行
使
さ

れ
て
い
る
。
三
派
・
革
マ
ル
の
評
価
を
ぬ
き
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
、
大
学

の
自
治
を
担
う
主
体
の
一
致
し
た
反
対
を
無
視
し
た
行
動
は
、
ま
ず
、
大
学
の

自
治
そ
の
も
の
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
見
解
に
対
し
、「
形
式
主
義
だ
」
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「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
ち
こ
み
だ
」
な
ど
と
い
う
反
論
が
あ
り
ま
す
が
、
三
派
・

革
マ
ル
な
ら
、
大
学
の
自
治
を
破
壊
し
て
も
よ
い
が
、
他
の
も
の
な
ら
い
け
な

い
と
い
う
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ナ
チ
ス
が
大
学
の
自
治
を

圧
殺
し
た
過
程
は
、
そ
の
傘
下
団
体
が
、
大
学
の
中
で
、
学
生
・
教
官
を
脅
迫

し
、
実
質
的
に
学
問
の
自
由
を
う
ば
い
、
大
学
の
自
治
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る

こ
と
、
ナ
チ
ス
政
府
の
強
権
的
介
入
と
で
く
ず
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

自
治
会
・
教
職
員
組
合
の
正
式
決
定
が
、
一
方
的
な
理
屈
で
暴
力
を
行
使
し

て
く
つ
が
え
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ナ
チ
ス
ば
り
の
理
論

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ま
し
て
、
三
派
・
革
マ
ル
に
同
調
す
る
人
が
教
養

部
の
代
議
員
会
に
（
一
月
十
日
）
参
加
し
、
そ
こ
で
彼
ら
の
「
九
大
を
拠
点
に
」

と
い
う
方
針
が
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
な
ら
ば
、
自

治
会
民
主
主
義
・
大
学
の
自
治
を
守
る
資
格
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、「
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
の
が
大
学
だ
。
そ
れ
に
対
し
、
一
方
的
な

押
し
つ
け
を
自
治
会
が
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

自
治
会
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
定
の
判
断
を
下
し
、
そ
れ
を
討
論
し
、
決

定
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
、
押
し
つ
け
を
や
っ
て
き
た
の
は

三
派
・
革
マ
ル
の
諸
君
で
し
た
。
教
養
部
委
員
長
に
い
わ
れ
な
き
暴
力
を
ふ
る

い
、
青
空
講
演
会
で
学
内
連
絡
会
議
事
務
局
長
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
学
友

会
の
臨
時
代
議
員
総
会
（
十
三
日
）、
学
内
総
決
起
集
会
（
十
六
日
）
に
、
彼
ら

の
リ
ー
ダ
ー
は
「
革
命
的
に
介
入
せ
よ
」
と
よ
び
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。（
実

際
は
我
々
の
団
結
を
前
に
し
て
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）こ
う
し
た
こ
と
が
、

民
主
討
議
に
対
す
る
暴
力
的
な
押
し
つ
け
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
学
生
の
自
治
活
動
を
破
壊
す
る
人
が
、
大
学
の
自

治
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
彼
ら
の
行
動
論
理
は
、「
大
学
の
自
治
な
ど
守
る
べ
き
民
主
主
義
は
す

で
に
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
擁
護
す
れ
ば
、
運
動
が
権
力
側
に
包
み
こ
ま
れ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
幻
想
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
徹
底
的

に
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
学
内
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論

に
つ
い
て
民
主
的
に
討
論
す
る
こ
と
と
、
こ
の
よ
う
な
行
動
論
理
で
武
装
し
た

集
団
が
九
大
内
の
反
対
を
無
視
し
て
突
撃
占
拠
す
る
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
行
動
論
理
を
も
つ
人
々
を
、
た
と
え
学
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
大

学
の
自
治
を
担
う
主
体
で
あ
る
学
生
・
教
職
員
は
果
た
し
て
容
認
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
更
に
こ
の
行
動
論
理
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
矛
盾
に
逢
着

し
ま
す
。
即
ち
、
大
学
の
自
治
の
存
在
を
否
認
し
て
お
き
な
が
ら
、
大
学
の
自

治
が
外
部
権
力
か
ら
守
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

更
に
、
大
学
の
自
治
が
学
問
・
研
究
の
自
由
を
守
る
た
め
の
も
の
な
ら
ば
、

一
月
三
十
日
中
核
の
代
表
が
「
大
学
の
自
治
を
守
る
」
と
言
明
し
て
い
ま
す
が

そ
れ
な
ら
ば
、
13
日
、
教
官
の
制
止
も
き
か
ず
暴
力
的
に
ク
ラ
ス
討
議
を
や
り

授
業
を
破
壊
し
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
学
生
会
館
を

不
法
占
拠
し
て
、
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
・
そ
の
他
の
自
治
組
織
の
自
治
活
動
が

妨
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
説
明
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
緊
急
体
制
は
す

べ
て
に
優
越
す
る
」
と
い
う
論
理
は
、
大
学
当
局
の
論
理
と
同
一
で
は
あ
り
ま
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せ
ん
か
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
彼
ら
は
公
然
と
「
佐
世
保
を
第
三
の
羽
田
に
」「
実
力

阻
止
」
等
を
呼
号
し
て
お
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
警
察
権
力
の
介
入
を
予
想
す

る
も
の
で
あ
り
、
九
大
を
「
斗
争
」
中
に
は
「
寝
ぐ
ら
」
と
し
、
そ
の
後
に
警

察
権
力
の
介
入
を
予
想
し
な
が
ら
「
衝
突
」
を
く
り
返
し
て
お
り
、
あ
る
意
味

で
は
、
警
察
権
力
の
介
入
を
当
然
視
し
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
大
学
の
自
治
を
最

大
限
利
用
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
学
の
自
治
を
権
力
か
ら
防
衛
す

る
機
能
と
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
挑
発
行
動
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、大
学
の
自
治
破
壊
行
為
は
一
貫
し
て
お
こ
な
わ
れ
、そ
れ
を
、

今
、
教
養
部
長
辞
任
反
対
運
動
で
、
こ
れ
ら
の
責
任
を
陰
ぺ
い
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。こ
れ
で
は
、「
こ
ち
ら
が
入
る
の
に
守
っ
た
。お
ど
し
た
ら
抵
抗
し
た
。

そ
ん
な
お
前
が
悪
い
の
だ
」
と
い
う
強
盗
の
論
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

で
は
大
学
の
自
治
を
守
る
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

「
三
派
」「
革
マ
ル
」
が
大
学
の
自
治
破
壊
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
認
定
で
き
る

し
、
責
任
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
大
学
当
局
―
対
策
会
議
・
学
長
―
文
部
省
の
「
対
策
」
と
大
学
の
自
治
（
付

属
資
料
も
見
て
下
さ
い
）

教
養
部
長
の
辞
任
問
題
が
大
学
の
自
治
破
壊
の
発
端
で
は
な
く
、学
校
当
局
は
、

い
わ
ゆ
る
「
羽
田
斗
争
」
以
後
、「
三
派
」「
革
マ
ル
」
の
「
乱
斗
」
を
口
実
に

大
学
自
治
破
壊
の
圧
力
を
強
め
て
き
た
政
府
・
文
部
省
と
歩
調
を
合
わ
せ
て「
自

主
規
制
」
の
名
の
も
と
で
の
内
部
か
ら
の
自
治
破
壊
を
一
貫
し
て
お
こ
な
っ
て

き
た
の
で
す
。
学
友
の
中
に
は
、
文
部
省
＝
大
学
の
自
治
破
壊
者
、
大
学
当
局

＝
そ
れ
を
守
る
も
の
と
い
っ
た
関
係
と
し
て
と
ら
え
、
大
学
側
へ
の
同
情
論
が

あ
る
が
、
以
下
、
大
学
当
局
の
と
っ
て
き
た
「
対
策
」
を
具
体
的
に
述
べ
て
い

き
た
い
。
し
か
し
そ
の
際
、
意
識
的
に
大
学
の
自
治
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
文

部
官
僚
と
、
そ
れ
に
無
意
識
的
に
追
ず
い
し
た
教
授
を
全
く
同
一
範
ち
ゅ
う
で

と
ら
え
、
大
学
側
＝
教
授
会
と
い
う
理
解
に
陥
る
危
険
性
に
十
分
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

根
本
的
に
は
「
三
派
」「
革
マ
ル
」
の
学
内
乱
入
を
口
実
に
教
授
会
、
評
議
会
の

討
議
を
尽
さ
ず
、
情
報
班
の
も
た
ら
す
情
報
で
内
容
の
わ
か
ら
な
い
「
緊
急
事

態
」の
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
、対
策
会
議
の
実
質
化
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
相
つ
ぐ
学
生
部
長
会
議
、
学
生
課
長
会
議
を
開
き
、
各
大
学
、
同
様
な

方
針
を
出
し
て
き
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
し
、
六
日
、
中
核
派
の
集
会
に

対
し
、
新
館
地
区
の
職
員
に
待
機
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て

み
て
も
、
こ
の
対
策
会
議
が
文
部
省
の
意
向
の
も
と
に
各
大
学
が
足
な
み
を
そ

ろ
え
て
、
作
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
実
質
化
さ
れ
た
対

策
会
議
の
正
式
承
認
を
九
日
の
評
議
会
で
う
け
入
の
際
の
決
議
権
を
評
議
会
の

反
対
に
よ
つ
て
教
授
会
に
残
し
た
以
外
は
す
べ
て
の
権
限
を
教
授
会
か
ら
と
り

あ
げ
た
。
対
策
会
議
は
学
長
を
議
長
に
各
学
部
学
部
長
、
参
与
と
事
務
系
か
ら

事
務
局
長
、
そ
れ
に
教
養
部
か
ら
は
特
別
に
学
生
委
員
長
を
加
え
て
構
成
さ
れ

実
際
的
に
は
文
部
官
僚
の
提
出
す
る
警
官
公
安
資
料
を
も
と
に
し
て
、
文
部
官
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僚
の
遠
隔
操
作
の
も
と
に
運
用
さ
れ
て
き
た
。

対
策
会
議
は
「
三
派
」「
革
マ
ル
」
を
学
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
大
前
提
を
か
か

げ
な
が
ら
、
実
際
上
は
商
業
新
聞
の
「
学
友
会
が
暴
力
を
も
つ
て
し
て
も
実
力

阻
止
す
る
」
と
い
う
意
識
的
な
誇
大
宣
伝
、
デ
マ
宣
伝
を
口
実
に
「
学
生
同
士

の
乱
斗
に
よ
る
警
官
介
入
を
一
番
さ
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
称
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ツ
シ
ユ
に
「
乱
斗
を
お
こ
さ
せ
な
い
よ
う
三
派
革
マ
ル
が
入
る
前
に
学
内
で
の

学
生
の
活
動
を
規
制
す
る
」
対
策
を
う
ち
出
し
学
友
会
や
教
職
員
組
合
の
ね
ば

り
強
い
抗
議
の
前
で
は
言
を
左
右
し
て
そ
の
対
策
を
明
ら
か
に
せ
ず
裏
で
は
強

引
に
実
質
化
し
て
い
つ
た
。
し
か
も
最
初
は
あ
く
ま
で
「
三
派
」「
革
マ
ル
」
が

学
内
へ
入
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
つ
た
の
が
学
生
同
士
の
乱
斗

を
さ
け
る
と
い
う
口
実
の
も
と
で
他
大
学
か
ら
い
か
な
る
学
生
や
市
民
で
あ
れ

九
大
に
入
る
こ
と
は
乱
斗
の
可
能
性
を
つ
く
り
出
す
の
で
外
部
か
ら
の
九
大
へ

の
出
入
を
す
べ
て
禁
止
す
る
と
い
う
方
向
で
具
体
化
し
全
門
閉
鎖
や
学
生
証
や

証
明
書
の
提
示
を
強
要
し
、
し
か
も
大
学
は
学
問
の
府
で
あ
る
か
ら
説
得
を
基

本
と
し
、
あ
く
ま
で
学
内
に
入
つ
て
く
る
も
の
に
対
し
て
実
力
阻
止
は
し
な
い

と
い
う
方
針
を
決
定
し
た
。
し
か
し
「
三
派
」「
革
マ
ル
」
が
学
校
側
の
説
得
に

お
と
な
し
く
従
つ
て
九
大
に
乱
入
す
る
の
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
が
全
然
考
え

ら
れ
な
い
状
況
の
も
と
で
教
授
の
中
に
あ
る
、
た
と
え
効
果
は
な
く
て
も
最
後

ま
で
全
力
を
ふ
り
し
ぼ
つ
て
大
学
の
自
治
を
守
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
逆
用

し
て
実
質
上
、
暴
力
を
ふ
る
つ
て
ま
で
学
内
に
入
る
も
の
は
黙
認
す
る
が
真
に

大
学
の
自
治
を
守
ろ
う
と
す
る
全
学
連
の
学
友
や
市
民
か
ら
大
学
を
封
殺
す
る

結
果
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
教
職
員
の
禁
足
、
強
制
動
員
を
理
由
の
説
明

を
ぬ
き
に
し
て
お
こ
な
い
、
将
来
い
か
な
る
事
た
い
に
も
人
権
無
視
の
動
員
が

で
き
る
状
た
い
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
教
室
使
用
制
限
、
禁
止
、
法
文
経
に
お
け
る
ビ
ラ
規
制
（
三
派
を
口
実

と
し
て
「
内
容
の
チ
エ
ツ
ク
も
あ
り
う
る
」
と
言
明
）、
理
学
部
、
薬
学
部
で
学

生
大
会
を
開
催
さ
せ
な
い
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
自
治
活
動
を
「
緊
急
体
制
」

の
名
の
も
と
に
制
限
す
る
な
ど
、
大
学
の
自
治
を
担
う
主
体
で
あ
る
学
生
の
自

治
活
動
を
圧
殺
し
て
行
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。（
こ
れ
は
大
部
分
私

た
ち
の
団
結
で
粉
砕
し
て
き
ま
し
た
）
そ
し
て
、「
乱
斗
」
の
起
る
と
い
う
口
実

で
、
一
貫
し
て
学
生
側
の
自
治
活
動
を
圧
殺
し
、
教
官
の
情
熱
（
学
生
同
士
が

混
乱
を
お
こ
す
と
、
警
官
が
く
る
。
さ
ら
に
学
生
は
管
理
責
任
が
な
い
の
で
、

教
官
が
や
る
）
を
利
用
し
て
、
実
は
、
大
学
の
自
治
＝
教
授
会
の
自
治
と
い
う

国
大
協
路
線
に
の
せ
、
大
学
の
自
治
を
こ
の
一
角
か
ら
も
く
ず
そ
う
と
し
て
い

る
方
向
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
県
警
が
、
二
十
一
日
入
る
と
い
う
事
態
で
、
何
ら
拒
否
す
る
態
度
を
み

せ
ず
、立
会
っ
て
し
ま
い
、県
警
の
強
制
捜
査
を
容
認
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
対
策
会
議
が
こ
の
よ
う
な
権
力
の
介
入
に
対
し
、
無
力
だ
っ
た
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
大
学
当
局
の
攻
撃
を
通
し
て
、
中
心
的
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の

は
、
〝
緊
急
体
制
〟
と
い
う
名
の
も
と
に
、
様
々
な
〝
対
策
〟
を
対
策
会
議
が

と
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
〝
緊
急
事
態
〟
な
る
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も
の
の
基
準
は
何
か
を
一
貫
し
て
あ
い
ま
い
に
し
て
、
次
々
に
対
策
を
出
し
て

き
た
の
で
す
。
し
か
も
、
権
限
は
、
無
制
限
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
自
体
大
学

の
自
治
の
〝
自
殺
〟
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
大
学
当
局
の
と
っ
て
き
た
態
度

が
基
本
的
に
正
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
大
学
の
自
治
を
守
る
」
と
い
う
議
論
は
、

こ
の
事
態
を
ど
う
説
明
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

③
文
部
省
の
攻
撃
と
大
学
の
自
治

文
部
省
は
一
貫
し
て
こ
れ
を
機
に
、九
大
の
自
治
破
壊
を
狙
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、他
大
学
の
予
算
の
編
成
が
す
ん
で
い
る
の
に
九
大
の
み
が
遅
ら
さ
れ
、

政
治
的
な
配
慮
が
介
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
文
相
が
水
野
学

長
に
た
い
し
「
け
じ
め
を
つ
け
よ
」
と
強
要
し
、
ま
た
法
学
部
教
授
団
声
明
に

対
し
、「
傾マ

マ

向
だ
」
な
ど
と
圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
年

末
来
、
学
生
部
長
会
議
な
ど
様
々
な
会
議
を
開
か
せ
、
九
大
の
自
治
は
く
奪
を

策
動
し
て
き
ま
し
た
。
18
日
に
は
、
宮
地
大
学
学
術
局
長
は
「
大
学
の
要
請
が

な
く
て
も
、
警
官
は
入
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と
発
言
し
、
さ
ら
に
同
日
、

う
わ
さ
で
は
あ
っ
た
が
、
九
大
の
管
理
権
を
文
部
省
が
と
り
あ
げ
る
と
い
う
こ

と
が
聞
か
れ
た
。こ
れ
は
大
学
の
自
治
の
圧
殺
を
露
骨
に
表
明
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
こ
れ
か
ら
も
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ

は
大
学
管
理
法
の
実
質
化
を
狙
う
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
、
軽
視
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

④
県
警
の
強
制
捜
査
と
大
学
の
自
治

21
日
県
警
は
「
秋
山
の
凶
器
準
備
集
合
罪
被
疑
」
の
捜
査
令
状
を
も
っ
て
、

80
名
の
制
服
警
官
、
私
服
に
よ
っ
て
学
生
会
館
を
強
制
的
に
捜
査
し
ま
し
た
。

し
か
も
学
外
に
は
、
二
百
名
の
機
動
隊
を
配
置
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
様
な
体

制
を
と
っ
て
き
た
県
警
は
、
大
学
側
、
学
生
の
抵
抗
の
手
う
す
な
日
曜
日
を
狙

っ
て
お
り
、
か
な
り
計
画
的
な
行
動
と
言
え
ま
す
。
し
か
も
80
名
と
い
う
数
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
大
学
を
、
警
察
の
泥
靴
で
ふ
み
に
じ

る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
を
徹
底
的
に
弾
圧
す
る
体
制
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

し
か
も
学
生
会
館
の
捜
査
令
状
に
押
収
対
象
は
漠
然
と
し
て
お
り
、
果
し
て
捜

査
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
、
漠
然
と
し
た
捜
査
令
状
に
よ
っ
て
拡

大
し
た
証
拠
物
の
押
収
が
お
こ
な
わ
れ
る
（
現
に
印
刷
機
、
署
名
簿
が
押
収
さ

れ
た
。）
こ
と
は
、
今
ま
で
警
察
が
度
々
や
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
大
学
の
一
致
し
た
反
対
を
無
視
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
大
学
へ
入
る

既
製マ

マ

事
実
を
作
り
だ
し
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
策
動
に
は
、
断
固
と
し

て
抗
議
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
学
当
局
が
こ
れ
ま
で
何
度
も
何
度
も
確
認

を
と
り
か
わ
し
て
き
た
警
察
捜
査
の
場
合
の
自
治
会
執
行
委
員
の
立
合
い
を
要

請
し
な
か
っ
た
態
度
は
重
大
な
確
認
事
項
侵
犯
と
し
て
追
求マ

マ

さ
れ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
こ
れ
ま
で
、
執
行
委
員
の
い
な
い
場
合
で
も
、
警
察
を
止
め
て
執
行

委
員
を
呼
び
だ
し
て
立
合
う
努
力
す

マ

マ

る
こ
と
ま
で
確
認
事
項
と
し
て
と
り
か
わ

し
て
い
ま
す
）

（二）
池
田
教
養
部
長
辞
任
問
題
に
つ
い
て

池
田
教
養
部
長
辞
表
提
出
は
、
各
方
面
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
し
た
。
法
学

部
自
治
委
員
会
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
と
り
く
み
が
弱
か
っ
た
こ
と
は
卒
直
に
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認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
法
学
部
自
治
委
員
会
の
見
解
を
提
出
し

て
討
議
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

①
教
養
部
長
辞
表
提
出
の
本
質

ま
ず
直
接
的
に
は
、
政
府
文
部
省
の
圧
力
＝
「
け
じ
め
を
つ
け
よ
」（
25
日

文
相
発
言
）
に
こ
と
の
本
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
人
で
も
共
通

の
認
し
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
「
緊
急
対
策
」

の
名
の
も
と
に
様
々
な
自
治
破
壊
行
為
を
お
こ
な
っ
て
き
た
学
長
、対
策
会
議
、

大
学
当
局
の
反
動
性
と
責
任
を
池
田
教
養
部
長
の
辞
任
で
お
お
い
か
く
す
こ
と

を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
対
策
会
議
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
池
田
教
養
部
長
も
当
然
責
任
を
問
わ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
池
田
氏
個
人
が
や
め
る
か
ど
う
か
で
決
し
て
今
回
の
事
態
の
責
任
は
と
れ

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
大
学
当
局
、
文
部
省
は
こ
の
機
会
に
、
ど
ち
ら
に
こ
ろ
ん
で
も
よ
い

よ
う
に
手
を
う
と
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。即
ち
、教
養
部
長
が
辞
任
す
れ
ば
、

文
部
省
へ
の
言
訳
け
が
た
ち
、
学
生
の
処
分
も
や
り
や
す
く
な
る
。
そ
の
上
、

対
策
会
議
、
学
長
の
責
任
は
、
教
養
部
長
で
負
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
破
壊

を
お
お
い
か
く
し
て
し
ま
う
。
ま
た
留
任
の
動
き
が
で
て
も
「
学
校
側
の
と
っ

た
処
置
は
正
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
教
養
部
長
は
や
め
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

世
論
を
つ
く
り
出
し
、
大
学
当
局
、
文
部
省
の
責
任
は
陰
ぺ
い
さ
れ
て
し
ま
う

結
果
に
な
り
ま
す
。
各
学
部
教
授
会
で
も
「
大
学
の
方
針
は
正
し
か
っ
た
」
と

い
う
方
向
に
向
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
非
常
に
重
要
な
問
題
を

含
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
私
た
ち
の
基
本
方
針

法
学
部
自
治
委
員
会
は
、
池
田
教
養
部
長
の
辞
表
提
出
は
、
こ
れ
ま
で
の
対

策
会
議
の
自
治
破
壊
行
為
を
陰
ぺ
い
す
る
た
め
に
、
文
部
省
に
屈
服
し
て
出
さ

れ
た
も
の
と
見
な
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
け
る
辞
任
は
断
じ
て
認
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
無
批
判
的
に
、
教
養
部
長
の
留
任
を
主
張
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
、
九
大
の
自
治
を
破
壊
し
、
ま
た
破
壊
へ
の
道
を
作
っ

た
文
部
官
僚
を
中
心
と
し
た
対
策
会
議
全
体
の
責
任
を
、
全
大
学
人
の
手
で
追

求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

法
学
部
自
治
委
員
会
は
、「
大
学
の
自
治
は
、
こ
れ
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
侵

害
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
意
識
的
に
推
進
し
た
の
は
、
事
務
局
長
ら
文
部
官
僚

で
あ
り
、
対
策
会
議
が
そ
の
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
今
こ
そ
、
全
九

大
の
学
生
、
教
職
員
の
広
範
な
運
動
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
自
治
を
回
復
し
、

文
部
省
の
官
僚
統
制
と
、
断
固
斗
う
と
と
も
に
、
対
策
会
議
全
体
の
責
任
も
全

九
大
人
の
討
論
の
中
で
、
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
未
だ
、
こ
の
本
質
に
つ
い
て
の
認
識
が
弱
い
段
階
で
は
、
も
つ
と
討

論
を
お
こ
し
、
教
官
と
討
論
し
、
学
長
と
も
交
渉
を
お
こ
な
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
、

全
九
大
の
学
生
、
教
職
員
の
手
で
、
侵
害
さ
れ
、
ま
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
大
学
の

自
治
を
奪
回
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
法
学
部
自
治
委
員
会
は
、
そ
の
先
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頭
に
た
つ
も
の
で
す
。

四
七
二

総
長
談
話
―
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
の
寄
港
に
関
連
し
て

（『
九
州
大
学
時
報
』
第
一
〇
二
〇
号

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
二
月
二
四
日
）

総

長

談

話

―
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
の
寄
港
に
関
連
し
て

ア
メ
リ
カ
原
子
力
航
空
母
艦
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
号
の
佐
世
保
寄
港
に
関
連

し
て
、
九
州
大
学
に
生
じ
た
事
態
に
つ
い
て
、
本
学
が
い
か
な
る
方
針
と
態
度

を
も
っ
て
対
処
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
の
事
態
を
前
に
し
て
、
本
学
が
ま
ず
行
な
っ
た
こ
と
は
、
一
月
九
日
、
学

内
一
般
に
対
し
て
総
長
告
示
を
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
の
な
か
で
、最
近
、

大
学
が
学
外
の
多
数
の
学
生
に
よ
っ
て
不
法
に
占
拠
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い

る
こ
と
、こ
の
よ
う
な
事
態
は
大
学
自
治
の
侵
害
で
あ
る
か
ら
、学
生
諸
君
は
、

い
や
し
く
も
み
ず
か
ら
の
手
で
大
学
の
自
治
を
破
壊
す
る
よ
う
な
行
動
に
同
調

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
自
重
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
憂
慮
す
べ
き
事
態
の
発
生
に
備
え
て
、
評
議
会
は
、
次
の
方

針
を
決
定
し
、
臨
機
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
対
策
会
議
を
設
け
た
。

一

一
月
十
五
日
以
降
は
、
本
学
関
係
者
以
外
に
対
し
て
は
門
を
と
ざ
し
、
極

力
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
説
得
す
る
。
不
幸
に
し
て
、
か
れ
ら
に
学
内
を
占

拠
さ
れ
た
場
合
に
も
、
人
命
に
危
険
が
生
じ
な
い
か
ぎ
り
、
警
察
力
の
導
入

は
要
請
し
な
い
。

二

不
法
に
侵
入
し
た
学
外
者
に
対
し
て
は
、
教
育
の
場
で
あ
る
大
学
は
、
そ

の
排
除
に
実
力
を
用
い
ず
、
あ
く
ま
で
説
得
に
よ
っ
て
退
去
さ
せ
る
よ
う
に

努
力
す
る
。

三

思
想
の
対
立
か
ら
危
ぐ
さ
れ
る
学
内
で
の
学
生
間
の
衝
突
に
対
し
て
は
、

全
教
官
の
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
防
止
に
努
め
る
。

四

い
か
な
る
場
合
に
も
休
校
せ
ず
、
講
義
を
平
常
ど
お
り
に
行
な
う
。

本
学
と
し
て
は
、
大
学
が
研
究
と
教
育
の
場
で
あ
り
、
思
想
の
自
由
は
尊
重

す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
学
生
が
い
か
な
る
思
想
的
立
場
に
立
と
う
と
、
そ

の
思
想
の
故
に
規
制
を
加
え
る
意
志
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
が
、
本
学
が
も
っ

と
も
憂
慮
し
た
こ
と
は
、
か
り
に
も
本
学
が
暴
力
的
な
斗
争
の
拠
点
と
な
り
、

大
学
の
秩
序
が
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
方
針
と
態
度
の
基
盤
に
置
か
れ
た
理
念
は
、
学
問
の
自

由
・
大
学
の
自
治
の
原
則
で
あ
っ
た
。

学
問
の
自
由
・
大
学
の
自
治
の
歴
史
は
、
苦
難
の
道
で
あ
り
、
本
学
に
お
け

る
歴
史
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
大
学
の
自
治
と
は
、
大
学
が
そ
の

自
主
性
を
堅
持
し
て
、
大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
が
外
部
の
政
治
的
権
力
そ

の
他
の
あ
ら
ゆ
る
力
か
ら
な
ん
ら
の
せ
い
ち
ゅ
う
を
も
う
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
大
学
の
自
治
が
学
問
の
自
由
を
守
り
、
学
問
の
自
由
が
人
類
文
化
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
、
歴
史
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
大
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学
が
苦
難
の
歴
史
の
な
か
で
築
き
あ
げ
て
き
た
崇
高
な
理
念
で
あ
り
、
本
学
が

今
回
の
事
態
に
あ
た
っ
て
深
く
思
い
を
い
た
し
た
点
も
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、
一
月
十
五
日
以
降
、
本
学
教
養
部
の
一
部
は
、
不
法
に
侵
入
し

た
学
生
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
つ
い
に
同
二
十
一
日
、
凶
器
準
備
結
集
罪
の
容

疑
を
も
っ
て
、
学
生
会
館
が
押
収
捜
索
さ
れ
る
事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
間
、同
十
六
日
、本
学
は
み
ず
か
ら
正
門
を
開
く
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

当
時
三
〇
〇
名
に
及
ぶ
学
生
が
隊
列
を
組
ん
で
、
正
門
を
突
破
す
べ
く
重
圧
を

加
え
、そ
れ
に
対
し
て
数
名
の
本
学
教
官
が
先
頭
に
立
っ
て
門
を
支
え
て
い
た
。

事
態
は
緊
迫
し
、
や
が
て
は
門
が
押
し
破
ら
れ
、
教
官
た
ち
の
人
命
に
も
か
か

わ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
し
か
も
学
生
の
背
後
に
は
警
察
の
機
動
隊
が
控
え
、
も

し
開
門
し
な
け
れ
ば
、
門
内
に
な
だ
れ
こ
ん
だ
学
生
と
警
官
と
の
間
に
衝
突
が

起
こ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
。
つ
い
に
教
養
部
長
は
、
緊
急
の
判
断
で
門
を
開

か
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教
官
は
負
傷
を
免
が
れ
、
流
血
の
惨
事
は
避
け
ら
れ

た
が
、
学
生
は
学
内
に
侵
入
し
、
学
生
会
館
の
一
部
を
占
拠
し
て
し
ま
っ
た
。

教
職
員
は
本
学
の
定
め
た
方
針
に
し
た
が
い
、
極
力
説
得
に
よ
っ
て
退
去
さ
せ

よ
う
と
し
た
が
、
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。

翌
十
七
日
、
か
れ
ら
は
佐
世
保
に
お
も
む
き
、
警
察
機
動
隊
と
衝
突
し
、
そ

の
夜
、
ふ
た
た
び
本
学
に
も
ど
っ
て
き
た
。
本
学
は
、
事
態
が
前
日
ま
で
と
は

違
っ
た
も
の
と
判
断
し
、
さ
ら
に
厳
し
い
態
度
を
か
れ
ら
に
表
明
す
る
こ
と
と

し
、
塀
の
う
え
に
有
刺
鉄
線
を
め
ぐ
ら
す
と
と
も
に
、
全
学
の
多
数
の
教
職
員

の
協
力
を
え
て
学
内
に
立
ち
入
ら
ぬ
よ
う
に
説
得
す
べ
く
待
機
し
た
。
し
か
る

に
、
こ
の
と
き
、
遺
憾
に
も
学
生
に
よ
っ
て
内
側
か
ら
側
門
の
施
錠
が
破
壊
さ

れ
、
開
門
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

翌
十
八
日
、
こ
れ
ら
の
学
生
は
ま
た
佐
世
保
に
お
も
む
き
、
三
た
び
本
学
に

も
ど
っ
て
き
た
が
、
教
養
部
の
正
門
に
到
着
し
た
と
き
、
か
れ
ら
の
な
か
に
は

多
く
の
負
傷
者
が
い
た
。
本
学
は
、
人
道
的
立
場
か
ら
応
急
手
当
を
す
る
が
、

手
当
の
す
み
し
だ
い
た
だ
ち
に
立
ち
去
る
よ
う
代
表
者
に
約
束
さ
せ
て
負
傷
者

を
入
構
さ
せ
た
。
し
か
る
に
か
れ
ら
は
裏
切
り
、
負
傷
し
て
い
な
い
者
は
、
塀

を
乗
越
え
て
学
内
に
侵
入
し
、
手
当
終
了
後
も
全
員
学
生
会
館
の
一
部
を
占
拠

し
た
た
め
、
つ
い
に
退
去
命
令
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
学
内
か
ら
立
ち

去
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
十
九
日
か
ら
は
構
外
の
学
生
寮
が
か
れ
ら
に
利
用
さ
れ
は
じ
め
、

本
学
は
さ
ら
に
説
得
を
か
さ
ね
、
か
れ
ら
を
本
学
の
す
べ
て
の
施
設
か
ら
退
去

さ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

本
学
が
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
、
安
易
に
警
察
力
に
た
よ
っ
た
と
し

た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
本
学
が
み
ず
か
ら
そ
の
自
主
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
か
え
っ
て
学
内
に
収
拾
し
が
た
い
混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
大
学
に
は
治
外
法
権
の
特
権
は
な
い
が
、
本
学
が
、
治
安
対
策
的
な

立
場
か
ら
の
批
判
を
も
か
え
り
み
ず
、
あ
え
て
当
初
の
基
本
的
態
度
を
つ
ら
ぬ

い
た
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
教
職
員
の
昼
夜
を
わ
か
た
ぬ
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
学
の

一
部
が
こ
れ
ら
の
学
生
に
数
日
に
わ
た
り
不
法
に
使
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
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と
は
、
た
と
え
講
義
が
ほ
ぼ
正
常
に
近
い
状
態
で
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
ま

こ
と
に
遺
憾
で
あ
っ
た
。

今
後
も
し
今
回
の
よ
う
な
不
祥
事
が
相
つ
い
で
起
こ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
は

大
学
の
自
治
機
能
に
疑
問
を
持
ち
、
そ
れ
が
い
つ
の
日
に
か
大
学
自
治
に
対
す

る
制
限
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ひ
い
て
は
学
問
・
思
想
の
自
由
を
脅
か
す
に
い
た

る
で
あ
ろ
う
。
学
生
諸
君
は
十
分
に
こ
の
点
に
思
い
を
い
た
し
、
み
ず
か
ら
の

手
で
大
学
の
自
治
を
破
壊
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
厳
に
慎
し
む
べ
き
で
あ
る
。

学
生
諸
君
は
、
今
回
本
学
を
占
拠
し
た
学
生
の
ご
と
く
法
を
無
視
し
暴
力
に

訴
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
学
生
と
し
て
の
本
分
を
自
覚
し
、
良
識
を
も
っ
て
行

動
す
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

昭
和
四
十
三
年
二
月
二
十
日九

州
大
学
総
長

水

野

高

明

四
七
三

佐
世
保
事
件
に
関
す
る
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
質
疑

（『
第
五
十
八
回
国
会
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
議
録
』
第
四
号

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
三
月
五
日
）

○
奥
野
委
員

〔
中
略
〕

そ
こ
で
、
さ
ら
に
警
察
当
局
に
も
う
一
度
確
か
め
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
私
は
、
こ
れ
ら
の
学
生
問
題
は
、
警
察
の
問
題
で
あ
る
よ
り
以
前

に
、か
つ
、よ
り
以
上
に
、
学
校
当
局
が
勇
気
を
持
っ
て
処
理
す
べ
き
問
題
だ
、

か
よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
、
文
部
省
の
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
る

と
も
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
若
干
た
だ
し
て
い
き
た

い
た
め
に
警
察
当
局
に
再
度
伺
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
佐
世
保
事
件
に
際
し

て
、
九
大
の
教
養
部
学
生
会
館
が
三
派
系
全
学
連
等
の
現
地
闘
争
本
部
に
な
っ

た
と
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
あ
し
た
に
角
材
を
持
っ
て
警
察
隊
に

突
入
す
る
学
生
を
送
り
出
し
、
夕
べ
に
傷
つ
い
た
学
生
を
迎
え
入
れ
て
、
あ
し

ざ
ま
に
言
い
ま
す
と
、
人
を
教
育
す
る
崇
高
な
場
所
が
、
暴
力
的
な
武
装
集
団

の
本
拠
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
も
言
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

地
元
民
が
大
学
当
局
に
抗
議
文
書
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
「
私
共
周
辺
の
居
住
者
は
、」
―
―

要
す
る
に
九
大
周
辺
の
居
住
者
で
あ
り
ま
す
が
、「
貴
大
学
の
学
内
秩
序
維
持
不

能
の
た
め
、
日
夜
、
狂
騒
怒
声
と
暴
力
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
再
び

十
二
日
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
、
無
法
状
態
の
乱
闘
が
ひ
き
起
こ
さ
れ
、
そ
の

間
、
火
事
さ
わ
ぎ
ま
で
招
い
た
実
情
を
知
り
、
全
く
慄
然
と
し
た
。
こ
れ
は
、

依
然
と
し
て
暴
力
学
徒
の
不
法
占
拠
を
容
認
す
る
な
ど
、
大
学
側
の
あ
い
ま
い

な
態
度
が
原
因
で
あ
る
。
と
く
に
市
民
が
乱
闘
事
件
を
通
報
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、傍
観
し
て
被
害
を
大
き
く
し
た
こ
と
は
、す
べ
て
当
局
の
責
任
で
あ
る
。」

云
々
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
地
元
民
か
ら
は
非
常
な
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
い
、
不
安

に
お
と
し
入
れ
た
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
人
数
が
毎
日
出
た
り
入
っ
た
り
、
宿

泊
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
よ
う
に
考
え
ま
す
だ
け
に
、
そ
の
実

態
を
こ
の
際
明
確
に
お
教
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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○
川
島
（
広
）
政
府
委
員

た
だ
い
ま
お
尋
ね
の
九
州
大
学
の
学
生
会
館
並
び

に
田
島
寮
と
い
う
寮
が
今
回
の
佐
世
保
事
件
の
文
字
ど
お
り
拠
点
に
な
り
ま
し

た
こ
と
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
月
の
十
五
日
か
ら
こ
の
闘

争
が
終
息
い
た
し
ま
し
た
二
十
二
日
ま
で
の
間
、
九
州
大
学
に
宿
泊
い
た
し
ま

し
た
学
生
の
数
は
、
九
大
の
学
生
会
館
の
ほ
う
に
延
べ
で
千
八
百
二
十
六
名
、

う
ち
三
派
系
が
千
七
百
三
十
六
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
他
方
、
九
大
の
田
島
寮
、

学
生
寮
に
宿
泊
し
ま
し
た
の
が
千
百
八
十
八
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
延
べ
で
総
計

三
千
名
と
い
う
数
に
相
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
に
佐
世
保

事
件
と
一
般
的
に
称
さ
れ
ま
す
直
近
の
日
に
ち
で
申
し
ま
す
と
、
一
月
の
十
六

日
が
学
生
会
館
に
六
百
人
、
十
七
日
が
五
百
七
十
八
人
、
十
八
日
が
三
百
六
十

五
人
、
他
方
、
田
島
寮
の
ほ
う
は
、
十
九
日
に
二
百
八
十
人
、
二
十
一
日
に
四

百
四
十
一
人
と
い
う
の
が
お
も
な
宿
泊
の
数
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
奥
野
委
員

い
ま
お
話
を
聞
き
ま
し
て
、
意
外
に
人
数
の
多
い
の
に
非
常
な

驚
き
を
感
じ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
は
人
を
教
育
す
る
場
所
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
環
境
が
人
間
を
育
て
て
い
く
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
問
の
府
の
中
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

角
材
や
石
こ
ろ
が
持
ち
込
ま
れ
、
こ
ん
棒
を
振
り
上
げ
て
警
察
官
に
襲
い
か
か

る
暴
力
学
生
の
横
行
闊
歩
を
数
日
間
も
放
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ち
ょ
っ

と
私
た
ち
に
は
考
え
ら
れ
な
い
事
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
当
局
や
一
般
学
生

の
感
覚
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
当
局
の
無
責
任
さ
に
は
は
な
は
だ
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
人
や
二
十
人
の
問
題
じ
ゃ
な
し
に
、
五
百
人
、
六
百
人

が
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
全
く
驚
き
入
っ
た
感
じ
を
持
つ

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
文
部
当
局
に
伺
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
文
部
省
設
置
法
を
見

ま
す
と
、
文
部
省
は
、
大
学
に
対
し
て
、
そ
の
運
営
に
関
し
指
導
と
助
言
を
与

え
る
と
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
九
大
当
局
の
学
校
管
理
の
あ
り
方

に
ど
の
よ
う
な
指
導
、
助
言
を
さ
れ
て
き
た
か
、
こ
れ
が
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
文
部
省
の
指
導
、助
言
は
い
か
が
で
あ
れ
、九
大
の
問
題
は
、

九
大
の
最
高
責
任
者
、
そ
れ
は
学
長
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
責
任
を
明
ら
か

に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
責
任
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
感
受
性
の
強
い
学
生
に
最
も
説
得
力
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
か
よ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
体
、
学
長
は
ど
の
よ
う
な
責
任
を

お
感
じ
に
な
り
、
そ
れ
を
文
部
当
局
に
申
し
出
さ
れ
て
き
て
い
る
か
、
明
ら
か

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
い
ま
や
学
園
の
雰
囲
気
や
環
境
を
根
本
的
に
立
て
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
先
生
方
の
中
に
は
、
暴
力
革
命
を
支
持
し
扇
動
し
よ
う
と
す
る
方
も
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
私
は
、
現
在
に
お
い
て
は
そ
う
多
く
の
数
で
も
な
い

よ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
民
主
主
義
を
守
り
抜
こ
う
と
す

る
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
、
勇
気
あ
る
行
動
、
勇
気
あ
る
態
度
を
望
み
た
い
も

の
だ
と
念
願
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
勇
気
を
持
っ
て
学
生
の
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指
導
力
を
回
復
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
念
願
を
強
く
抱
い
て
い
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
文
部
省
当
局
の
こ
れ
か
ら
の
指
導
方
針
、
ど
う
お
考
え
に
な
っ
て

い
る
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
宮
地
政
府
委
員

昨
年
の
羽
田
事
件
に
続
き
ま
し
て
、
今
年
初
頭
に
、
お
尋

ね
の
佐
世
保
事
件
、
学
生
の
身
分
を
持
ち
ま
す
者
が
非
常
に
社
会
を
騒
が
せ
る

よ
う
な
不
祥
事
件
を
起
こ
し
ま
し
て
、
文
教
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
所
掌
し
て

お
り
ま
す
文
部
省
と
し
ま
し
て
も
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
く
、
非
常
に
責
任
を

感
じ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
尋
ね
の
佐
世
保
事
件
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
に
対
し
て
文
部
省
は
い
か
な

る
指
導
、
助
言
を
行
な
っ
た
か
と
い
う
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
般
の
佐
世
保

事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
暮
れ
か
ら
こ
う
し
た
計
画
が
事
前
に
私
ど
も
の

ほ
う
に
も
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
昨
年
の
羽
田
事
件

に
引
き
続
き
ま
し
て
不
祥
事
件
が
学
生
の
手
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
文
部
省
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
は
全
国
的
に
佐
世
保
に
学
生
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
各
大
学
の
学
生
部
長
を
集
め
ま
し
て
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
お
い
て
の
一

般
的
な
羽
田
事
件
の
反
省
と
同
時
に
、
予
想
さ
れ
る
佐
世
保
問
題
に
つ
い
て
、

学
生
部
長
と
の
打
ち
合
わ
せ
会
と
申
し
ま
す
か
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
九
州
地
区
の
学
生
部
長
会
議
を
こ
と
し
の
正
月
に
入
り
ま
し
て
い
た
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
場
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
や
は
り
大
学
が
き
然
と
し
た
態
度

を
持
っ
て
、
学
生
が
こ
う
い
っ
た
問
題
で
不
祥
事
件
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
参
加
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
よ
ろ
し
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
て
、
大
学
と
し
て
の
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
特
に
九
州
大
学
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
自
分
の
学
校
が
拠
点
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
九
州
大
学
、

佐
賀
大
学
が
拠
点
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
九
州
大

学
と
佐
賀
大
学
に
お
き
ま
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
生
の
参
加
を
食
い
と

め
、
あ
る
い
は
学
園
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
対
し
て
教
職
員
は
ど
の
よ
う
な
方

法
で
こ
れ
を
阻
止
す
る
か
と
い
っ
た
よ
う
な
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
立
て
て

お
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
関
係
で
、
文
部
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
佐
世
保
事

件
が
起
こ
り
ま
し
た
先
ほ
ど
御
指
摘
の
数
日
間
に
直
接
文
部
省
と
し
て
あ
あ
せ

よ
、
こ
う
せ
よ
と
い
う
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
事
件
の
直
前

ま
で
そ
う
い
っ
た
指
導
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
文
部
大

臣
と
し
て
の
談
話
を
発
表
し
、
あ
る
い
は
私
の
名
前
で
大
学
に
通
達
も
い
た
し

て
指
導
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
日
の
状
況
は
、

御
指
摘
の
よ
う
な
、
文
部
省
の
指
導
が
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
、
ま
た
大
学
の

準
備
も
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
結
果
に
至
り
ま
し
た
の
を
ま
こ
と
に
申
し
わ
け

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
事
件
後
、
文
部
大
臣
が
直
接
九
州
大
学
の
学
長
と
佐
賀
大
学
の

学
長
に
上
京
し
て
も
ら
い
ま
し
て
事
情
の
聴
取
を
行
な
い
ま
し
た
。
二
番
目
の

御
質
問
で
、
大
学
が
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と
い
う
御
質
問
で
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
と
関
連
い
た
し
ま
す
が
、
九
州
大
学
の
学
長
と
い
た
し
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ま
し
て
は
、
先
般
不
法
な
学
生
に
よ
っ
て
あ
の
よ
う
な
不
祥
事
件
が
起
こ
り
、

学
園
の
秩
序
が
乱
さ
れ
、
社
会
を
騒
が
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
ま
こ
と
に
申

し
わ
け
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
、
自
分
と
し
て
も
非
常
に
遺
憾
に
思
っ
て
お

り
ま
す
と
い
う
、
事
情
の
報
告
と
同
時
に
、
学
長
の
遺
憾
の
意
の
表
明
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
文
部
大
臣
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
事
件
に
対
し
て
、
た
だ

遺
憾
の
意
を
表
さ
れ
る
だ
け
で
は
社
会
が
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
、
ま
た
大
学
の

責
任
も
そ
れ
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
大
学
と
し
て
の
筋
の
通
っ
た
け

じ
め
は
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
れ
に
対
し
て
文
部
省
と
し
て
、ど
う
せ
よ
、

こ
う
せ
よ
と
い
う
指
示
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
学
長
に
お
い
て
筋
の
通
っ
た
け

じ
め
は
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
大
臣
か
ら
も
申
し
ま
し
た
。

学
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
場
合
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
に
も
批

判
が
あ
る
し
、
ま
た
、
自
分
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
が
、
や
は
り

大
学
と
し
て
一
致
し
た
考
え
方
で
、
二
度
と
再
び
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
な
、
そ
う
い
う
措
置
を
含
め
て
の
今
回
の
事
件
の
処
置
は
い
た
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
最
終
的
に
今
日
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
け
じ
め

を
つ
け
、
筋
道
を
立
て
、
責
任
を
と
る
と
い
う
報
告
に
は
接
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
教
養
部
長
、
学
生
部
長
が
責
任
を
と
る

と
か
、
そ
う
い
っ
た
一
、
二
の
当
事
者
の
意
思
表
示
は
出
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
大
学
と
し
て
の
今
回
の
問
題
に
つ
い
て
の
責
任
の
あ
る
処
置
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
学
長
か
ら
報
告
に
接
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
最
終

的
な
け
じ
め
は
つ
け
て
い
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
学
の
先
生
が
勇
気
を
持
っ
て
こ
う
い
う
問
題
に
当
た
る
よ
う

に
と
い
う
、
三
番
目
の
御
指
摘
、
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
羽
田
事
件
に
続
き
ま
し
て
二
度
三
度
と
重
な
っ
た

不
祥
事
件
、
ま
た
近
く
は
、
成
田
空
港
に
学
生
が
出
向
い
て
騒
い
で
お
る
と
い

っ
た
よ
う
な
、
非
常
に
世
の
中
の
耳
目
を
そ
ば
だ
て
る
よ
う
な
事
件
を
次
々
に

起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
は
、
文
部
省
と
し
て
、
あ
る
い
は

法
律
命
令
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
措
置
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
何
と
申
し
ま
し

て
も
、
や
は
り
大
学
に
お
き
ま
し
て
は
直
接
学
生
を
預
か
る
教
職
員
が
真
剣
に

事
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、
心
か
ら
自
覚
を
し
て
、
適
切
な
学
生
の
指
導
に
当

た
る
と
い
う
こ
と
が
と
も
か
く
一
番
最
初
の
や
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
最

後
の
こ
と
で
あ
る
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
さ
え
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
羽
田
事
件
以
来
文
部
大
臣
が
国
立
、
公
立
、
私

立
の
学
長
と
の
懇
談
会
に
お
き
ま
し
て
も
申
し
て
お
り
ま
す
し
、
教
職
員
が
一

致
し
て
事
態
を
認
識
し
、
責
任
を
感
じ
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
い
い
こ
と
を
大
学

と
し
て
は
声
明
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
要
は
勇
気
を
持
っ
て
、
責
任
を
持

っ
て
そ
の
実
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
実
を
示
さ
れ
る
こ
と
を
文
部
大
臣

と
し
て
は
期
待
を
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
ど
も
と

し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
大
学
の
反
省
、
努
力
を
促
し
て
お
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

○
奥
野
委
員

大
学
の
学
生
諸
君
は
や
が
て
次
代
を
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
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り
ま
す
。
社
会
の
興
亡
、
日
本
の
盛
衰
が
彼
ら
学
生
の
上
に
か
か
っ
て
い
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
私
は
、
非
常
な
危
惧
の
念
を
持
っ
て
文
部
当

局
に
お
伺
い
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
伺
い
ま
す
と
、
大
学
全
体
に
対
し
て
指
導
、
助
言
を
強
め
て
い
っ
た
と

い
う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
九
州
大
学
が
あ
の
よ
う
な
て
い
た
ら
く

で
あ
り
な
が
ら
、
九
州
大
学
に
対
し
て
、
そ
の
後
少
な
く
と
も
遺
憾
の
意
も
正

式
に
は
表
さ
れ
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
を
持
つ
の
で
あ
り
ま
し
て
、

学
長
と
個
別
に
ど
う
話
を
か
わ
さ
れ
た
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り

非
常
に
問
題
を
起
こ
し
た
学
校
当
局
に
対
し
ま
し
て
は
、
文
部
省
設
置
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
指
導
と
助
言
の
責
任
を
文
部
当
局
は
果
た
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
私
は
か
よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
決
し
て
大

学
自
治
に
対
す
る
干
渉
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
指
導
と
助
言
、
法
律
が
文
部
当

局
に
義
務
づ
け
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
義
務
の
履
行
な
く
し
て

学
園
の
立
ち
直
り
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
、
私
は
か
よ
う
に

考
え
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
こ
の
点
に
つ
い
て
お
答
え
を
伺
っ
て
お
き
た
い
、

か
よ
う
に
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

同
時
に
ま
た
、
九
大
の
学
長
に
つ
い
て
も
け
じ
め
を
つ
け
な
さ
い
と
、
こ
う

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
。
佐
賀
大
学
が
き
然
と
し
て
学
園
を
守
っ
た
姿
と
は

ま
こ
と
に
九
州
大
学
は
対
照
的
で
あ
っ
た
、
か
よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
み
ず
か
ら
け
じ
め
を
つ
け
な
い
場
合
に
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。
私
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
し
か
る
べ
き
処
分
を
な
さ
れ
る
べ
き
だ
、
か

よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
処
分
を
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
真
剣
に
学
生
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
に
な
る

の
だ
。
文
部
当
局
が
あ
や
ま
ち
を
あ
や
ま
ち
と
し
て
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
な

し
に
、
多
く
の
大
学
教
授
に
勇
気
を
ふ
る
い
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
い
ま

し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
口
頭
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
心
配
を

私
は
持
つ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
文
部
省
当
局
に
対
し
ま
し
て
も
、
こ
の
際
勇

気
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、
干
渉
を
し
な
さ
い
と
申
し
上
げ
て
い

る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
、
抽
象
的
に
、
大
学
当
局
に
い
ろ
い

ろ
と
指
導
助
言
を
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、
あ
る
い
は
文
部
省
の
責
任
は

比
較
的
軽
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
非
常
な
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
大
学

に
対
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
指
摘
さ
れ
ま
せ
ん
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
立
ち

直
り
を
期
待
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
だ
、
私
は
か
よ
う
な
心
配
を
持
ち
ま
す

の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
重
ね
て
御
見
解
を
伺
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

○
宮
地
政
府
委
員

直
接
九
州
大
学
に
対
し
て
の
指
導
と
い
う
重
ね
て
の
お
尋

ね
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
大
臣
か
ら
直
接
学
長
に

事
情
を
聴
取
し
、
ま
た
、
学
長
か
ら
も
遺
憾
の
意
の
表
明
が
あ
り
、
大
臣
と
し

て
も
、
筋
を
立
て
て
社
会
に
対
し
、
あ
る
い
は
大
学
自
身
も
責
任
を
す
み
や
か

に
態
度
で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
れ
を
期
待
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
申

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
学
内
で
は
御
指
摘
の
学
生
の
処
分
を
含
め
ま
し
て
い
ろ

い
ろ
学
内
で
の
こ
の
問
題
の
処
置
が
、ま
こ
と
に
遅
々
と
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
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あ
れ
で
終
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
、
責
任
は
感
じ
て
、
そ
の
あ
と

始
末
は
学
内
の
諸
機
関
を
通
じ
て
や
っ
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
私
の
ほ
う
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
大
臣
が
申
し
ま
し
た
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
、
そ
の
後
九
州
大
学
に
対
し
ま
し
て
、
直
接
学
長
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
事
務
局
長
を
介
し
て
大
臣
の
申
し
ま
し
た
点
を
私
か
ら
も
強
く
伝
え
て

お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
こ
の
よ
う
な
結
果
に
一
応
大
学
と
し
て
の
け

じ
め
を
つ
け
ま
し
た
と
い
う
最
終
的
な
報
告
に
接
し
て
い
な
い
の
は
恐
縮
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
大
学
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
い
ま
考
え
て
お
る
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
な
お
こ
れ
は
つ
け
加
え
で
あ
り
ま
す
が
、
羽
田
事
件
以
後
、
あ

あ
し
た
学
生
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
起
訴
を
さ
れ
あ
る
い
は
検
挙
さ
れ
な
く

と
も
、
参
加
を
し
て
相
当
な
不
法
な
こ
と
を
や
っ
た
学
生
が
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
た
だ
処
罰
を
す
る
だ
け
が

能
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
処
罰
を
含
め
て
大
学
の
と
る
べ
き
責
任
と
い

う
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
連
絡
も
い
た
し
て
お
り

ま
す
し
、
大
学
と
し
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
各
大
学

が
検
討
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
羽
田
事
件
以
後
い
ま
だ
、
そ
の
何
校
が
こ
の

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
と
申
し
上
げ
る
ほ
ど
の
結
果
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

学
生
を
退
学
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
停
学
さ
せ
る
、あ
る
い
は
説
諭
、厳
重
注
意
、

ま
あ
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ま
で
や

っ
た
学
校
は
わ
ず
か
数
校
で
ご
ざ
い
ま
す
。
羽
田
事
件
以
後
、
多
く
の
大
学
に

お
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
内
の
機
関
に
か
け
ま
し
て
、
あ
る
い
は
す
で
に

済
み
ま
し
た
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、教
授
が
常
時
生
活
指
導
を
し
て
い
く
と
か
、

あ
る
い
は
誓
約
書
を
と
る

―
以
後
再
び
こ
の
よ
う
な
事
件
に
は
参
加
し
な

い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
大
学
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
い
ま
努
力
を
い
た

し
て
お
る
こ
と
を
一
応
御
報
告
い
た
し
て
お
き
ま
す
。

た
だ
、
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
学
内
組
織
が
非
常
に
あ
れ
で
い
ろ
い
ろ
教

授
会
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
各
教
授
会
の
間
で
学
生
の
処
置
に
つ
き
ま
し
て
も
刑

量
が
非
常
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
お
る
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
ま
た

た
び
た
び
横
の
連
絡
を
す
る
と
か
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
す
み
や
か
に
措
置

が
な
さ
れ
て
お
ら
な
い
の
は
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、決
し
て
大
学
と
し
て
は
、

羽
田
事
件
以
後
ほ
お
か
ぶ
り
で
う
や
む
や
に
ほ
う
む
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
国
立
大
学
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
立
大
学
全
体
の
問
題
と

し
て
常
置
委
員
会
で
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

○
奥
野
委
員

私
が
お
願
い
し
て
い
る
問
題
は
、
文
部
大
臣
と
学
長
が
個
別
に

話
し
合
わ
れ
る
、
個
人
と
個
人
と
の
問
題
で
な
し
に
、
社
会
を
背
景
に
し
て
、

文
部
省
当
局
が
九
州
大
学
に
つ
い
て
ど
う
い
う
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
、

そ
れ
を
常
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
文
部
当
局
の
態
度
が
適
当
で
な
け
れ
ば
社

会
的
批
判
も
受
け
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
の
自
信
を
持
っ
て
臨
ん

で
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
私
は
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

個
別
取
引
を
ど
う
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ひ
と
つ
も
申
し
上
げ
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て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
社
会
を
背
景
に
し
て
、
文
部
省
の
見
解
が
常
に
明

ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
全
大
学
に
、
九
州
大
学
に
つ
い
て
は
文
部
当
局
は
ど
う

い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
批
判
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

明
ら
か
に
す
る
方
向
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
の
お
話
し
で
、
処
罰
す
る
だ
け
が
能
で
は
な
い
と
い
う
お
話
し
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
ど
れ
だ
け
の
処
罰
を
さ
れ
た
か
。
し
て
お
ら
れ
な
い
じ

ゃ
な
い
か
。
そ
れ
は
臆
病
だ
、
こ
う
言
え
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
責
任
を
感

ず
る
者
の
態
度
で
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
私
は
非
常
に
顕
著
な
九
州
大
学
だ
け
を
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
い
た
ず
ら
に
処
罰
権
を
振
り
回
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て

お
る
の
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
何
も
処
罰
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
臆

病
、
無
責
任
に
通
ず
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
大
学
学
術
局
長
の
話
で
は
、
学
内
の
処
置
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
九
州
大
学
当
局
か
ら
文
部
省
に
報
告
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し

た
。
私
は
、
今
日
の
治
安
問
題
は
大
学
問
題
だ
と
ま
で
言
え
る
と
思
う
く
ら
い

に
心
配
を
い
た
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
当
委
員
会
に
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
節

米
軍
機
の
墜
落
と

基
地
撤
去
運
動
の
展
開

四
七
四

米
軍
機
墜
落
に
関
す
る
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
質
疑

（『
第
五
十
八
回
国
会
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
議
録
』
第
二
九
号

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
年
）
六
月
三
日
）

○
八
田
委
員
長

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

労
働
関
係
の
基
本
施
策
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

質
疑
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。
河
野
正
君
。

○
河
野(

正)

委
員

本
日
は
、
米
軍
基
地
と
労
働
災
害
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

二
、
三
質
問
を
行
な
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
れ
に
関
連
を
し
て
、
昨
日
の
夜
十
時
四
十
五
分
ご
ろ
、
目
下
建

築
中
の
九
州
大
学
工
学
部
の
校
舎
に
、
米
軍
第
五
空
軍
に
所
属
い
た
し
ま
す
ジ

ェ
ッ
ト
戦
闘
機
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
が
墜
落
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
し
て
炎
上
す

る
と
い
う
事
故
が
発
生
を
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従
前
は
百
名
前
後
の
作
業

人
員
が
お
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
き
の
う
は
日
曜
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
し
、
人
員
は
一マ

もマ

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
学

園
に
迷
彩
を
施
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
墜
落
を
す
る
、
こ
の
こ
と
自
身
は
、

非
常
に
重
大
な
点
だ
と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
特
に
今
日
ま
で
板
付
基
地
周

辺
に
お
き
ま
し
て
は
、
墜
落
、
不
時
着
、
爆
弾
、
補
助
タ
ン
ク
の
落
下
等
の
事
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故
と
い
う
も
の
が
、
す
で
に
も
う
三
十
数
件
発
生
を
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
か
な
り
人
命
に
損
傷
を
与
え
て
ま
い
り

ま
し
た
し
、
物
的
な
損
害
を
与
え
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い

う
こ
と
で
、
今
日
ま
で
福
岡
市
民
と
い
う
も
の
は
常
に
戦
々
恐
々
と
し
た
生
活

を
送
っ
て
ま
い
っ
た
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の
板
付
の
場
合

は
、
都
市
周
辺
の
基
地
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
特
に
市
民

の
不
安
と
い
う
も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
き
の
う
の

事
故
は
、
学
園
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
周
辺
が
家
屋
の
非
常
に
稠
密
な
地

点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、そ
う
い
う
意
味
で
、き
の
う
の
事
故
と
い
う
も
の
は
、

私
ど
も
は
き
わ
め
て
重
要
視
を
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
防
衛
庁
当
局
の
御
見
解
を
承
り
た
い
。

○
山
上
政
府
委
員

昨
夜
福
岡
市
に
お
き
ま
し
て
、
米
軍
の
Ｆ
４
Ｃ
フ
ァ
ン
ト

ム
機
が
墜
落
い
た
し
ま
し
た
事
故
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
し
ご
く
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
か
ね
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
御
心
配
の
向
き
に
非
常
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を

遺
憾
に
存
ず
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
夜
の
事
故
に
つ
き
ま
し
て
、
当
防
衛
施
設
庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
さ
っ

そ
く
に
こ
の
原
因
の
調
査
を
い
た
し
、
今
後
か
よ
う
な
事
故
の
起
き
な
い
よ
う

に
厳
重
に
米
側
に
も
善
処
を
求
め
る
つ
も
り
で
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
事
故
は
、
幸
い
に
し
て
、
不
幸
中
の
幸
い
と
申
し
ま
す
か
、
人
命
に
は

被
害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
施
設
そ
の
他
に
ば
く
大
な
被
害
を
与
え
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
か
よ
う
な
事
故
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
措
置
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
ず
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
の
措
置
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
損
害
の

賠
償
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
急
に
調
査
の
上
、
米
側
に
善
処
を
求
め
る
と
い
う

考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
ま
た
、
か
よ
う
な
事
故
の
再
発
防
止
、
そ
の
た
め
の

原
因
調
査
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
措
置
い
た
し
た
い
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

○
河
野(

正)

委
員

い
ま
長
官
の
お
答
え
を
承
っ
て
お
り
ま
す
と
、
原
因
調
査

と
い
う
こ
と
が
主
と
し
て
申
し
述
べ
ら
れ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
原
因
を
い
か
に
調
査
し
よ
う
と
、
基
地
が
存
在
す
る
限
り
は
や
は
り
私
は

こ
の
種
の
事
故
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
と
い
う
ふ

う
に
断
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
今
日
ま
で
航
空
事

故
が
頻
発
を
し
た
。
私
の
承
知
す
る
範
囲
に
お
き
ま
し
て
も
百
八
件
、
死
者
だ

け
で
二
十
数
名
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
近
板
付
基
地
周
辺
で
起
こ

っ
て
き
た
事
故
だ
け
を
若
干
拾
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
も
、
こ
の
昭
和
二
十
六
年

の
五
月
十
日
に
二
股
瀬
と
い
う
と
こ
ろ
で
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
墜
落
を
い
た
し

ま
し
て
、
六
人
の
死
亡
者
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
の
六
月
十

五
日
に
は
こ
れ
ま
た
同
じ
個
所
に
お
き
ま
し
て
墜
落
事
故
が
起
こ
り
、
死
者
が

一
名
出
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
二
年
の
十
一
月
十
三
日

に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の
近
く
の
吉
塚
五
丁
目
と
い
う
と
こ
ろ
で
墜
落
事
故
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
ま
た
一
名
の
と
う
と
い
人
命
を
な
く
し
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
事
故
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は

―
そ
の
つ
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ど
原
因
調
査
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
原
因
は
幾

ら
調
査
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
私
は
や
は
り
基
地
の
存
在
と
い
う
も

の
が
、
特
に
板
付
の
場
合
は
、
世
界
に
類
例
が
な
い
よ
う
に
、
都
心
部
に
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
私
は
非
常
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、

―
時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
申
し
上
げ
ま
す

が
、
も
う
一
つ
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
人
命
も
と
う
と
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
日
本
国
民
、
日
本
の
市
民
の
生
命
と
い
う
も
の
が
、
非
常
に
と
う
と

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
軽
視
さ
れ
て
お
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

惑
と
い
う
も
の
が
存
在
を
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
日
ま
で
た
び

た
び
事
故
を
見
て
ま
い
り
ま
し
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
い

ち
早
く
脱
出
す
る
、
そ
う
し
て
無
人
飛
行
機
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
墜
落
を

し
て
、
そ
の
た
め
に
人
的
あ
る
い
は
ま
た
物
件
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
損
害

を
与
え
て
き
た
。
こ
の
日
本
国
民
の
生
命
よ
り
も
、
市
民
の
生
命
よ
り
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
生
命
の
ほ
う
が
重
要
視
さ
れ
て
お
る
、
こ
う
い
う
傾
向
が
あ
る
と
こ

ろ
に
私
は
、こ
の
種
の
事
故
に
お
い
て
反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
防
衛
庁
は
今
日
ま
で
ど
う
い
う
程
度
で
米
軍
側
に

臨
ん
で
こ
ら
れ
た
か
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
人

命
尊
重
の
立
場
か
ら
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
際
率

直
な
御
意
見
を
承
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
山
上
政
府
委
員

福
岡
に
お
き
ま
し
て
は
人
口
稠
密
、
あ
る
い
は
住
宅
そ
の

他
施
設
が
相
当
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
、
基
地
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い

ろ
地
元
の
関
係
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
非
常
な
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
今
回
の
事
故
で
直
ち
に
基
地
の
撤
去
と
い
う
こ
と
は
こ
れ

は
ま
た
む
ず
か
し
い
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま

し
て
は
政
府
の
部
内
で
も
大
き
な
方
針
と
し
て
十
分
に
協
議
し
て
ま
い
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
米
軍
の
飛
行
と
、
か
よ
う
な
問
題
に
関
連
し
て
人
命
尊

重
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
申
す
ま
で
も
な
く
人
命
尊
重
と
い
う
こ
と
は
第

一
義
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
も
米
側
に
も
常

に
要
求
い
た
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
米
側
も
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て

は
十
分
承
知
し
て
お
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
、
今
回
の
事
故
に
つ

き
ま
し
て
は
、
詳
細
な
る
原
因
が
ま
だ
明
確
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
申
し
上

げ
か
ね
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
さ
よ
う
な
つ
も
り
で
お
っ
た
の
が
、
や
む

を
得
ざ
る
結
果
と
し
て
か
よ
う
な
墜
落
事
故
に
な
っ
て
、
海
上
に
出
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
は
想
像
さ
れ
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
想
像
の
域
を
脱
し
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
た
だ
い
ま

申
し
上
げ
ま
し
た
原
因
調
査

―
私
ど
も
は
こ
れ
は
さ
ら
に
政
府
部
内
で
も
協

議
い
た
し
ま
し
て
、
合
同
委
員
会
の
下
に
事
故
分
科
委
員
会
と
い
う
も
の
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
お
い
て
十
分
検
討
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の

際
に
も
か
よ
う
な
人
命
尊
重
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
十
分
に
反
映
す
る
よ
う
に
善

処
い
た
し
た
い
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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○
河
野(

正)

委
員

人
命
尊
重
に
配
慮
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、こ
れ
は
き
ょ
う
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。い
ま
ま
で
、

過
去
に
お
い
て
そ
う
い
う
事
例
と
い
う
も
の
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
は
い
ち
早
く
機
内
か
ら
脱
出
し
て
、
飛
行
機
だ
け
が
日
本
の
基
地
周
辺
の
人

家
に
落
ち
て
、
そ
う
し
て
物
的
、
人
的
な
被
害
を
与
え
て
き
た
、
こ
う
い
う
事

例
と
い
う
も
の
が
し
ば
し
ば
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
特
に
私
は
き
ょ
う
は
こ
の
点

を
強
調
し
て
お
る
わ
け
で
す
。
し
か
も
今
度
の
事
故
に
つ
い
て
も
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
二
名
は
ほ
と
ん
ど
軽
傷
も
負
わ
な
い
で
脱
出
に
成
功
し
て
お
る
。
そ
う
い
う

点
か
ら
想
定
し
ま
す
と
、
ひ
が
み
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
日
本
の
市
民

な
り
住
民
の
生
命
と
い
う
の
が
従
的
な
存
在
に
な
っ
て
お
る
、
こ
う
い
う
国
民

感
情
を
強
く
ぶ
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
私
ど
も
の
気
持
ち
で

ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
今
度
の
場
合
も
、
九
大
が
あ
る
あ
の
地
区
一
帯
は
、
戦
災
に
あ
っ
て
い

な
い
地
区
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
福
岡
市
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
も

っ
と
も
人
家
が
密
集
し
た
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
こ
の
九
大
の
校
舎
に

墜
落
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
墜
落
を
し
た
隣
接

地
に
は
、
九
大
の
原
子
核
実
験
室
が
あ
っ
て
、
こ
の
原
子
核
実
験
室
に
お
い
て

は
コ
バ
ル
ト
六
○
が
置
か
れ
て
お
る
。
も
し
、
こ
の
原
子
核
実
験
室
に
落
ち
た

な
ら
ば
、
一
体
ど
う
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
私
ど
も
が
想

定
し
て
ま
い
り
ま
す
る
と
い
う
と
、
全
く
肝
の
め
い
る
よ
う
な
感
じ
も
い
た
す

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
、結
果
論
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ど
う
も
最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
こ
う
い
う
事
故
と

い
う
も
の
が
防
止
で
き
た
の
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
感
情
と
い
う
も

の
は
、
こ
れ
は
市
民
す
べ
て
が
持
っ
て
お
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
こ
で
、
い
ま
長
官
の
ほ
う
か
ら
人
命
を
尊
重
す
る
よ
う
に
と
い
う
よ
う
な

申
し
入
れ
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
私
は

あ
ま
り
反
省
が
認
め
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。
今
後
、
政
府
と
し
て
は
ど
う

い
う
処
置
を
お
と
り
に
な
る
つ
も
り
で
あ
る
か
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
、
ひ

と
つ
確
固
た
る
信
念
を
承
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
山
上
政
府
委
員

た
だ
い
ま
も
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
人
命
尊
重

を
い
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
原
因
の
調
査
な
り
、
あ
る
い
は
対
策
の
検
討
の
段
階
に
お
き
ま
し
て
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
率
直
に
、
こ
の
人
命
尊
重
と
い
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
ま
す

る
よ
う
に
、
強
く
善
処
を
求
め
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

○
河
野(

正)

委
員

こ
れ
は
、
よ
ほ
ど
き
然
た
る
態
度
を
と
ら
れ
ぬ
こ
と
に
は
、

今
日
ま
で
の
事
例
が
示
し
て
お
る
よ
う
に
、
反
省
の
色
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
と
い
う
の
が
率
直
な
私
ど
も
市
民
の
感
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
文
部
省
に
も
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
度
建
設
中
の
校
舎
は
、
電
子
計
算
機
と
い
う
近
代
的
な
内
容
を
持
つ
べ
き
校

舎
だ
と
い
う
ふ
う
に
承
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
い
う
事
故
に
よ
っ
て

教
育
と
い
う
も
の
が
阻
害
を
さ
れ
る
、
こ
の
こ
と
を
私
は
ま
こ
と
に
残
念
に
思

う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
文
部
省
と
し
て
は
ど
う
い
う
見
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解
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
こ
の
際
、
率
直
に
ひ
と
つ
御
見
解
を
承
っ
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
村
山
政
府
委
員

九
州
大
学
工
学
部
の
大
型
電
子
計
算
機
セ
ン
タ
ー
、
こ
れ

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
六
階
建
て
、
三
千
五
百
七
十
平
米
、
八
月
三
十
一
日
完

成
の
予
定
で
目
下
工
事
中
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
米
軍
の
飛
行
機

が
墜
落
い
た
し
ま
し
て
、
工
事
中
の
仮
ワ
ク
が
炎
上
い
た
し
ま
し
た
。

被
害
は
六
階
と
五
階
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
し
て
、
六
階
、
五
階
に
つ
い
て
は

お
そ
ら
く
や
り
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
状
況
で
あ

り
ま
す
。こ
れ
が
善
後
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、ま
ず
も
っ
て
本
日
十
時
よ
り
、

九
州
大
学
で
評
議
会
を
開
き
ま
し
て
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず
れ
御
連
絡

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
ま
し
て
文
部
省
で
も
対
策
を
講
じ
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
河
野(

正)

委
員

今
度
の
問
題
は
、
い
ま
ま
で
か
ね
て
心
配
さ
れ
て
お
っ
た

こ
と
が
現
実
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。

そ
こ
で
従
来
か
ら
、
申
し
上
げ
ま
す
と
、
板
付
基
地
の
周
辺
に
九
大
の
学
舎

が
あ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
積
極
的
に
基
地
の
撤
去
に

つ
い
て
は
意
見
の
具
申
が
あ
っ
て
お
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
際
は
、

一
つ
に
は
い
つ
そ
の
飛
行
機
が
墜
落
す
る
か
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
問
題
が

ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
一
つ
は
、
こ
の
飛
行
機
の
騒
音
の
た
め
に
―
―
す
う
っ
と
飛

行
機
が
降
下
す
る
地
点
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
あ
る
い
は
ま
た
飛
行
機
が
基
地

か
ら
上
昇
す
る
地
点
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ジ
ェ
ッ
ト
機

の
騒
音
の
た
め
に
講
義
と
い
う
も
の
が
非
常
に
阻
害
さ
れ
る
、
こ
う
い
う
二
つ

の
点
か
ら
こ
の
板
付
基
地
の
米
軍
使
用
は
困
る
、
こ
う
い
う
意
見
を
常
に
表
明

を
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
ど
う
も
や
や
消
極
的
と
な
っ
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
期
せ
ず
し
て
従
来
心
配
し
て
お
っ
た
こ
と
が
、
今
日
こ
の
よ
う
な
不
幸

な
事
件
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
こ
の
際
、
単
に

こ
の
建
設
中
の
建
物
の
五
階
、
六
階
が
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
法
律
的
に
は
、
い
ま
申
し
上
げ
る
よ
う
に
、
基

地
が
あ
る
以
上
は
、
い
つ
今
度
は
原
子
核
実
験
室
に
墜
落
を
し
て
、
そ
う
し
て

コ
バ
ル
ト
六
○
に
対
し
て
、
も
の
す
ご
い
影
響
を
受
け
る
か
も
は
か
り
知
れ
な

い
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
具
体
的
に
、
文
部
省
と
し
て

も
こ
の
際
、
こ
の
基
地
問
題
に
つ
い
て
は
徹
底
的
に
取
り
組
ま
れ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
の
で
す
。
私
は
や
は
り
学
問
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
ま
た
人
命
と

い
う
問
題
、
そ
う
い
う
問
題
か
ら
こ
の
際
、
文
部
省
と
し
て
も
積
極
的
に
こ
の

基
地
問
題
に
取
り
組
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で

す
が
、
そ
の
辺
の
御
見
解
を
承
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
村
山
政
府
委
員

文
部
省
の
意
見
と
も
う
し
ま
す
か
、
私
は
建
物
を
建
設
管

理
す
る
立
場
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
る
と
、
学
校
の
施
設
が
各
種
の
公
害
、
た
と

え
ば
騒
音
で
あ
り
ま
す
と
か
、
大
気
汚
染
で
あ
り
ま
す
と
か
、
そ
れ
か
ら
飛
行

場
の
騒
音
で
あ
り
ま
す
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

く
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
私
ど
も
は
そ
の
種
の
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公
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
因
を
な
る
べ
く
除
去
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
で
き

れ
ば
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
希
望
で
あ
り
ま
す

が
、現
実
の
問
題
と
し
ま
し
て
は
、除
去
い
た
し
か
ね
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
に
は
、
被
害
防
止
の
ほ
う
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
や
っ
て
お
り

ま
す
。
軍
施
設
や
飛
行
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
衛
庁
及
び
運
輸
省
で
騒
音
防

止
工
事
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文

部
省
で
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
て
、
被
害
軽
減
の
工
作
物
面
か
ら
の
配
慮
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
論
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
原
因
そ
の
も
の
が
な
い
の
が
望
ま
し
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
し
、
原
因
が
一
挙
に
除
去
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
防
除
に
つ
と
め

る
の
が
文
部
省
の
従
来
か
ら
の
立
場
で
あ
り
ま
す
し
、
一
そ
う
努
力
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
河
野(

正)

委
員

そ
う
い
う
抽
象
的
な
こ
と
で
は
、
も
の
の
解
決
に
は
役
に

立
た
ぬ
と
思
う
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
騒
音
等
の
公
害
除
去
の
た
め
に
努
力

を
す
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
飛
行
機
の
事
故
と
い
う
も

の
が
防
止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
こ
れ
は
基
地
が
な
く
な
ら
ぬ
限
り

は
、
そ
う
い
う
墜
落
事
故
と
い
う
問
題
が
除
去
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、
こ
れ
が
原
因
に
対
す
る
対
策
だ
と
思
う
の
で
す
。
騒
音
の
た
め
に
授

業
が
阻
害
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
対
策
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
は
消
極
的
な

対
策
で
あ
っ
て
、
根
本
的
な
こ
の
問
題
の
解
決
と
い
う
も
の
は
、
や
は
り
基
地

を
除
去
す
る
以
外
に
な
い
と
思
う
の
で
す
。そ
れ
に
取
り
組
ま
な
い
で
お
い
て
、

そ
う
し
て
こ
の
問
題
の
解
決
に
当
た
ろ
う
た
っ
て
、
そ
れ
は
と
う
て
い
困
難
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
私
は
や
は
り
日
本
政
府
と
し
て
は
、
学
問
の
自
由
、
人
命
の

尊
重
と
い
う
も
の
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
抜
本
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
い
ま
の
よ
う
な
抽
象
的
な
答
弁
で
は
、
私
ど

も
は
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
っ
と
、
き
然
た
る
態
度
で
臨
ん
で
も

ら
い
た
い
。
今
度
の
場
合
に
は
夜
間
の
こ
と
で
す
か
ら
、
学
生
も
お
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
も
し
昼
間
で
学
生
が
お
っ
た
な
ら
ば
一

体
ど
う
な
る
の
か
、
特
に
プ
エ
ブ
ロ
事
件
以
後
、
戦
闘
機
の
離
着
陸
と
い
う
も

の
が
非
常
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
て
お
る
、
こ
う
い
う
よ
う
に
地
元
で
は
言
わ
れ

て
お
る
。
や
は
り
そ
う
い
う
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
わ
け
に
と
う
て
い
ま
い
ら
ぬ
わ

け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
き
然
た
る
態
度
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に

対
す
る
御
見
解
を
も
う
一
度
お
伺
い
い
た
し
た
い
。

○
村
山
政
府
委
員

文
部
省
と
し
て
は
、先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

学
校
周
辺
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
公
害
が
起
こ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い

こ
と
は
申
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
個
々
具
体
的
な
も
の
に
つ
き
ま

し
て
、
い
か
に
処
理
す
る
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
部
省
で
で
き
る
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
限
界
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
限
界
の
範
囲
内
で
最
大
の
努
力
を

払
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

○
河
野(
正)

委
員

い
ま
の
よ
う
な
消
極
的
な
こ
と
で
は
納
得
す
る
わ
け
に

は
い
か
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
学
園
の
問
題
で
す
か
ら
、
や
は
り
文
部
省
が
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先
頭
に
立
っ
て
、
防
衛
庁
、
外
務
省
、
そ
う
い
う
政
治マ

マ

機
関
を
動
か
し
て
こ
の

問
題
の
抜
本
的
解
決
に
当
た
る
、
こ
う
い
う
心
が
ま
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

思
う
の
で
す
。
そ
う
し
て
防
衛
庁
も
や
っ
た
、
外
務
省
も
や
っ
た
、
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
が
が
ん
と
し
て
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ら
別
問
題
で
す

が
、
や
は
り
多
数
の
学
生
を
か
か
え
た
大
学
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
ま
た
尊
い

研
究
を
や
っ
て
お
る
大
学
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
文
部
省
が
そ
う
い
う
学
園
の

自
由
な
り
研
究
の
尊
重
な
り
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
っ
と

前
向
き
に
、
積
極
的
な
態
度
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
点
で
は
私

は
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
ま
一
つ
お
尋
ね
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
る
点
は
、
き
の
う

墜
落
事
故
が
起
こ
っ
た
、
そ
し
て
関
係
者
が
陸
続
と
し
て
こ
の
現
場
に
は
せ
参

じ
た
、
そ
こ
で
問
題
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
従
来
、
か
つ
て
な
い
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
兵
が
カ
ー
ビ
ン
銃
を
持
っ
て
学
内
に
入
り
込
ん

だ
、
こ
の
点
が
学
生
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
者
の
非
常
な
憤
激
を
買
っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。警
察
官
を
導
入
し
て
も
、学
園
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
、

学
園
の
自
主
性
と
い
う
も
の
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
問
題
に
な
る
の
に
か

か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
兵
隊
が
、
銃
を
持
っ
て
学
園
に
入
り
込
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
は

―
こ
れ
は
非
常
に
重
大
な
問
題
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
う
い
う

こ
と
で
平
和
で
あ
る
べ
き
学
園
の
自
由
と
い
う
も
の
が
守
れ
る
の
か
、
平
和
で

あ
る
べ
き
学
園
の
自
由
と
い
う
も
の
、
あ
る
い
は
自
主
性
と
い
う
も
の
が
尊
重

さ
れ
得
る
の
か
。
私
ど
も
は
こ
の
事
態
を
知
っ
て
非
常
に
残
念
に
感
じ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
文
部
省
、
そ
れ
か
ら
防
衛
庁
の
次

官
も
御
出
席
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
御
見
解
を
承
り
た
い
。

○
村
山
政
府
委
員

火
災
当
時
の
米
軍
な
り
あ
る
い
は
警
察
官
の
事
故
対
処
の

た
め
の
行
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
は
ま
だ
詳
細
に
報
告
が
ま
い
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
。
御
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
ど
う
も
事
実
の
よ
う
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
対
策
も
含
め
て
、
現
在
九
州
大
学
で
も
協
議
会
で
検
討

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
の
感
じ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
た
い
へ
ん
緊
急
の

事
態
で
あ
る
に
せ
よ
、
も
し
管
理
者
に
無
断
で
、
あ
る
い
は
そ
の
意
向
に
反
し

て
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
た
い
へ
ん
遺
憾
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

○
三
原
政
府
委
員

た
だ
い
ま
の
、
米
軍
が
カ
ー
ビ
ン
銃
を
持
っ
て
入
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
私
ど
も
も
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
遺
憾
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
い
ま
先
生
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
学
園
の
内
で
ご
ざ
い

ま
す
。
特
に
平
和
な
日
本
の
体
制
の
中
へ
、
そ
う
い
う
装
備
の
も
と
に
入
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
ど
も
考
え
方
を
持
っ
て
お

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
現
地
の
調
査
も
十

分
い
た
し
ま
し
て
対
処
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
野(

正)

委
員

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
歴
史
に
も
な
い
、
き
わ
め

て
不
幸
な
事
態
だ
と
思
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
際
、
政
務
次
官
か
ら
も

御
見
解
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
厳
重
に
ア
メ
リ
カ
側
に
対
し
て
抗
議
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
時
間
の
制
約
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
が
、
こ
う
い
う
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こ
と
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
と
、
や
は
り
板
付
基
地
と
い
う
も
の
は
平
和
利
用

で
あ
っ
て
、
米
軍
の
使
用
と
い
う
も
の
は
認
む
べ
き
で
は
な
い
、
私
ど
も
は
そ

う
い
う
結
論
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
今
後
こ
の
板
付
基
地
に
対
し
て
、
市
民
も
あ
る
い
は
関
係
者
も
、
そ
れ

ぞ
れ
撤
去
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
猛
然
と
起
こ
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
市
民
の
声
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
の
か
、

政
務
次
官
か
ら
ひ
と
つ
御
見
解
を
承
り
た
い
。

○
三
原
政
府
委
員

昨
夜
の
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
衛
庁
と
い
た
し
ま
し

て
は
き
わ
め
て
重
大
な
事
態
だ
と
受
け
取
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
夜

来
、
種
々
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
い
た
し
ま
し
て
、
現
地
に
職
員
を
派
遣
す
る
等
の

処
置
を
い
た
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
長
官
か
ら
申
し
上
げ
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
事
件
自
体
一
つ
の
そ
う
い
う
墜
落
事
故
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
先
ほ
ど
来
先
生
が
申
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
人
命
の
問
題
あ
る
い

は
教
育
の
問
題
と
も
関
係
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
し
、
今
日
ま
で
現
地
に
お
い

て
い
ろ
い
ろ
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
板
付
基
地
使
用
の
問
題
と
も
関
連
し

な
が
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
方
の
も
と

に
立
っ
て
、
将
来
の
こ
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
は
事
故
発
生

の
い
ろ
い
ろ
な
原
因
あ
る
い
は
そ
の
後
の
事
情
等
を
具
体
的
に
調
査
も
進
め
て

い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
教
育
の
問
題
あ
る
い
は
人
命
の
問
題
、

板
付
基
地
使
用
の
問
題
等
と
関
連
し
な
が
ら
将
来
の
対
策
に
つ
い
て
は
今
後
い

ろ
い
ろ
検
討
を
進
め
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
た
だ
い

ま
検
討
を
進
め
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。い
ま
こ
の
席
で
、

将
来
の
板
付
基
地
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
基
本
問
題
に
つ
い
て
私
か
ら

御
回
答
申
し
上
げ
る
段
階
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
御
了
承
願
い
た

い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
る
姿
勢
は
と
っ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
河
野(

正)

委
員

時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
最
後
に
一
言
見
解
を
承
っ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
不
幸
な
事

件
が
次
か
ら
次
へ
と
た
び
重
な
っ
て
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
る
際
に
、
こ

の
板
付
基
地
と
い
う
も
の
が
ほ
ん
と
う
に
望
ま
し
い
状
態
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、

特
に
都
市
の
中
心
地
に
あ
る
し
、
ま
た
今
日
ま
で
し
ば
し
ば
事
故
が
発
生
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
現
象
等
か
ら
見
て
も
、
板
付
飛
行
場
の
基
地
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
一
言
で
い
い
で
す
か
ら

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

○
三
原
政
府
委
員

き
わ
め
て
重
要
な
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
い
ま
次
官

と
し
て
こ
こ
に
御
回
答
申
し
上
げ
る
立
場
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
ま
た
防
衛
庁

だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
申
し

上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
板
付
基
地
問
題
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
多
年
の
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
政
府
関
係
者
と
も
御
相
談
し
、
な
お
米
軍
に
対

し
て
も
、
将
来
板
付
基
地
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
先
生
の
御
意
見
も
よ
く
承
っ
て
お
り
ま
す
し
、
十
分
御
相
談
を
進
め
て

ま
い
る
と
い
う
こ
と
で
お
許
し
を
願
い
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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○
楢
崎
委
員

ち
ょ
っ
と
関
連
し
て
一
問
だ
け
質
問
し
て
お
き
ま
す
。

本
日
、
午
後
の
本
会
議
で
緊
急
質
問
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
多
く

は
そ
の
場
に
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
簡
単
に
二
、
三
、
一
緒
に
質

問
を
し
ま
す
か
ら
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
墜
落
し
た
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
は
、
御
案
内
の
と
お
り
第
四
次
防
に
装
備

さ
れ
る
予
定
の
Ｆ
Ｘ
の
有
力
な
機
種
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
さ
て
お
き
ま

し
て
、
ま
ず
第
一
番
目
に
、
夜
間
の
飛
行
訓
練
は
、
板
付
で
は
米
軍
と
の
話
し

合
い
で
や
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
っ
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
最
近
の
板
付
基

地
の
現
状
は
、
い
ま
河
野
委
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

点
は
、
一
体
米
軍
と
の
間
で
ど
う
な
っ
て
お
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
第
一
で
あ
り

ま
す
。

第
二
点
は
、
最
近
の
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
あ
る
い
は
プ
エ
ブ
ロ
以
降
の
韓
国
の
情

勢
に
対
応
し
て
、
こ
の
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
は
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
用
な
の
か
ど
う

な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
緊
急
発
進
格
納
庫
に
絶
え
ず
四
、
五
機
入
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
が
あ
る
い
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
用
に
飛
ん
で
い
っ
て
こ
う
い
う
事

故
に
な
っ
た
の
か
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
用
の
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
で
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
。
そ
れ
が
二
番
目
で
あ
り
ま
す
。

三
番
目
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
脱
出
地
点
は
一
体
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。

四
番
目
に
、
四
月
十
日
以
来
、
板
付
基
地
の
レ
ー
ダ
ー
の
一
部
が
故
障
を
し

て
作
動
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
五
月
一
日
以
降
ど
こ
か
ら

か
新
し
い
も
の
を
持
っ
て
き
て
作
業
を
始
め
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新

聞
の
報
道
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昨
日
の
事
故
機
は
、
レ
ー
ダ
ー
が
作
動
し

て
着
陸
姿
勢
の
高
度
が
低
過
ぎ
る
と
い
う
指
示
を
や
っ
た
直
後
に
起
こ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
体
こ
の
事
故
を
起
こ
し
て
お
っ
た
レ

ー
ダ
ー
は
、
完
全
に
現
在
も
作
動
し
て
お
る
の
か
ど
う
か
。

こ
の
四
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

○
山
上
政
府
委
員

夜
間
の
飛
行
制
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て
地
元
か
ら

の
お
話
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
三
十
八
年
末
、
施
設
局
長
か
ら
米
側
に
対
し
て

夜
間
飛
行
制
限
を
申
し
入
れ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
夜
間
の
飛
行
に
つ
い
て
は
、
並
び
に
エ
ン
ジ
ン
の
調
整
に
つ
い
て
は
、

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
を
除
い
て
は
運
用
上
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
。

そ
し
て
飛
行
の
危
険
防
止
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
当
方
か
ら
申
し
入
れ
て
、
米

側
も
大
体
こ
れ
を
了
解
し
て
お
っ
た
と
私
ど
も
承
知
い
た
し
て
お
っ
た
の
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
回
の
事
故
の
発
生
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
今
後
事
故
防
止
委

員
会
等
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
明
確
に
こ
れ
の
処
置
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
い
た
し
た
い
と
私
ど
も
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
次
の
、
こ
の
飛
行
機
が
緊
急
発
進
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
応
訓
練
と
承
知
い
た
し
て
お
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、な
お
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
調
査
を
し
た
上
で
、

そ
の
段
階
で
ま
た
お
答
え
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
脱
出
地
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
遺
憾
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
、
正
確
な
資
料
を
私
ど
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ず
れ
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調
査
し
た
上
で
お
答
え
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

○
鐘
江
政
府
委
員

先
生
御
質
問
の
、
第
四
番
目
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
着

陸
誘
導
装
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
般
来
機
能
が
若
干
不
良
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
米
側
も
こ
れ
を
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
五
月
の
十
六
日
に
新

品
に
取
り
か
え
ま
し
て
機
能
を
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
現
地
の
施
設
局
か

ら
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

○
楢
崎
委
員

た
だ
い
ま
連
絡
に
よ
り
ま
す
と
、
午
後
の
緊
急
質
問
を
自
民
党

は
拒
否
し
た
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
れ
じ
ゃ
こ
こ
で
若
干
追
加
し
て
や
り
ま
す
。

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
関
連
で
す
か
ら
、
お
答
え
に
な
れ
ぬ
分
は
後
ほ
ど
文

書
を
も
っ
て
御
回
答
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
の
板
付
基
地
の
性
格
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
情
勢
と
ど
う
い
う
関
連

が
あ
る
の
か
、
こ
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
三
十
九
年
以
来
、
板
付
は
予
備
基
地

あ
る
い
は
訓
練
基
地
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、実
情
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

特
に
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
が
険
悪
に
な
っ
た
段
階
、
最
近
の
プ
エ
ブ
ロ
事
件
以
降
、

完
全
に
第
一
線
の
基
地
と
し
て
こ
れ
が
使
用
さ
れ
て
お
る
、
こ
う
い
う
点
に
つ

い
て
一
体
日
本
政
府
は
ど
う
考
え
て
お
る
の
か
。

そ
れ
か
ら
二
番
目
に
、
こ
の
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム
、
こ

れ
の
所
属
は
第
五
空
軍
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
迷
彩
を
施
し
て
お

る
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
ベ
ト
ナ
ム
へ
出
動
し
て
お
る
実
戦
機
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
故
機
は
一
体
ど
こ
か
ら
板
付
基
地
に
飛
ん
で
ま
い

っ
た
の
か
、
ま
た
何
の
目
的
で
来
た
の
か
。
事
故
の
原
因
、
責
任
の
所
在
を
一

体
ど
う
考
え
て
お
る
の
か
。

そ
れ
か
ら
、
九
大
の
上
空
は
、
発
着
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
す
と
い
う
こ
と
を
昭

和
三
十
二
年
以
来
交
渉
し
て
そ
う
な
っ
て
お
っ
た
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
そ

う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
か
ら
、
事
故
補
償
は
ど
う
す
る
の
か
。

今
後
の
対
策
も
さ
っ
き
聞
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、こ
こ
で
議
論
は
や
め
ま
す
。

こ
れ
は
本
来
内
閣
委
員
会
等
で
や
る
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
事
が

緊
急
で
あ
る
し
、
ほ
か
に
委
員
会
が
開
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
会
議
で
緊
急

質
問
し
た
い
と
言
っ
て
も
拒
否
し
た
の
で
す
。
や
む
を
得
ま
せ
ん
か
ら
お
許
し

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
山
上
政
府
委
員

板
付
基
地
が
、
最
近
い
ろ
い
ろ
ベ
ト
ナ
ム
方
面
と
関
連
が

あ
る
か
と
い
う
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
板
付
基
地
に
参
っ
て
お
り
ま
す
飛

行
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
る
い
は
ベ
ト
ナ
ム
方
面
で
活
躍
し
た
飛
行
機
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
板
付
に
参
り
ま
し
た
段
階
で
は
在
日
米
軍
の
管
轄
下
に

ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
ど
も
の
手
元
の
状
況
で
は
、
ま
だ
、
い
つ
ど
こ
か
ら
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。事

故
が
ど
う
し
て
起
き
た
か
と
い
う
原
因
並
び
に
責
任
の
所
在
に
つ
き
ま
し

て
は
、
た
だ
い
ま
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
昨
夜
来
す
で
に
調
査
を
始
め

て
は
お
り
ま
す
る
が
、
現
段
階
で
は
、
ま
だ
明
確
な
事
故
原
因
と
い
う
も
の
は

判
明
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
エ
ン
ジ
ン
の
故
障
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
ま
で
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は
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
る
が
、
そ
の
内
容
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の

原
因
も
あ
り
得
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
今
後
の
調
査
を
早
急
に
や
っ

て
は
っ
き
り
い
た
さ
せ
た
い
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
私
ど
も
の
考
え
で
は
、
こ
の
責
任
の
所
在
は
当
然
米
軍
に
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

政
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
の
賠
償
そ
の
他
に
つ
い

て
は
、
安
保
条
約
に
基
づ
き
ま
し
て

―
こ
れ
は
新
築
工
事
中
で
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
る
し
、
ま
だ
文
部
省
に
引
き
渡
し
て
い
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
現
地
の
銭
高
組
と
申
し
ま
す
か
、
こ
の
関
係
者
に
当
然
賠
償
を
い
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
最
終
的
に
は
米
側
か
ら
、
安
保
条
約
の
比
率
に
基
づ
く
金
額
の
求
償
を
い

た
す
こ
と
に
な
っ
て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
七
五

米
軍
機
墜
落
に
抗
議
す
る
九
州
大
学
総
長
抗
議
文

（『
米
軍
機
墜
落
に
伴
う
声
明
等
』
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
六
月
二
日

～
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
三
月
）

こ
の
た
び
の
米
軍
機
の
墜
落
は
、
平
和
と
真
理
の
府
た
る
わ
が
大
学
の
根
底

を
脅
か
す
重
大
事
件
で
あ
り
、
九
州
大
学
は
こ
れ
に
強
く
抗
議
す
る
も
の
で
あ

る
。わ

が
大
学
は
、
過
去
二
十
年
間
、
板
付
基
地
に
駐
留
す
る
米
軍
機
の
言
語
を

絶
す
る
騒
音
と
生
命
に
対
す
る
不
断
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
九

月
正
式
文
書
を
も
つ
て
、
航
空
針
路
の
変
更
、
基
地
の
移
転
を
陳
情
し
た
が
、

関
係
当
局
は
、
教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
の
わ
が
大
学
の
こ
の
切
実
な
要
求
に

十
分
応
え
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
こ
と
に
最
近
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
い
わ
ゆ

る
プ
エ
ブ
ロ
号
事
件
以
降
、
再
び
米
軍
機
が
大
量
に
飛
来
し
、
改
め
て
わ
れ
わ

れ
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
に
至
つ
た
。
そ
こ
に
今
回
の
事
件
が
発
生
し
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
痛
憤
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

こ
こ
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
お
よ
び
日
本
政
府
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
の
強
い
抗
議

の
意
思
を
表
明
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
を
板
付
か
ら
即
時
撤
去
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
。

昭
和
四
十
三
年
六
月
三
日

九
州
大
学
総
長

水

野

高

明

第
三
四
八
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支
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団
司
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空
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空
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四
七
九

九
州
大
学
総
長
水
野
高
明
書
簡

昭
和
四
三
年
六
月
七
日

第
五
空
軍
司
令
部
司
令
官
代
理

ア
メ
リ
カ
空
軍
准
将

リ
チ
ヤ
ー
ド
・
Ｌ
・
オ
ウ
ル
ト

殿
九
州
大
学
総
長

水

野

高

明

昭
和
四
三
年
六
月
四
日
付
貴
翰
拝
受
。

本
学
は
、
今
回
の
不
祥
事
件
に
つ
き
、
在
日
ア
メ
リ
カ
空
軍
を
代
表
し
て
来

福
さ
れ
た
貴
官
に
対
し
厳
重
に
抗
議
し
、
板
付
基
地
の
撤
去
お
よ
び
そ
れ
ま
で
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の
安
全
保
障
を
要
求
し
ま
し
た
が
、
そ
の
節
は
遺
憾
な
が
ら
外
交
的
陳
謝
以
上

に
満
足
で
き
る
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
学
は
、
貴
官
の
要
請
に
よ
り
、
機
体
の
撤
収
を
許
可
す
る
に
当
り
、
そ
の

前
に
、
責
任
あ
る
者
か
ら
上
記
安
全
保
障
に
つ
き
可
能
な
限
り
具
体
的
に
文
書

を
も
つ
て
回
答
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
註
〕
原
本
横
書
き
。

四
八
〇

第
三
四
八
戦
闘
支
援
団
司
令
官
空
軍
大
佐
ベ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク

書
簡

8
J
u

n
e

1
9
6
8

P
resid

en
t

T
a
k

a
a
k

i
M

izu
n

o

K
y
u

sh
u

U
n

iv
ersity

D
ea

r
P

resid
en

t
M

izu
n

o:

1
.

I
a
m

m
ost

a
p

p
recia

tiv
e

of
y
ou

r
p

rom
p

t
rep

ly
to

B
rig

G
en

A
u

lt’s
letter

of
4

J
u

n
e

1
9
6
8

con
cern

in
g

th
e

rem
ov

a
l
of

th
e

a
ircra

ft

w
reck

a
g
e

from
th

e
U

n
iv

ersity
C

om
p

u
ter

B
u

ild
in

g
.

Y
ou

r
letter

w
a
s

tra
n

sm
itted

to
H

ea
d

q
u

a
rters

F
ifth

A
ir

F
orce

in
T

ok
y
o

la
st

ev
en

in
g
.

In
v
iew

of
th

e
d

ista
n

ce
a
n

d
tim

e
in

v
olv

ed
,

I
h

a
v
e

b
een

a
u

th
orized

to
fu

rn
ish

y
ou

a
n

im
m

ed
ia

te
rep

ly.

2
.

W
e

in
th

e
A

ir
F

orce
u

n
d

ersta
n

d
a
n

d
a
p

p
recia

te
th

e
a
n

x
iety

of
th

e
fa

cu
lty

a
n

d
stu

d
en

ts
of

th
e

U
n

iv
ersity

a
n

d
th

e
p

op
u

la
ce

ov
er

th
e

sa
fety

of
a
ir

op
era

tion
s

n
ea

r
or

a
d

ja
cen

t
to

p
op

u
la

ted

a
rea

s.

3
.

U
n

ited
S

ta
tes

rep
resen

ta
tiv

es
a
t

th
e

J
oin

t
C

om
m

ittee

M
eetin

g
in

T
ok

y
o

on
6

J
u

n
e

sta
ted

,
“L

et
m

e
a
ssu

re
y
ou

a
n

d
th

em

th
a
t

ev
ery

m
ea

su
re,

sh
ort

of
cu

rta
ilm

en
t

of
n

ecessa
ry

op
era

tion
s,

w
ill

b
e

ta
k

en
to

a
lla

y
th

eir
a
n

x
iety.

P
en

d
in

g
th

e
in

v
estig

a
tion

in
to

th
e

ca
u

se
of

th
e

a
ccid

en
t

th
ere

w
ill

b
e

n
o

n
ig

h
t

tim
e

flig
h

ts

a
t

Ita
zu

k
e

A
ir

B
a
se

b
y

U
.S

.
a
ircra

ft
u

n
less

su
ch

flig
h

ts
a
re

a
b
solu

tely
n

ecessa
ry.”

T
h

is
sta

tem
en

t
w

a
s

fu
rth

er
a
m

p
lified

b
y

H
ea

d
q
u

a
rters

F
ifth

A
ir

F
orce

in
a

6
J
u

n
e

d
irectiv

e.
T

h
e

d
irectiv

e

lim
ited

n
on

-essen
tia

l
fly

in
g

tra
in

in
g

w
ith

in
th

e
Ita

zu
k

e
A

ir
B

a
se

a
rea

,
d

u
rin

g
th

e
h

ou
rs

of
d

a
rk

n
ess,

p
en

d
in

g
com

p
letion

of

in
v
estig

a
tion

in
to

th
e

R
F

-4
C

a
ccid

en
t.

4
.

I
sh

ou
ld

lik
e

to
p

oin
t

ou
t

th
a
t

loss
of

en
g
in

e
p

ow
er,

w
h

ich

w
a
s

th
e

a
p

p
a
ren

t
ca

u
se

of
th

e
a
ccid

en
t,

is
n

ot
rela

ted
to

th
e

tim
e

of
d

a
y

or
n

ig
h

t.
T

h
erefore,

th
e

fa
ct

th
a
t

th
e

a
ccid

en
t

occu
rred

a
t

n
ig

h
t

is
n

ot
relev

a
n

t.
N

ev
erth

eless,
th

e
U

.S
.

A
ir

F
orce

h
a
s

su
b
sta

n
tia

lly
red

u
ced

n
ig

h
t

fly
in

g
in

a
g
en

u
in

e
effort

to
m

eet

y
ou

r
w

ish
es

a
n

d
th

ose
of

th
e

loca
l

g
ov

ern
m

en
t.

I
m

u
st

reitera
te



第一章 エンタープライズ寄港問題と米軍機墜落事件

480

th
a
t

ea
rly

a
ccess

to
th

e
a
ircra

ft
w

reck
a
g
e

is
n

ecessa
ry

in
ord

er
to

con
d

u
ct

th
e

n
ecessa

ry
tests

a
n

d
la

b
ora

tory
a
n

a
ly

sis
w

h
ich

w
e

h
op

e
w

ill
lea

d
to

d
eterm

in
a
tion

of
th

e
ca

u
se

of
th

e
en

g
in

e
a
n

d

con
trol

loss
ex

p
erien

ced
b
y

th
e

crew
.

5
.

W
ith

referen
ce

to
th

e
p

oin
ts

b
rou

g
h

t
ou

t
b
y

P
rofessor

In
ou

e

d
u

rin
g

ou
r

d
iscu

ssion
s

y
esterd

a
y

a
ftern

oon
,

th
e

p
resen

ce
of

U
.S

.

F
orces

in
J
a
p

a
n

a
n

d
sp

ecifica
lly

a
t

Ita
zu

k
e

A
ir

B
a
se

stem
s

from

a
g
reem

en
ts

b
etw

een
ou

r
tw

o
g
ov

ern
m

en
ts

in
th

e
in

terest
of

th
e

m
u

tu
a
l
d

efen
ce

of
J
a
p

a
n

.
T

h
e

sta
tu

s
of

U
.S

.
F

orces
a
s

w
ell

a
s

th
e

rem
ov

a
l

of
U

S
A

F
a
ircra

ft
from

Ita
zu

k
e

a
re

m
ore

p
rop

erly

m
a
tters

for
d

elib
era

tion
b
etw

een
ou

r
tw

o
g
ov

ern
m

en
ts.

6
.

T
h

e
ch

a
n

g
e

of
flig

h
t

p
a
ttern

s
so

th
a
t

a
ll

U
.S

.
m

ilita
ry

a
ircra

ft
w

ou
ld

m
a
n

eu
v
er

a
n

d
a
p

p
roa

ch
th

e
a
ir

b
a
se

on
ly

from
a

sou
th

erly
d

irection
w

ou
ld

n
ot

b
e

com
p

a
tib

le
w

ith
n

orm
a
l

flow
of

a
ir

tra
ffic

to
th

e
a
irp

ort
a
n

d
w

ou
ld

,
in

fa
ct,

crea
te

a
seriou

s
sa

fety

h
a
za

rd
to

th
e

com
m

ercia
l

a
irlin

ers
w

h
o

a
re

th
e

p
rin

cip
le

u
sers

of

Ita
zu

k
e

A
ir

B
a
se.

T
o

a
v
oid

ov
er-flig

h
t

of
K

y
u

sh
u

U
n

iv
ersity

b
y

a
ircra

ft
d

ep
a
rtin

g
th

e
b
a
se

to
th

e
n

orth
,

I
h

a
v
e

tra
n

sm
itted

a

N
otice

to
A

irm
en

(N
O

T
A

M
)

d
irectin

g
a

th
irty

-fiv
e

d
eg

ree
rig

h
t

tu
rn

a
fter

ta
k

eoff
for

a
ll

m
ilita

ry
a
ircra

ft
op

era
tin

g
u

n
d

er
v
isu

a
l

flig
h

t
ru

les.

7
.

A
s

G
en

era
l

A
u

lt
p

oin
ted

ou
t

in
h

is
in

itia
l

letter
to

y
ou

,

p
rop

erty
d

a
m

a
g
e

cla
im

s
w

ill
b
e

p
rom

p
tly

a
n

d
sa

tisfa
ctorily

settled
.

T
h

e
C

h
ief

of
th

e
U

.S
.

F
orces

C
la

im
s

S
erv

ice
v
isited

Ita
zu

k
e

A
ir

B
a
se

on
4

a
n

d
5

J
u

n
e,

a
n

d
h

e
in

form
s

m
e

th
a
t

ex
p

ed
itiou

s
cla

im
s

a
ction

is
b
ein

g
ta

k
en

.

8
.

T
h

e
a
ccid

en
t

w
a
s

m
ost

u
n

fortu
n

a
te

a
n

d
reg

retta
b
le.

B
u

t
I

a
ssu

re
y
ou

a
n

d
th

e
fa

cu
lty

a
n

d
stu

d
en

ts
of

th
e

U
n

iv
ersity

th
a
t

sin
cere

a
n

d
p

ositiv
e

efforts
h

a
v
e

b
een

ta
k

en
a
n

d
w

ill
con

tin
u

e
to

b
e

ta
k

en
to

p
rev

en
t

a
n

y
recu

rren
ce.

[B
en

M
a
tlick

]

B
E

N
M

A
T

L
IC

K
,
C

ol,
U

S
A

F

C
om

m
a
n

d
er

四
八
一

九
州
大
学
総
長
水
野
高
明
書
簡

（「
第
七
百
八
回
評
議
会
記
録
」

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
六
月
八
日
）

昭
和
四
三
年
六
月
八
日

第
三
四
八
戦
闘
支
援
団
司
令
官

空
軍
大
佐

ベ
ン
・
マ
ト
リ
ツ
ク

殿

九
州
大
学
総
長

水

野

高

明



第九編 大学紛争

481

本
日
付
貴
翰
拝
受
。
安
全
保
障
に
つ
き
、
本
学
の
要
請
に
対
し
、
貴
官
の
努

力
を
多
と
し
ま
す
。

貴
官
の
回
答
を
仔
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検
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憾
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上
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Ｒ
Ｆ
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Ｃ
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b
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u
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a
u

th
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a
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t
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e
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v
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g
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a
y

of

tu
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g
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w
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m
in

im
u

m
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con
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s
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u
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m
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u

m
n

ecessa
ry

con
cession

s
still

tu
rn
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t

to
b
e

crip
p

lin
g
,

cou
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of
w
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w
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ld
b
e

to
a
ccep

t
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em
a
n

d
m

ov
e

tow
a
rd

p
h

a
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g
d
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n

b
a
se.

3
.

R
e

F
u

ji-M
cn

a
ir,

U
S

F
J

a
n

d
G

O
J

h
a
v
e

w
ork

ed
ou

t
term

s
of

u
se

w
h

ich
in

effect
a
ssu

re
con

tin
u

ed
u

s
u

se
on

term
s

th
a
t

ou
g
h

t
to

b
e

a
ccep

ta
b
le

to
u

s.
T

h
is

sh
ou

ld
g
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e
u

s
a
b
ility

to
p

rov
id

e
M

a
su

d
a

w
ith

p
osition

re
ea

st
F

u
ji

th
a
t

h
e

ca
n

liv
e

w
ith

.
T

h
is

a
g
a
in

,

h
ow

ev
er,

is
n

ot
lon

g
-ru

n
solu

tion
,

a
n

d
in

m
y

op
in

ion
,

it
w

ou
ld

b
e

m
u

ch
w

iser
to

g
et

d
ecision

n
ow

to
en

a
b
le

u
s

to
u

n
loa

d
w

h
ole

a
rea

,

w
ith

a
ction

s
to

b
e

sp
a
ced

ou
t

a
t

a
m

b
a
ssa

d
or's

d
iscretion

.

4
.

I
rea

lize
n

on
e

of
a
b
ov

e
th

ou
g
h

ts
a
re

n
ew

,
b
u

t
w

a
n

ted
to

u
n

d
erscore

g
rea

tly
in

crea
sin

g
im

p
orta

n
ce

of
a
m

b
a
ssa

d
or's

g
ettin

g
a
u

th
ority

to
d

ea
l

w
ith

b
a
se

p
rob

lem
s

flex
ib

ly,
in

stea
d

of

h
a
v
in

g
to

n
eg

otia
te

ea
ch

p
rob

lem
w

ith
cin

cp
a
c

a
n

d
W

a
sh

in
g
ton

sep
a
ra

tely,
if

w
e

a
re

to
ob

ta
in

a
n

y
u

sefu
l

in
itia

tiv
e

in
d

ea
lin

g

w
ith

ov
era

ll
p

rob
lem

of
p

ressu
res

a
g
a
in

st
b
a
ses.
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蔵
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八
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援
団
司
令
官
空
軍
大
佐
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ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク

書
簡

（「
第
七
百
九
回
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議
会
記
録
」

一
九
六
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（
昭
和
四
三
）
年
六
月
一
〇
日
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ised
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th
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U
n
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to
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rocess
a
n

y
fu

rth
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to
th

is
m
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tter

w
ith

rep
resen

ta
tiv

es
of

th
e

loca
l

a
n
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cen
tra

l
g
ov
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m

en
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S
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en

M
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tlick

]

B
E

N
M

A
T

L
IC

K
,
C

olon
el,

U
S

A
F

C
om

m
a
n

d
er

四
八
四

九
大
反
戦
青
年
委
員
会
抗
議
文

抗
議
文

九
大
構
内
へ
の
米
軍
機
墜
落
は
、
私
達
の
日
々
が
い
か
に
深
く
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
る
か
を
、
私
達
の
平
和
が
い
か
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
か

を
示
し
た
。
私
達
は
、
こ
れ
を
「
九
大
の
安
全
」
の
み
に
止
め
て
は
い
け
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
、
板
付
基
地
撤
去
の
運
動
へ
と
私
達
の
怒
り
を
向
け
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
尚
、
九
大
構
内
に
残
る
墜
落
機
体
は
私
達
の
屈
辱
の
記

録
で
あ
る
。
今
し
も
、
米
軍
当
局
は
九
大
当
局
の
「
条
件
付
き
引
渡
し
」
に
も

応
ぜ
ず
、
政
府
間
交
渉
で
事
を
済
ま
そ
う
と
し
て
い
る
。
私
達
は
米
軍
当
局
の

こ
の
不
誠
実
な
態
度
に
強
く
抗
議
す
る
と
共
に
、
大
学
当
局
に
譲
歩
な
き
強
い

斗
い
を
推
し
進
め
る
よ
う
要
請
す
る
。

私
達
は
先
に
、
十
四
日
、
学
長
以
下
九
大
当
局
代
表
団
が
上
京
し
、
中
央
折

衝
を
行
う
に
際
し
中
央
諸
機
関
に
対
し
、
(一)
板
付
基
地
撤
去
（
一
般
的
、
長
期
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的
に
）
(二)
そ
れ
ま
で
の
安
全
保
障
措
置
（
具
体
案
な
し
）
の
二
点
を
要
請
す
る

旨
、
確
認
し
た
こ
と
を
聞
き
及
ん
だ
。
私
達
は
代
表
団
上
京
に
対
し
深
い
疑
義

を
抱
く
も
の
で
あ
り
、
残
骸
機
体
の
処
理
方
法
も
含
め
て
、
私
達
の
見
解
を
提

示
し
、
抗
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

(一)
大
学
は
、
板
付
基
地
撤
去
の
運
動
の
独
自
の
強
い
姿
勢
を
確
立
す
べ
き
で
あ

り
、
政
府
間
交
渉
に
事
を
す
り
か
え
よ
う
と
す
る
動
向
に
抗
議
す
べ
き
で
あ

る
。

(二)
米
軍
機
墜
落
に
関
連
す
る
諸
問
題
は
大
学
当
局
の
み
に
よ
っ
て
、
又
は
大
学

当
局
と
当
該
諸
機
関
と
の
単
な
る
交
渉
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
こ
そ
真
に
教
職
員
、
学
生
一
体
と
な
っ
た
運
動
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
当

局
が
一
方
で
は
学
生
と
の
話
合
い
を
渋
り
、
他
方
で
は
防
衛
施
設
局
に
秘
か

に
調
査
を
許
し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
。

(三)
代
表
団
要
請
項
目
(二)
は
、
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
り
、
先
の
安
全
保
障
要
求

に
さ
え
劣
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
で
さ
え
板
付
基
地
移
転
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
程
に
国
民
の
基
地
撤
去
の
要
求
が
高
ま
っ
た
今
日
、
大
学
が
は
っ
き
り

と
基
地
撤
去
の
姿
勢
に
徹
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

(四)
残
骸
機
体
の
処
理
に
つ
い
て
は
以
下
の
方
法
を
提
示
し
要
求
す
る
。

①
残
骸
機
体
の
処
理
に
際
し
て
、
武
装
米
兵
は
勿
論
の
こ
と
、
立
合
人
、
調

査
官
と
云
え
ど
も
、
米
軍
の
介
入
は
一
切
拒
否
す
る
。
又
、
防
衛
施
設
庁
・

官
憲
の
介
入
に
は
反
対
す
る
。

②
計
算
セ
ン
タ
ー
復
旧
に
必
要
な
機
体
の
引
き
お
ろ
し
作
業
は
、
大
学
及
び

大
学
の
委
託
す
る
民
間
業
者
の
手
で
行
う
。

③
残
骸
機
体
は
、
私
達
の
手
で
学
内
に
保
存
す
る
。

六
月
十
二
日

九
州
大
学
学
長
殿

九
大
反
戦
青
年
委
員
会

四
八
五

墜
落
機
の
一
方
的
撤
収
に
反
対
す
る
九
大
学
友
会
中
央
執
行
委
員
会

ビ
ラ

墜
落
機
の
一
方
的
撤
収
に
断
固
反
対
す
る
!

九
大
学
友
会
中
央
執
行
委
員
会

六
月
二
日
夜
の
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
故
以
来
、
連
日
に
わ
た
っ
て
、
米

日
政
府
に
対
す
る
厳
重
な
責
任
追
及
と
抗
議
行
動
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
重
大
な
事
故
に
福
岡
市
内
の
多
く
の
市
民
が
立
ち
上
り
、
板
付
基
地
撤

去
の
斗
い
は
大
き
く
発
展
し
、
大
学
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
斗
わ
れ
、
市
議

会
も
撤
去
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

数
度
の
抗
議
行
動
を
通
じ
て
、
基
地
撤
去
、
安
保
破
棄
の
具
体
的
な
道
す
じ

が
ど
ん
な
も
の
か
が
討
論
さ
れ
、
総
括
の
討
議
が
行
わ
れ
、
署
名
運
動
が
そ
の

中
で
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
様
な
中
で
機
体
「
撤
収
」
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
斗
い
の
中
で
、「
撤
収
」
の
問
題
が
評
議
会
で
討
議
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
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が
わ
か
り
、
学
友
会
は
一
早
く
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

六
月
八
日
評
議
会
は
「
九
大
の
み
で
な
く
全
市
民
の
安
全
が
保
障
さ
れ
る
ま

で
、
一
方
的
撤
収
を
認
め
な
い
」
と
い
う
最
終
的
結
論
を
出
し
ま
し
た
。
我
々

は
、
こ
の
学
校
側
の
毅
然
た
る
態
度
を
断
固
と
し
て
支
持
し
て
き
ま
し
た
。

米
軍
当
局
は
、
私
た
ち
の
切
実
な
要
求
、
厳
重
な
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
軍
機
を
飛
行
さ
せ
、
墜
落
機
と
管
制
塔
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
会
話
を
録
音
し

た
テ
ー
プ
を
公
開
せ
よ
、
事
故
原
因
が
明
確
に
な
る
ま
で
、
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト
ム

を
飛
行
さ
せ
る
な
、
事
故
原
因
の
民
主
的
調
査
を
行
え
、
な
ど
の
最
低
の
要
求

す
ら
も
拒
否
し
、
不
遜
に
も
、
九
大
と
の
直
接
交
渉
は
や
ら
ぬ
な
ど
と
い
う
、

一
片
の
誠
意
す
ら
も
な
い
態
度
を
と
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
態
の
中
で
、
私
た
ち
が
、
米
軍
当
局
の
機
体
撤
収
に
応
じ
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
、
断
じ
て
〝
否
〟
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
友
会
中
央
執
行
委
員
会
は
、
こ
の
不
当
な
機
体
撤
収
に
対
し
て
は
九
大
全

学
の
力
を
結
集
し
、
更
に
は
、
学
外
の
広
範
な
民
主
勢
力
の
支
援
の
も
と
に
、

断
固
反
対
し
て
斗
う
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

又
、
学
長
、
評
議
会
は
以
前
決
定
し
た
、
九
大
の
み
な
ら
ず
全
市
民
の
安
全

が
保
障
さ
れ
る
ま
で
、
一
方
的
撤
収
を
認
め
な
い
と
の
立
場
を
い
さ
さ
か
の
動

よ
う
も
な
く
堅
持
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
評
議
会
、
教
授
会
だ
け
で
決
め

る
の
で
は
な
く
、
学
友
会
、
学
生
自
治
会
、
大
学
院
生
協
議
会
、
教
職
員
組
合

と
話
し
合
い
、
学
生
・
教
職
員
と
と
も
に
九
大
の
と
る
べ
き
態
度
を
決
定
し
て

い
く
事
を
、
私
た
ち
は
要
求
し
ま
す
。

全
学
の
学
友
の
み
な
さ
ん
!

現
在
、
私
た
ち
は
基
本
的
に
有
利
な
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
政
府
自
民
党
は
、

全
国
の
抗
議
の
声
の
高
ま
り
の
中
で
「
移
転
」
な
ど
と
言
い
だ
し
、
ア
メ
リ
カ

側
も
大
き
な
動
揺
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
今
ま
で
、
米
軍
機

つ
い
落
抗
議
、
板
付
基
地
撤
去
、
安
保
条
約
破
棄
を
か
か
げ
て
斗
っ
て
き
ま
し

た
。政

府
自
民
党
の
「
移
転
」
決
定
は
、
全
国
民
の
大
き
な
怒
り
に
お
さ
れ
た
側

面
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
主
眼
は
、
今
高
ま
り
つ
つ
あ
る
「
基
地
撤
去
の
た
め

に
、
安
保
破
棄
を
」
の
声
を
「
移
転
」
の
方
に
ね
じ
ま
げ
斗
い
の
高
ま
り
を
お

さ
え
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
、
今
度
の
事
件
が
板
付
基
地
が
存
在
し
て
い
る

た
め
に
お
こ
っ
た
の
で
あ
り
、
ど
こ
へ
「
移
転
」
し
よ
う
と
も
ど
こ
か
で
同
じ

こ
と
が
お
き
る
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、「
移
転
」
で
は

な
く
「
撤
去
」
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
安
保
条
約
を
破
棄

す
る
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

米
政
府
、
米
軍
当
局
、
日
本
政
府
の
不
当
な
態
度
を
強
く
糾
弾
し
、
こ
の
よ

う
な
中
で
の
、
一
方
的
機
体
撤
収
に
反
対
し
て
斗
い
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

板
付
基
地
撤
去
、
安
保
条
約
破
棄
め
ざ
し
、
意
気
高
く
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

一
九
六
八
年
六
月
十
三
日

学
友
会
中
央
執
行
委
員
会
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四
八
六

板
付
基
地
撤
去
に
関
す
る
陳
情
書

（「
第
七
百
十
回
評
議
会
記
録
」

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
六
月
一
五
日
）

陳
情
書

こ
の
た
び
米
軍
の
Ｒ
Ｆ
―
４
Ｃ
フ
ア
ン
ト
ム
偵
察
機
が
建
築
中
の
本
学
大
型

計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
激
突
炎
上
し
ま
し
た
こ
と
は
、
九
州
大
学
の
み
な
ら
ず
国

民
一
般
を
震
撼
さ
せ
る
に
至
り
、
改
め
て
市
街
地
に
あ
る
基
地
の
恐
怖
を
わ
れ

わ
れ
に
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
こ
こ
に
、
本
学
を
代
表
し
、
か
つ

ま
た
福
岡
市
民
に
代
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
恐
怖
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
米
軍
基

地
を
板
付
か
ら
早
急
に
撤
去
す
る
こ
と
を
陳
情
い
た
し
ま
す
。

米
軍
機
は
、
そ
の
滑
走
方
向
お
よ
び
性
能
の
関
係
上
、
わ
ず
か
三
キ
ロ
余
し

か
離
れ
て
い
な
い
本
学
の
上
空
を
き
わ
め
て
低
く
す
れ
す
れ
に
飛
翔
す
る
の
が

常
態
と
な
つ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
激
し
い
騒
音
と
振
動
と
は
耐
え
う

る
限
界
を
越
え
る
も
の
が
あ
り
、
研
究
実
験
、
教
育
、
患
者
の
治
療
に
及
ぼ
す

影
響
は
著
し
く
、
本
学
の
大
学
と
し
て
の
機
能
に
大
き
な
障
害
を
与
え
て
来
た

ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
実
情
で
は
、
静
か
な
学
園
と
し
て
の
大
学
の
姿

は
全
く
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
十
数
年
間
た
え
ず
板
付
基
地
の
移

転
を
政
府
に
陳
情
し
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
実
現
を
み
る
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
、
間
断
な
く
飛
翔
す
る
ジ
エ
ツ
ト
機
の
真
下
で
生
活
す

る
者
と
し
て
、
つ
ね
に
墜
落
に
よ
る
死
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
恐
怖
が
、
こ
の
た
び
の
事
故
に
よ
り
、
事
実
と
な
つ
て
国
民
の

前
に
現
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
街
地
に
基
地
を
有
す
る
も
の
の
悲
劇
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
不
幸
な
事
件
を
契
機
に
、
今
こ
そ
本
学
は
板
付
基
地
の
撤
去
お
よ
び
そ

れ
ま
で
の
安
全
保
障
を
強
く
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
板
付
基
地
が

撤
去
さ
れ
る
ま
で
、
米
軍
の
板
付
基
地
使
用
を
大
巾
に
制
限
す
べ
く
、
こ
れ
を

日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
真
剣
に
討
議
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
ま
た
、
本
学
の
社
会
に
対
す
る
重
大
な
責
務
で
も
あ
る
と
確
信
い
た

し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
切
実
な
訴
え
に
つ
き
、
何
卒
貴
大
臣
の
格
段
の
御

尽
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
六
月
十
四
日

九
州
大
学
長

水

野

高

明

マ

マ

殿

四
八
七

板
付
基
地
撤
去
に
関
す
る
請
願
書

請
願
書

本
年
六
月
二
日
午
後
十
時
四
十
五
分
米
軍
の
Ｒ
Ｆ
―
４
Ｃ
フ
ア
ン
ト
ム
偵
察

機
が
建
築
中
の
本
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
激
突
炎
上
し
ま
し
た
こ
と
は
、

改
め
て
市
街
地
に
あ
る
基
地
の
恐
怖
を
わ
れ
わ
れ
に
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
わ
た

く
し
は
、
こ
こ
に
、
本
請
願
の
趣
旨
に
賛
成
す
る
本
学
教
職
員
お
よ
び
学
生
の

署
名
簿
を
そ
え
て
、
米
軍
基
地
を
板
付
か
ら
早
急
に
撤
去
す
る
こ
と
を
憲
法
十
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六
条
に
よ
り
貴
院
に
請
願
い
た
し
ま
す
。

米
軍
機
は
、
そ
の
滑
走
方
向
お
よ
び
性
能
の
関
係
上
、
わ
ず
か
三
キ
ロ
余
し

か
離
れ
て
い
な
い
本
学
の
上
空
を
き
わ
め
て
低
く
す
れ
す
れ
に
飛
翔
す
る
の
が

常
態
と
な
つ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
激
し
い
騒
音
と
振
動
と
は
耐
え
う

る
限
界
を
越
え
る
も
の
が
あ
り
、
研
究
実
験
、
教
育
、
患
者
の
治
療
に
及
ぼ
す

影
響
は
著
し
く
、
本
学
の
大
学
と
し
て
の
機
能
に
大
き
な
障
害
を
与
え
て
来
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
情
で
は
、
静
か
な
学
園
と
し
て
の
大
学
の
姿
は
全
く
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
十
数
年
間
い
く
た
び
も
板
付
基
地
の
移
転
を

政
府
に
陳
情
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
実
現
を
み
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
間
、
間
断
な
く
飛
翔
す
る
ジ
エ
ツ
ト
機
の
真
下
で
生
活
す
る
者
と
し

て
、
つ
ね
に
墜
落
に
よ
る
死
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
恐
怖
が
、
こ
の
た
び
の
事
故
に
よ
り
、
事
実
と
な
っ
て
国
民
の
前
に
現
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
街
地
に
基
地
を
有
す
る
も
の
の
悲
劇
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
幸
な
事
件
を
契
機
に
、
つ
ね
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者

の
安
全
の
た
め
に
、
板
付
基
地
の
撤
去
を
強
く
要
請
す
べ
く
、
本
年
六
月
十
四

日
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
各
大
臣
お
よ
び
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
に
そ
の

旨
を
陳
情
い
た
し
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
こ
こ
に
改
め
て
、
こ
の
切
実
な
訴

え
に
つ
き
、
何
卒
貴
院
の
格
段
の
御
尽
力
を
賜
わ
り
、
本
請
願
を
貴
院
の
会
議

に
付
し
国
会
法
第
八
十
一
条
に
よ
り
内
閣
に
送
付
さ
れ
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。昭

和
四
十
三
年
六
月
二
十
日

九
州
大
学
長

水

野

高

明

外

○マ

○

○マ

名

マ

マ

殿
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第
三
節

機
体
自
主
引
き
降
ろ
し
の
決
定

四
八
八

米
軍
機
の
学
内
墜
落
事
故
に
関
す
る
九
州
大
学
総
長
声
明

（『
九
大
学
報
』
第
一
〇
二
四
号

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
七
月
）

昭
和
四
十
三
年
六
月
二
日
午
後
十
時
四
十
五
分
建
築
中
の
本
学
大
型
計
算
機

セ
ン
タ
ー
に
米
軍
機
が
激
突
炎
上
し
た
事
件
に
際
し
、
本
学
は
同
月
十
四
日
お

よ
び
二
十
五
、
六
日
の
二
回
に
わ
た
り
、
直
接
日
米
両
国
政
府
の
関
係
者
に
対

し
、
我
々
の
生
命
に
対
す
る
恐
怖
を
除
く
た
め
板
付
基
地
の
撤
去
お
よ
び
そ
れ

ま
で
の
間
具
体
的
な
安
全
措
置
を
全
学
を
あ
げ
て
強
く
要
請
し
て
来
た
。
こ
れ

に
対
し
、
日
米
両
国
政
府
は
、
代
替
地
の
あ
り
次
第
板
付
基
地
を
移
転
す
る
と

い
う
実
現
困
難
な
方
針
を
示
し
、
と
く
に
本
学
が
要
求
し
た
生
命
に
対
す
る
具

体
的
な
安
全
措
置
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
板
付
基
地
の
慎
重
な
使
用
に
最

善
を
尽
く
す
と
い
う
内
容
に
乏
し
い
回
答
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
日
米
両
国

政
府
の
示
し
た
こ
の
態
度
は
、本
学
の
ま
こ
と
に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
回
答
に
と
ど
ま
つ
た
こ
と
は
、
日
米
両
国
間
に
安
全
保
障
条
約

が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
本
学

は
、
こ
の
現
実
の
中
に
あ
つ
て
も
、
日
米
両
国
政
府
に
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生

命
を
尊
重
す
る
態
度
を
失
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
つ
づ
け
て
来
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
主
張
は
、
国
民
の
基
地
問
題
に
対
す
る
大
き
な
関
心
を
喚
起

す
る
に
至
つ
た
。
日
本
政
府
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
考
慮
を
致
し
、
基
地
問

題
の
解
決
の
た
め
将
来
と
も
米
国
政
府
に
真
剣
な
討
議
を
求
め
る
積
極
的
な
態

度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

日
米
両
国
政
府
が
こ
の
よ
う
な
回
答
し
か
与
え
得
な
か
つ
た
現
状
で
は
、
本

学
と
し
て
は
、米
軍
の
機
体
回
収
に
協
力
す
る
意
思
を
も
ち
得
な
い
。し
か
し
、

米
軍
機
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
た
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
は
、
西
日
本
各
大
学
の

共
同
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
重
要
な
研
究
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
建
築
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
か
つ
、
機
体
を
現
状
の

ま
ま
放
置
し
て
お
い
て
は
、
人
命
に
か
か
わ
る
危
険
も
出
て
来
た
の
で
、
本
学

の
自
主
的
判
断
に
よ
り
、ひ
と
ま
ず
機
体
を
地
上
に
取
り
降
ろ
す
こ
と
と
す
る
。

も
ち
ろ
ん
機
体
の
所
有
権
は
米
軍
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
生
命
に
対
す
る
具
体

的
な
安
全
措
置
を
要
求
す
る
に
当
た
つ
て
、
本
学
は
、
こ
の
機
体
を
担
保
に
す

る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
事
態
に
立
ち
至
つ
た

事
由
は
、
生
命
に
対
す
る
恐
怖
が
い
さ
さ
か
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ

る
。本

学
は
、
そ
の
目
的
と
す
る
板
付
基
地
の
撤
去
を
実
現
す
る
に
は
多
大
の
困

難
の
あ
る
こ
と
を
十
分
に
予
想
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
板
付
基
地
撤
去
お
よ
び

生
命
に
対
す
る
安
全
措
置
の
要
請
を
一
そ
う
強
力
に
推
進
す
る
決
意
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
七
月
九
日

九
州
大
学
総
長

水

野

高

明

四
八
九

七
月
九
日
学
長
声
明
と
そ
の
決
定
に
い
た
る
経
過
に
つ
い
て（
報
告
）

〝
七
月
九
日
学
長
声
明
と
そ
の
決
定
に
い
た
る
経
過
に
つ
い
て
〟（
報
告
）
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九
大
四
者
共
闘

九

大

学

友

会

九
大
教
職
員
組
合

(一)
７
月
９
日
の
評
議
会
は
、
「
評
議
会
阻
止
」
を
さ
け
ぶ
教
養
部
自
治
会
、

文
学
部
自
治
会
の
一
部
三
派
系
学
生
の
「
大
衆
団
交
」
と
称
す
る
評
議
会
へ
の

押
し
入
り
に
よ
っ
て
約
７
時
間
に
わ
た
っ
て
中
断
し
た
の
ち
、
墜
落
米
軍
機
機

体
の
処
理
問
題
に
関
し
て
「
日
米
両
国
政
府
が
こ
の
よ
う
な
回
答
し
か
与
え
得

な
か
っ
た
現
状
で
は
、
本
学
と
し
て
は
、
米
軍
の
機
体
回
収
に
協
力
す
る
意
思

を
も
ち
得
な
い
。
し
か
し
、
米
軍
機
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
大
型
計
算
機
セ
ン

タ
ー
は
、
西
日
本
各
大
学
の
共
同
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
重
要
な

研
究
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
建
築
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。
か
つ
機
体
を
現
状
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
て
は
、
人
命
に
か
か
わ
る
危
険

も
出
て
来
た
の
で
、
本
学
の
自
主
的
判
断
に
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
機
体
を
地
上
に

降
ろ
す
こ
と
と
す
る
。」（
声
明
の
一
部
）
と
い
っ
た
主
旨
の
態
度
を
正
式
決
定

し
、
そ
の
後
四
者
共
闘
代
表
三
人
と
評
議
会
全
員
と
が
そ
の
場
で
会
見
し
ま
し

た
。こ

こ
で
水
野
学
長
は
評
議
会
を
代
表
し
て
評
議
会
決
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
言
明
し
ま
し
た
。「
三
派
系
学
生
の
主
張
は
す
べ
て
き
い
た
が
、
そ
の
要
求
を

う
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
は
意
見

が
一
致
し
た
。
(1)
基
地
撤
去
、
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
ひ
き
つ
づ
き
闘
い

を
す
す
め
る
。
(2)
機
体
撤
収
に
つ
い
て
は
現
在
の
段
階
で
は
反
対
で
あ
る
。
だ

が
、『
機
体
を
ひ
き
お
ろ
す
な
』
と
い
う
意
見
は
、
大
学
と
し
て
う
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
彼
等
の
要
求
を
拒
否
し
、
今
朝
の
四
者
共
闘
と

の
意
見
の
統
一
に
も
と
づ
い
て
、
方
針
を
評
議
会
で
正
式
に
決
定
し
た
。
声
明

文
は
表
現
上
の
必
要
か
ら
四
点
の
す
べ
て
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
内
容
は
確
認

事
項
四
点
を
含
ん
で
い
る
。
以
上
、
評
議
会
で
正
式
に
決
定
し
た
。」

四
者
共
闘
代
表
は
、
確
認
事
項
四
点
が
、
評
議
員
全
員
の
支
持
を
得
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
念
を
押
し
、
そ
の
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

な
お
、
７
月
３
日
の
四
者
共
闘
と
常
任
対
策
委
員
と
の
交
渉
で
確
認
さ
れ
、

そ
の
後
全
学
の
ク
ラ
ス
、
研
究
室
、
職
場
に
お
け
る
対
教
授
会
交
渉
の
中
で
再

三
確
認
さ
れ
、
７
月
９
日
朝
の
四
者
共
闘
と
常
任
対
策
委
員
と
の
交
渉
の
中
で

最
終
的
に
確
認
さ
れ
た
四
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(1)
機
体
ひ
き
お
ろ
し
は
後
退
で
は
な
く
、
研
究
者
の
要
求
を
統
一
す
る
た
め

妨
害
物
を
と
り
の
ぞ
く
も
の
で
あ
り
、
機
体
の
場
所
を
う
つ
し
て
闘
い
を
継
続

す
る
も
の
で
あ
る
。

(2)
当
然
一
方
的
な
機
体
撤
収
に
は
協
力
で
き
ず
、
強
制
撤
収
に
は
四
者
共
闘

と
と
も
に
闘
う
。

(3)
闘
う
立
場
で
あ
る
か
ら
、
機
体
撤
収
を
セ
ン
タ
ー
再
建
の
条
件
と
し
て
も

ち
だ
し
て
く
る
切
り
く
ず
し
に
は
絶
対
屈
し
な
い
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
７

月
９
日
の
交
渉
で
よ
り
具
体
化
さ
れ
、「
機
体
ひ
き
お
ろ
し
の
実
施
は
、
一
方
的

撤
収
に
は
協
力
で
き
な
い
と
い
う
点
を
堅
持
し
つ
つ
行
な
わ
れ
る
交
渉
に
よ
っ

九
大
大
学
院
生
協
議
会

九
大
生
協
労
働
組
合
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て
セ
ン
タ
ー
再
建
の
一
定
の
見
と
お
し
が
で
き
た
の
ち
に
初
め
て
行
な
わ
れ

る
。」
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。）

(4)
こ
れ
ら
の
立
場
か
ら
、
四
者
共
闘
と
の
全
学
的
同
意
を
前
提
に
し
て
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
対
処
す
る
。

(二)
四
者
共
闘
に
結
集
し
た
教
職
員
、
学
生
、
大
学
院
生
は
、
７
月
２
日
の
評

議
会
で
討
議
さ
れ
、
大
方
の
意
向
で
あ
る
と
し
て
新
聞
報
道
さ
れ
た
「
機
体
ひ

き
お
ろ
し
を
ま
ず
行
な
い
、
撤
収
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
態
度
を
明
確
に
し
な

い
」
と
い
う
主
旨
の
方
針
に
大
き
な
不
満
と
危
惧
を
お
ぼ
え
、
た
だ
ち
に
評
議

会
が
闘
う
立
場
を
堅
持
す
る
よ
う
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

翌
日
７
月
３
日
、
四
者
共
闘
は
約
三
〇
名
で
水
野
学
長
お
よ
び
常
任
対
策
委

員
と
交
渉
を
も
ち
、
現
状
で
は
、
機
体
撤
収
に
応
じ
な
い
と
い
う
従
来
ま
で
の

評
議
会
の
態
度
を
す
く
な
く
と
も
堅
持
し
、
闘
う
立
場
で
こ
の
問
題
の
解
決
に

あ
た
る
よ
う
要
請
し
た
「
評
議
会
に
対
す
る
申
し
入
れ
と
質
問
」
を
手
渡
し
、

追
求
す
る
中
で
上
記
の
四
点
の
確
認
事
項
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
四
者
は
、「
５

日
の
評
議
会
で
正
式
決
定
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な

問
題
は
、
全
学
討
論
を
徹
底
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
９
日
に
延
期
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
申
し
入
れ
を
行
な
い
、
常
任
対
策
委
員
と
し
て
の
一
応
の
了
解

を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
全
学
に
わ
た
っ
て
、
学
生
、
教
職
員
、
大
学
院
生
と
各

学
部
教
授
会
、
あ
る
い
は
評
議
員
の
先
生
方
と
の
あ
い
だ
に
非
常
に
熱
心
な
ね

ば
り
づ
よ
い
討
論
が
も
た
れ
、
確
認
事
項
四
点
が
そ
の
細
部
に
わ
た
っ
て
再
確

認
さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

討
論
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

(1)
安
全
性
の
確
保
、
板
付
基
地
撤
去
（
四
者
共
闘
で
は
安
保
条
約
破
棄
）
を

め
ざ
し
た
闘
い
が
ね
ば
り
づ
よ
く
闘
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
全
学
的
に
そ
の
意

志
は
確
固
と
し
て
あ
る
。

(2)
米
軍
機
機
体
の
一
方
的
撤
収
反
対
の
闘
い
は
、
機
体
撤
収
を
阻
止
し
う
る

か
ど
う
か
が
闘
い
の
帰
す
う
を
決
す
る
と
い
っ
た
ま
で
に
絶
対
化
す
る
こ
と
は

誤
ま
り
で
あ
る
が
、
最
低
限
の
保
障
（
四
者
と
評
議
会
と
で
は
異
な
る
）
さ
え

や
ろ
う
と
し
な
い
米
日
政
府
の
全
く
不
誠
実
な
態
度
に
抗
議
し
学
内
外
に
広
く

訴
え
、
彼
等
を
孤
立
さ
せ
る
意
味
で
、
こ
の
闘
い
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。
闘
い
の
今
後
の
発
展
の
た
め
の
重
要
な
一
環
を
な
す
。

(3)
我
々
は
、
機
体
を
担
保
と
し
て
、
交
換
条
件
と
し
て
安
全
性
の
保
障
、
基

地
撤
去
が
勝
ち
と
れ
る
と
は
考
え
な
い
。
機
体
の
物
体
と
し
て
の
価
値
が
担
保

と
し
て
作
用
す
る
と
考
え
る
の
は
幻
想
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
勝
利
の
条
件
は
、

一
方
的
撤
収
反
対
の
闘
い
を
通
じ
て
、
我
々
の
要
求
の
正
当
性
、
米
日
政
府
の

不
当
性
が
広
く
学
内
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
、
闘
い
の
団
結
が
強
ま
り
広
ま
る
こ
と

に
あ
る
。

(4)
研
究
者
の
要
求
と
し
て
電
算
機
セ
ン
タ
ー
の
早
期
開
設
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
要
求
は
、
一
方
的
撤
収
反
対
の
要
求
を
無
視
し
て
主
張
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
。

(5)
し
た
が
っ
て
解
決
策
は
、
現
状
で
は
撤
収
に
反
対
す
る
と
い
う
抗
議
の
意
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志
を
堅
持
し
つ
つ
、
補
償
問
題
そ
の
他
を
解
決
し
、
セ
ン
タ
ー
再
建
の
道
を
打

開
す
る
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
機
体
を
自
主
的
に
ひ
き
お
ろ
し
、
し

か
も
一
方
的
撤
収
は
さ
せ
な
い
と
い
う
方
向
を
、
評
議
会
、
四
者
共
闘
で
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
立
場
は
あ
り
な
が
ら
も
、
一
致
し
た
努
力
で
追
求
す
る
こ
と
で
あ

る
。(6)

そ
の
場
合
、
上
記
四
点
の
確
認
事
項
を
堅
持
す
る
こ
と
が
具
体
的
保
証
と

な
る
。

さ
ら
に
、
強
制
撤
収
の
事
態
が
起
っ
た
場
合
に
は
先
生
方
も
現
場
で
抗
議
を

行
な
う
な
ど
の
こ
と
も
、
各
所
で
話
し
あ
わ
れ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

(三)
こ
の
よ
う
な
全
学
的
な
討
論
の
な
か
で
、
積
極
的
な
姿
勢
を
堅
持
し
つ
つ

解
決
策
を
み
い
だ
し
て
ゆ
く
点
で
意
志
が
統
一
さ
れ
て
ゆ
き
、
９
日
の
評
議
会

に
結
実
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
教
養
部
自
治
会
文
学
部
自
治
会
の
一
部
学
生

は
、
革
マ
ル
、
中
核
の
旗
と
と
も
に
、
西
南
大
学
の
旗
も
ま
じ
え
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
覆
面
の
乱
闘
ス
タ
イ
ル
で
お
し
か
け
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し
は
ひ
き
わ
た
し

に
等
し
い
と
強
弁
し
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し
阻
止
、
そ
の
た
め
に
評
議
会
の
開
催

そ
の
も
の
を
阻
止
す
る
と
叫
ん
で
、「
大
衆
団
交
」
と
称
し
て
評
議
会
に
押
し
入

り
そ
の
中
で
、
広
島
大
学
か
ら
来
て
い
る
吉
村
と
い
う
男
が
中
心
的
に
ふ
る
ま

う
と
い
う
事
態
が
起
り
ま
し
た
。

評
議
会
の
み
の
自
治
で
は
な
く
、
全
学
的
な
ね
ば
り
強
い
討
論
に
よ
っ
て
大

学
の
方
向
を
決
定
し
て
ゆ
く
と
い
う
点
で
、
一
定
の
前
進
を
か
ち
と
り
、
限
界

は
あ
り
な
が
ら
も
評
議
会
が
積
極
的
な
姿
勢
で
事
態
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
し

て
い
る
と
き
、
こ
の
こ
と
が
、
一
部
の
学
生
に
よ
っ
て
暴
力
的
に
ね
じ
ま
げ
ら

れ
否
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
態
に
対
し
、
四
者
共
闘
は
緊
急
全
学
集
会
を

提
起
し
ま
し
た
。

30
分
余
り
の
み
じ
か
い
準
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
〇
〇
名
の
教
職
員
、
学
生
、

大
学
院
生
が
結
集
し
、
熱
心
な
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。
討
論
の
中
で
、
一
大

学
院
生
と
し
て
発
言
す
る
と
い
っ
て
発
言
を
ゆ
る
さ
れ
た
反
戦
青
年
委
の
一
員

が
そ
の
立
場
か
ら
四
者
共
闘
に
対
す
る
事
実
に
も
と
づ
か
な
い
批
難
を
長
々
と

つ
づ
け
、
そ
れ
に
対
し
て
四
者
共
闘
の
代
表
が
批
判
す
る
と
、
さ
ら
に
発
言
を

要
求
し
、集
会
を
別
の
方
向
に
も
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
策
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

集
会
は
そ
の
本
来
の
方
向
で
討
論
し
つ
づ
け
、「
全
学
的
討
論
の
中
で
し
だ
い
に

積
極
性
を
高
め
、
四
つ
の
確
認
点
に
示
さ
れ
た
闘
う
姿
勢
に
立
ち
つ
つ
あ
る
評

議
会
を
、
一
部
学
生
の
妨
害
に
動
揺
し
な
い
で
最
後
ま
で
闘
う
姿
勢
に
立
た
せ

る
た
め
に
断
固
と
し
て
闘
う
」「
全
学
的
な
討
論
の
も
と
に
ね
ば
り
づ
よ
く
日
数

を
か
け
て
に
つ
め
ら
れ
て
来
た
方
針
を
暴
力
的
に
ね
じ
ま
げ
よ
う
と
す
る
一
部

学
生
の
分
裂
的
行
動
は
だ
ん
じ
て
ゆ
る
せ
な
い
」と
の
意
志
を
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
７
時
半
、学
内
デ
モ
、シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
集
会
は
終
り
ま
し
た
が
、

一
部
学
生
の
「
大
衆
団
交
」
は
な
お
も
つ
づ
き
、
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
事
態
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
も
対
処
で
き
る
連
絡
体
制
を
と
る
と
同

時
に
、
一
〇
〇
名
の
教
職
員
、
学
生
、
院
生
が
な
お
も
結
束
を
た
も
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
集
結
し
て
事
態
を
見
守
り
ま
し
た
。

午
後
９
時
、
な
ん
ら
の
目
的
も
達
成
で
き
ず
彼
等
は
ひ
き
あ
げ
、
評
議
会
が
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継
続
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
は
な
お
も
結
束
を
と
か
ず
、
評
議
会
が
断
固
と
し
た

立
場
を
つ
ら
ぬ
く
よ
う
要
請
し
結
果
を
確
認
す
る
た
め
に
待
機
し
ま
し
た
。

(四)
待
機
を
つ
づ
け
た
一
〇
〇
名
の
教
職
員
、
学
生
、
大
学
院
生
は
四
者
共
闘

の
代
表
の
報
告
を
う
け
、
四
つ
の
確
認
事
項
を
含
め
、
一
方
的
撤
収
の
内
容
、

反
対
の
姿
勢
そ
の
他
に
四
者
と
の
間
に
一
定
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
こ
と
を
認
め

つ
つ
、
評
議
会
の
積
極
的
姿
勢
を
評
価
し
、
決
定
を
支
持
し
闘
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

又
、
評
議
会
の
動
揺
を
抑
え
積
極
的
な
姿
勢
を
堅
持
さ
せ
て
ゆ
く
に
は
、
四

者
と
し
て
の
独
自
の
闘
争
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
、

当
面
次
の
よ
う
な
方
針
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

(1)
基
地
撤
去
・
安
保
終
了
通
告
署
名
を
中
心
と
し
て
諸
行
動
を
つ
み
あ
げ
、

基
地
撤
去
・
安
保
破
棄
の
闘
争
を
す
す
め
て
ゆ
く
。
(イ)
上
京
請
願
団
の
派
遣
。

請
願
団
は
第
一
に
請
願
手
続
き
を
行
な
い
、
第
二
に
、
米
大
使
館
、
首
相
、
防

衛
施
設
庁
に
対
す
る
抗
議
を
行
な
い
、
第
三
に
各
政
党
、
各
団
体
に
共
闘
の
訴

え
を
行
な
う
。
(ロ)
帰
郷
活
動
と
そ
の
た
め
の
準
備
。
(ハ)
地
域
的
な
共
闘
活
動

の
強
化
。
民
主
勢
力
と
の
共
闘
の
追
求
。
(ニ)
京
大
と
の
共
同
声
明
を
基
礎
に
全

国
的
な
闘
い
を
組
織
す
る
。

(2)
こ
の
闘
争
に
正
当
に
位
置
づ
け
た
か
た
ち
で
、
機
体
の
一
方
的
な
撤
収
を

ゆ
る
さ
な
い
強
力
な
抗
議
行
動
を
展
開
す
る
。
(イ)
緊
急
な
連
絡
結
集
体
制
の
準

備
。
(ロ)
全
市
全
県
の
民
主
勢
力
へ
の
協
力
の
申
し
入
れ
。

四
九
〇

米
軍
機
の
学
内
墜
落
事
故
に
関
す
る
九
州
大
学
総
長
談
話

総
長
談
話

昭
四
三
・
七
・
三
一
・
一
八
時

本
年
七
月
九
日
、
本
学
は
、
米
軍
用
機
の
残
骸
を
本
学
の
自
主
的
判
断
に
よ

り
引
き
降
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
た
だ
ち
に
福
岡
防
衛
施
設
局
お
よ
び
業
者
と
の
間
に
折
衝
を
つ
づ

け
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
、
損
害
調
査
が
完
了
す
れ
ば
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

の
工
事
を
再
開
で
き
る
見
通
し
が
た
ち
、
ま
た
業
者
も
引
降
し
作
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
に
い
た
つ
た
。

そ
こ
で
本
学
は
、
来
る
八
月
二
日
よ
り
引
降
し
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
す

る
。
み
ぎ
の
引
降
し
作
業
中
、
本
学
は
警
察
官
を
導
入
す
る
ご
と
き
こ
と
の
無

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ま
た
警
察
官
の
介
入
を
招
く
よ
う
な
事
態
の
発

生
は
、
わ
た
く
し
自
ら
先
頭
に
立
つ
て
こ
れ
を
防
止
す
る
決
意
で
あ
る
が
、
全

学
の
教
官
の
一
層
の
協
力
を
求
め
て
や
ま
な
い
。

な
お
、
引
降
し
後
の
機
体
は
、
本
学
が
こ
れ
を
厳
重
に
保
管
し
、
す
で
に
声

明
し
た
ご
と
く
、
現
状
に
お
い
て
は
、
そ
の
引
渡
し
に
協
力
す
る
意
思
を
ま
つ

た
く
持
ち
得
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
確
認
し
て
お
く
。

以

上
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四
九
一

損
害
賠
償
問
題
に
関
す
る
参
議
院
文
教
委
員
会
質
疑

（『
第
五
十
九
回
国
会
参
議
院
文
教
委
員
会
会
議
録
』
第
二
号

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
八
月
八
日
）

○
小
野
明
君

〔
中
略
〕

次
に
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
結
局
、
九
大
に
い
ま
飛
行
機
が
ひ
っ

か
か
っ
て
お
る
、
こ
の
損
害
賠
償
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
形
に
な
る
わ
け
で
す

か
。

○
説
明
員
（
山
上
信
重
君
）

九
大
の
構
内
の
目
下
銭
高
組
そ
の
他
が
建
造
中

の
校
舎
に
飛
行
機
が
落
ち
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
損
害
を
受
け
て
お
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
こ
の
校
舎
は
九
大
に
引
き
渡
す
前
と
い
う
こ
と
で

銭
高
組
が
損
害
を
受
け
た
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
る
の
で
、
こ
れ
に
対
し
ま

し
て
銭
高
組
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
調
査
の
上
、
そ
の
損
害
に
つ
き
ま

し
て
は
日
本
政
府
が
こ
れ
を
支
払
い
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
四
分
の
三
は
米
側
か

ら
償
還
を
受
け
る
と
い
う
の
が
た
て
ま
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
小
野
明
君

そ
う
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
る
。
い
ま
ひ
っ
か
か
っ
て
な
か

な
か
お
ろ
さ
な
い
、
お
ろ
せ
な
い
と
い
う
状
態
に
あ
る
、
こ
れ
を
言
っ
て
お
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
を
聞
い
て
お
る
わ
け
で
す
。
午
前
中
、
文
部
大
臣
は
、
こ
れ

は
何
ら
違
法
、
合
法
と
い
う
ワ
ク
内
の
問
題
と
し
て
論
ず
べ
き
問
題
で
は
な
い

と
言
わ
れ
た
。
別
に
違
法
と
い
う
根
拠
は
な
い
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
私

は
理
解
を
し
て
お
る
ん
で
す
が
、
は
っ
き
り
文
部
大
臣
が
違
法
だ
と
言
わ
ぬ
か

ら
、
そ
こ
で
こ
う
い
っ
た
休
業
補
償
と
い
い
ま
す
か
、
賠
償
問
題
で
す
ね
、
こ

う
い
っ
た
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
尋
ね
て
お

る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
長
官
と
文
部
大
臣
と
両
方
に
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。

○
説
明
員
（
山
上
信
重
君
）

ち
ょ
っ
と
、
私
、
先
の
質
問
に
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
答
弁
が
あ
る
い
は
見
当
が
違
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
休
業
の

補
償
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
事
故
機
が
落
ち
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ

が
損
害
を
受
け
る
額
の
中
で
、
当
然
こ
れ
を
再
建
す
る
ま
で
に
休
業
せ
に
ゃ
い

か
ぬ
、
普
通
再
建
ま
で
に
休
業
を
要
す
る
費
用
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
損
害
賠

償
の
中
で
考
え
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
日

米
軍
機
の
引
き
渡
し
と
い
う
こ
と
が
九
大
側
の
事
情
に
よ
っ
て
お
く
れ
て
お
り

ま
す
る
た
め
に
、
休
業
が
そ
れ
以
上
に
長
引
く
と
い
う
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は

必
ず
し
も
、
こ
の
処
理
の
中
で
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
る
次
第
で
す
。

○
国
務
大
臣
（
灘
尾
弘
吉
君
）

先
ほ
ど
の
お
尋
ね
に
つ
き
ま
し
て
、
違
法
と

か
違
法
で
な
い
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
は
は
っ
き
り
も
の

を
申
し
上
げ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
と
に
か

く
早
く
お
ろ
さ
な
け
れ
ば
も
の
ご
と
は
動
い
て
こ
な
い
、
こ
う
い
う
意
味
で
引

き
お
ろ
し
を
私
ど
も
は
希
望
し
て
お
る
し
、
九
大
側
も
引
き
お
ろ
し
を
極
力
し

よ
う
と
し
て
お
る
わ
け
で
す
、
そ
の
た
め
に
す
み
や
か
に
ま
ず
そ
の
問
題
を
解

決
す
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
わ
け
で
す
。
休
業
補
償
等
の
問
題
に
な
っ

て
き
ま
す
と
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
ど
こ
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
ふ
う
な
問
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題
が
残
る
。
こ
れ
は
十
分
に
事
態
を
検
討
し
た
上
で
考
え
れ
ば
い
い
問
題
で
あ

り
ま
し
て
、
業
者
に
そ
の
損
害
を
か
け
る
わ
け
に
は
ま
い
ら
ぬ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

○
小
野
明
君

最
後
に
、
施
設
庁
長
官
、
ど
う
も
あ
な
た
の
言
わ
れ
る
こ
と
は

お
か
し
い
と
思
う
。
九
大
が
い
ま
か
っ
て
に
落
ち
て
き
た
残
骸
を
ど
う
処
理
し

よ
う
と
、
こ
れ
は
大
学
の
自
治
の
範
囲
内
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
な

た
の
ほ
う
は
、
当
然
そ
れ
に
伴
っ
て
出
て
く
る
賠
償
を
あ
な
た
の
ほ
う
の
責
任

で
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
れ
を
九
大
に
難
く
せ
つ
け
て
、
文
部
省
に
ク
レ
ー

ム
を
つ
け
て
い
く
か
の
よ
う
な
御
方
針
か
の
よ
う
に
聞
か
れ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
点
は
い
か
が
で
す
か
。

○
説
明
員
（
山
上
信
重
君
）

い
ま
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
位
協
定
に

基
づ
く
損
害
賠
償
の
範
囲
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
私
が
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ

う
に
、
こ
の
事
故
が
起
き
、
そ
う
し
て
こ
れ
が
復
旧
さ
れ
る
ま
で
に
、
当
然
通

常
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
期
間
の
休
業
補
償
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賠
償
の

補
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
当
然
考
え
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
引
き
渡

し
の
問
題
は
、
通
常
考
え
ら
れ
る
以
上
に
九
大
の
い
ろ
い
ろ
な
事
情
も
あ
っ
て

引
き
渡
し
が
お
く
れ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
、
こ

れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
直
ち
に
こ
う
い
う
こ

と
で
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

○
小
野
明
君

最
後
に
、
こ
の
九
大
側
の
事
情
に
よ
っ
て
引
き
渡
し
が
お
く
れ

て
お
る
、
こ
れ
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
、
そ
の

間
の
も
の
は
払
わ
な
い
と
か
な
ん
と
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
九
大
が
い
ま
と
っ
て
お
る
方
針
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が

何
か
間
違
い
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
法
的
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
言

い
方
を
な
さ
る
わ
け
で
す
が
、
あ
な
た
の
そ
う
い
っ
た
言
わ
れ
方
、
説
明
の
し

か
た
と
い
う
の
は
、
一
体
ど
こ
に
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
す
か
、
そ
れ
を
伺
っ
て

お
き
ま
す
。
地
位
協
定
、
覚
え
書
き
そ
の
他
す
べ
て
に
照
ら
し
て
、
ど
こ
に
根

拠
が
あ
る
の
か
。

○
説
明
員
（
山
上
信
重
君
）

九
大
が
行
な
っ
て
お
る
こ
と
が
い
い
と
か
悪
い

と
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
申
し
上
げ
て
お
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
補

償
の
範
囲
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
範
囲
で
な
い
と
米
側
か
ら
の
求
償
も
困
難

で
は
な
い
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

○
小
野
明
君

再
度
、
そ
う
い
う
範
囲
と
は
何
で
す
か
。

○
説
明
員
（
山
上
信
重
君
）

先
ほ
ど
か
ら
何
べ
ん
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
事
故
が
航
空
機
の
墜
落
に
よ
っ
て
起
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ

が
原
因
と
な
っ
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
が
復
旧
す
る
ま
で
の
期
間
、
通
常
考
え
ら

れ
る
範
囲
、
通
常
起
き
得
る
範
囲
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
小
野
明
君

ど
う
も
通
常
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
な
た
は
ご
ま
か
し
を
さ
れ
る

の
だ
が
ね
。
九
大
が
い
ま
や
っ
て
お
る
こ
と
は
何
ら
お
か
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い

と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
ま
と
ら
れ
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て
お
る
九
大
の
方
針
と
い
う
の
は
あ
な
た
の
言
う
通
常
の
中
に
私
は
当
然
入
る

べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。
入
ら
ぬ
と
い
う
な
ら
、
そ
の
根
拠
を
伺
い
た
い
、
こ

う
言
っ
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
。

○
説
明
員
（
山
上
信
重
君
）

引
き
渡
し
を
要
請
を
い
た
し
て
お
る
米
側
に
対

し
て
直
ち
に
引
き
渡
し
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
に
相
当
の
期
間
再
建
を

す
る
ま
で
手
間
が
か
か
る
、
準
備
に
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
期
間
、
こ

う
い
っ
た
も
の
が
通
常
考
え
ら
れ
る
期
間
で
あ
ろ
う
か
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

四
九
二

板
付
基
地
撤
去
運
動
推
進
に
関
す
る
九
州
大
学
総
長
談
話

総
長
談
話

大
学
は
、
学
問
研
究
の
府
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
あ
ら
ゆ
る
妨
害
を
排
除
し
て

米
軍
機
の
残
が
い
を
な
る
べ
く
早
急
に
引
き
降
ろ
し
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

の
工
事
を
再
開
し
、
研
究
態
勢
を
整
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
現

状
に
お
い
て
は
、引
き
降
ろ
し
た
機
体
の
回
収
に
協
力
す
る
意
思
は
全
く
な
く
、

一
方
的
な
強
制
撤
収
に
対
し
て
は
、
全
学
を
あ
げ
て
抗
議
の
意
思
と
姿
勢
を
示

す
決
意
で
あ
る
。
こ
の
機
体
の
引
き
降
ろ
し
は
、
本
学
が
本
来
の
目
的
と
す
る

板
付
基
地
撤
去
の
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
確

信
す
る
。
た
だ
そ
の
運
動
は
、
短
い
期
間
に
効
を
奏
す
る
と
い
う
簡
単
な
も
の

で
は
な
く
、
長
年
月
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
学
内
の
長
期
に
わ
た

る
忍
耐
強
い
努
力
が
必
要
と
な
る
。

幸
い
に
も
、
本
学
は
多
方
面
に
わ
た
る
専
門
家
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
い
わ

ゆ
る
基
地
公
害
の
問
題
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
総
合
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果

を
貴
重
な
資
料
と
し
て
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

が
板
付
基
地
撤
去
の
要
請
に
科
学
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
研
究
に
は
長
い
期
間
が
必
要
だ
が
、
そ
の
間
に
お
い
て
も
、
市
民
と
の

間
に
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
下
に
お
け
る
防
衛
と
基
地
の
問
題
に
つ
き
く
り

か
え
し
討
議
を
重
ね
て
、
相
互
に
理
解
を
深
め
て
い
き
、
そ
の
中
か
ら
板
付
基

地
撤
去
に
関
す
る
市
民
運
動
を
盛
り
上
げ
、
こ
れ
を
県
民
運
動
や
国
民
運
動
に

ま
で
力
強
く
展
開
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
本
学
は
、
国
の
内

外
の
大
学
に
、
基
地
に
近
接
し
た
大
学
と
し
て
、
基
地
公
害
の
問
題
お
よ
び
そ

れ
が
つ
い
に
生
命
に
た
い
す
る
恐
怖
に
ま
で
及
ぶ
に
至
つ
た
こ
と
を
強
く
訴
え

つ
づ
け
て
、
そ
の
支
援
と
協
力
を
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
学
と
し
て
は
、
教
職
員
・
学
生
一
体
と
な
つ
て
、
板
付
基
地
撤
去
の
運
動

を
い
か
に
推
進
す
べ
き
か
に
つ
き
、
恒
久
的
な
委
員
会
を
設
け
て
研
究
し
こ
れ

を
実
践
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
学
内
の
み
な
さ
ん
も
問
題
の
重
要
性
を

十
分
に
自
覚
さ
れ
、そ
の
意
見
を
忌
憚
な
く
申
し
出
ら
れ
る
こ
と
を
熱
望
す
る
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
十
三
日

九
州
大
学
総
長

水

野

高

明
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第
四
節

機
体
引
き
降
ろ
し
を
め
ぐ
る
対
立

四
九
三

米
軍
機
の
引
降
ろ
し
実
力
阻
止

（『
前
進
』
第
三
九
七
号

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
八
月
一
九
日
）

二
十
日
に
全
学
集
会

九
大

米
軍
機
の
引
降
し
実
力
阻
止

当
局
と
日
共
、
工
事
再
開
へ
野
合

【
九
州
支
社
】
九
日
の
全
学
連
の
九
大
構
内
集
会
は
九
大
全
学
を
大
き
く
揺
る

が
し
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し
阻
止
闘
争
は
、
ま
す
ま
す
重
大
な
局
面
に
は
い
り
つ

つ
あ
る
。

大
学
当
局
は
二
十
二
、
三
日
に
も
機
体
ひ
き
お
ろ
し
に
ふ
み
き
ろ
う
と
し
て

お
り
、
ま
た
こ
れ
に
加
担
す
る
日
本
共
産
党
は
阻
止
闘
争
に
起
っ
て
い
る
学
生

や
教
職
員
に
対
し
、
暴
力
的
に
襲
い
か
か
る
態
勢
を
整
え
て
い
る
。
事
態
は
下

旬
に
む
か
っ
て
急
速
に
動
き
、
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
。

拡
が
る
批
判
と
動
揺

大
学
当
局
は
、
上
か
ら
の
合
意
の
取
り
つ
け
の
た
め
の
各
学
部
、
各
研
究
室

ご
と
の
「
説
得
活
動
」
を
行
い
、
一
方
的
に
全
学
の
合
意
を
デ
ッ
チ
あ
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
大
学
側
の
「
説
得
」
は
大
き
な
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
。

全
九
大
生
の
半
数
以
上
を
占
め
る
教
養
部
で
は
、
賛
成
反
対
の
意
見
の
調
整
さ

え
で
き
て
い
ず
、
教
養
部
自
治
会
執
行
委
員
会
は
動
揺
し
て
い
る
と
は
い
え
一

応
ひ
き
お
ろ
し
反
対
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
文
学
部
、
教
育
学
部
、

経
済
学
部
、
医
学
部
の
各
自
治
会
は
そ
れ
ぞ
れ
反
対
あ
る
い
は
批
判
的
な
意
見

が
強
く
結
論
が
で
て
い
な
い
。
医
学
部
の
一
研
究
室
で
は
大
学
側
に
対
し
て
反

対
の
意
見
が
多
数
を
占
め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
批
判
や
疑
問
が
ウ
ズ
ま
く
中

で
大
学
当
局
の
い
う
「
全
学
の
合
意
」
は
飾
り
言
葉
に
も
な
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。大

学
側
は
工
学
部
系
の
教
授
な
ど
が
当
局
の
態
度
に
少
し
で
も
反
対
の
意
思

を
あ
ら
わ
そ
う
も
の
な
ら
、
教
官
一
人
に
十
数
人
の
右
翼
的
教
官
が
こ
れ
を
と

り
ま
き
、
恫
喝
や
脅
迫
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
良
心
的
教
授
に

対
し
て
謹
慎
処
分
を
行
い
、
教
授
会
や
教
官
会
議
に
出
席
さ
せ
な
い
な
ど
異
常

な
事
態
ま
で
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
。
工
学
部
で
は
、
反
動
的
教
官
が
中
心
に
な

っ
て
「
ひ
き
お
ろ
し
賛
成
」
の
署
名
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
署
名
に
非

協
力
的
で
あ
っ
た
り
、
反
対
で
あ
る
学
生
に
対
し
、
教
官
は
「
就
職
は
ど
う
な

っ
て
も
い
い
の
か
」
と
驚
く
べ
き
反
動
的
脅
迫
を
つ
き
つ
け
て
い
る
。
ま
さ
に

大
学
当
局
の
い
う
「
全
学
の
合
意
」
と
は
、
都
合
の
悪
い
事
実
の
陰
ぺ
い
や
脅

迫
に
よ
る
全
く
一
方
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
日
本
共
産
党
と
民
青
は
大
学
当
局
に
加
担
し
て
恥
ず
べ
き
役
割
を
演

じ
て
い
る
。
彼
ら
は
口
先
で
は
「
板
付
基
地
撤
去
」
を
叫
び
な
が
ら
、
機
体
ひ

き
お
ろ
し
の
策
動
の
前
に
深
刻
な
問
い
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
や
、
こ
れ
に
完
全

に
屈
服
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
機
体
ひ
き
お
ろ
し
に

反
対
す
る
教
官
を
「
反
動
的
」
と
の
の
し
り
、
機
体
の
ひ
き
お
ろ
し
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
闘
い
に
対
し
て
暴
力
的
破
壊
者
と
し
て
立
ち
む
か
お
う
と
し
て
い
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る
。
彼
ら
は
い
ま
や
大
学
当
局
に
最
も
信
頼
さ
れ
る
尖
兵
と
し
て
自
他
と
も
に

認
め
る
存
在
に
な
り
さ
が
っ
て
い
る
。

引
降
し
は
奴
隷
の
道

本
紙
上
で
何
回
も
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し
の
問
題
は
単

に
機
体
を
下
に
降
ろ
す
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
機
体
を
お
ろ
す
こ
と
に
よ
っ

て
板
付
基
地
撤
去
の
闘
い
そ
の
も
の
を
お
ろ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
問
題
の
核
心

点
が
あ
る
の
だ
。
電
子
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
宙
づ
り
に
な
っ
て
い
る
米
軍
フ
ァ

ン
ト
ム
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
残
骸
と
、
無
残
に
破
壊
さ
れ
た
電
算
機
セ
ン
タ
ー
の
現

実
こ
そ
、
七
〇
年
に
む
か
っ
て
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
る
日
米
安
保
同
盟
の
生
き

た
見
本
で
あ
り
、
日
本
中
に
点
在
す
る
米
軍
基
地
の
現
実
の
集
中
的
表
現
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
安
保
同
盟
お
よ
び
米
軍
基
地
が
日
本
人
民
に
も
た
ら
す
結
果
は

九
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
の
無
残
な
現
実
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
現
に
き
の

う
も
き
ょ
う
も
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
何
ご
と
も
な
か
っ
た
よ
う
に
九
大
上
空
を

轟
音
と
と
も
に
と
び
か
い
、
基
地
の
恐
怖
は
い
さ
さ
か
も
と
り
は
ら
わ
れ
て
い

な
い
で
は
な
い
か
。
参
院
選
を
前
に
し
て
板
付
基
地
移
転
（
撤
去
で
な
い
以
上

と
う
て
い
許
し
が
た
い
も
の
だ
が
）
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
た
政
府
・
自
民
党

は
選
挙
が
終
っ
た
今
で
は
、
全
く
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
安
保
同
盟
強
化
に

奔
走
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

今
、
九
大
の
中
で
お
こ
っ
て
い
る
対
立
は
、
米
軍
機
墜
落
を
契
機
に
全
九
大

に
澎
湃
と
し
て
ま
き
お
こ
っ
た
板
付
基
地
撤
去
の
闘
い
を
最
後
ま
で
貫
く
の
か

そ
れ
と
も
口
実
を
み
つ
け
て
ひ
き
さ
が
る
の
か
、
と
い
う
対
立
で
あ
る
。「
電
算

機
セ
ン
タ
ー
か
、
板
付
基
地
撤
去
闘
争
か
」

―
問
題
は
こ
の
よ
う
に
二
者
択

一
的
に
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
電
算
機
セ
ン
タ
ー
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
に

対
し
て
は
、
と
ま
ど
う
こ
と
な
く
本
質
を
見
失
う
な
、
と
い
う
回
答
を
な
げ
か

え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
設
途
上
の
電
算
機
セ
ン
タ
ー
を
破
壊
し
た
も
の

は
ほ
か
で
も
な
く
日
米
安
保
同
盟
に
も
と
ず
く
米
軍
基
地
な
の
だ
。
こ
の
現
状

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
何
の
研
究
か
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
帝
国
主
義
者
の
側

か
ら
、
学
問
研
究
は
安
保
に
蹂
躪
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ

と
が
衝
撃
的
に
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
唯
々
諾
々
と
承
認
を
与

え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
し
て
や
学
問
研
究
の
目
的
を
口
実
に
、
学
問
研

究
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
現
実
を
承
認
す
る
こ
と
は
本
末
顚
倒
も
は
な
は
だ
し
い

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

眼
前
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
て
、
電
算
機
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
盲
目
的
に
走
る

こ
と
は
、
真
の
学
問
研
究
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
、
帝
国
主
義
者
に
対
す
る

従
順
な
奴
隷
の
道
で
あ
る
。
い
ま
こ
そ
九
大
全
学
の
教
職
員
、
学
生
が
一
丸
と

な
っ
て
板
付
基
地
撤
去
ま
で
断
じ
て
ひ
か
ず
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し

―
工
事
再

開
に
応
じ
な
い
闘
い
の
本
道
に
た
ち
か
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
は
一
切
が
非
現
実
的
で
あ
る
。
日
共
お
よ
び
学
内
反
動
教
授
は
口
を
あ
わ

せ
て
「
電
算
機
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
も
運
動
の
後
退
に
は
な
ら
な
い
」
と
叫

ん
で
い
る
が
、
彼
ら
は
基
地
撤
去
闘
争
の
前
進
の
方
向
を
何
一
つ
語
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
だ
。
基
地
撤
去
闘
争
を
語
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
が

大
い
な
る
後
退
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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二
十
日
全
学
集
会
へ

現
在
、
日
本
共
産
党
に
私
物
化
さ
れ
た
四
者
共
闘
（
学
友
会
、
教
職
組
、
院

生
協
、
生
協
労
組
）
は
二
十
日
に
総
決
起
集
会
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
総
決

起
集
会

―
ほ
か
で
も
な
く
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し
阻
止
の
革
命
的
闘
争
を
暴
力

的
に
排
除
す
る
た
め
の
「
総
決
起
」
な
の
で
あ
る
。
大
学
当
局
は
こ
の
集
会
を

歓
迎
し
、
こ
れ
ま
で
学
生
に
貸
さ
な
か
っ
た
記
念
講
堂
を
会
場
と
し
て
与
え
、

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
送
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
法
学
部
教
授

会
を
は
じ
め
、
反
対
の
意
志
が
強
く
集
ま
っ
て
い
る
。

大
学
当
局
は
二
十
日
の
反
動
的
集
会
に
支
え
ら
れ
て
、
二
十
二
、
三
日
ご
ろ

に
ク
レ
ー
ン
車
を
入
れ
て
工
事
に
入
る
意
向
で
あ
る
。
さ
ら
に
工
事
を
請
負
っ

て
い
る
銭
高
組
は
反
動
的
教
授
と
日
共
系
教
職
員
・
学
生
の
ピ
ケ
に
信
頼
を
お

か
ず
、
機
動
隊
導
入
を
強
く
主
張
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

文
部
省
は
八
月
中
で
予
算
問
題
が
締
切
ら
れ
る
の
で
、
早
く
結
着
を
つ
け
な

い
と
電
算
機
セ
ン
タ
ー
の
予
算
は
御
破
産マ

マ

に
な
る
、
と
陰
に
陽
に
九
大
に
対
す

る
圧
力
を
強
め
、
九
大
当
局
の
決
断
を
迫
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
事
態
は
昨
年
七
月
の
東
交
合
理
化
粉
砕
都
議
会
闘
争
の
図
を
再
現
し

て
い
る
。
帝
国
主
義
者
の
恫
喝
と
圧
力
、
当
局
の
完
全
な
屈
服
、
そ
し
て
日
本

共
産
党
の
戦
闘
的
左
翼
に
対
す
る
暴
力
的
敵
対
、
中
間
主
義
者
の
動
揺

―

役
者
は
全
て
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
九
大
の
中
間
主
義
者
、
反
帝
学
評
（
社

青
同
解
放
派
）
と
全
学
闘
（
革
マ
ル
派
）
は
闘
争
を
忘
れ
さ
っ
て
暴
力
的
党
派

闘
争
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
な
の
だ
。

機
体
ひ
き
お
ろ
し
阻
止
闘
争
の
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
て
き
た
反
戦
会
議
は
、

九
大
全
学
に
拡
が
る
反
対
、
批
判
、
疑
問
を
総
結
集
し
、
二
十
日
に
全
学
集
会

を
実
現
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。
大
学
当
局
の
不
当
な
全
学
の
合
意
と
り
つ
け

と
七
月
三
十
一
日
、
八
月
一
、
二
日
の
強
制
ひ
き
お
ろ
し
作
業
に
対
す
る
自
己

批
判
を
求
め
て
、
九
大
反
戦
青
年
委
、
反
戦
学
協
、
医
学
部
自
治
会
、
文
学
部

全
学
集
会
開
催
実
行
委
、
教
育
学
部
な
ど
と
連
帯
し
て
大
々
的
な
集
会
成
功
へ

の
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

だ
が
事
態
は
楽
観
を
許
さ
な
い
。
山
田
弾
薬
庫
闘
争
で
逮
捕
さ
れ
そ
の
後
釈

放
さ
れ
て
い
た
学
生
が
十
三
日
再
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
機
体
ひ
き
お
ろ
し
阻
止

闘
争
に
対
す
る
警
察
権
力
の
陰
険
な
介
入
も
強
ま
っ
て
い
る
。
ひ
き
お
ろ
し
に

抵
抗
す
る
学
生
は
就
職
も
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
時
期
的
に
夏
休
み

で
闘
い
は
困
難
で
あ
る
。

だ
が
反
戦
会
議
を
先
頭
と
す
る
闘
う
学
生
、
教
職
員
は
い
か
に
弾
圧
が
強
め

ら
れ
て
も
闘
う
姿
勢
を
く
ず
さ
ず
、
要
求
を
一
歩
も
ゆ
ず
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
全
学
連
の
学
友
が
補
強
し
た
バ
リ
ケ
ー
ド
は
ま
す
ま
す
強

め
ら
れ
て
い
る
。

四
九
四

八
・
二
〇
全
学
総
決
起
集
会
に
関
す
る
九
大
四
者
共
闘
会
議
ビ
ラ

八
・
二
〇
全
学
総
決
起
集
会
の
成
功
を
確
認
し
、
更
に
統
一
と
団
結
を

か
た
め
て
前
進
し
よ
う
!!

板
付
基
地
撤
去
、
安
保
条
約
破
棄
、
機
体
の
自
主
的
引
下
し
厳
重
保
管
、
電
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算
機
セ
ン
タ
ー
の
早
期
再
建
、
官
憲
の
介
入
反
対
、
統
一
と
団
結
を
乱
す
妨
害

を
許
す
な
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
開
か
れ
た
九
大
四
者
共
斗
会
議
主
催
の
八
・
二

〇
全
学
総
決
起
集
会
は
、
学
長
、
学
部
長
を
は
じ
め
多
く
の
教
官
を
も
含
め
て

約
三
〇
〇
〇
名
の
教
職
員
、
大
学
院
生
、
学
生
、
生
協
労
働
者
の
参
加
に
よ
っ

て
圧
倒
的
な
成
功
を
か
ち
と
っ
た
。
我
々
は
先
ず
こ
の
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

し
か
し
こ
の
成
功
の
た
め
に
は
我
々
は
多
く
の
困
難
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
四
者
共
斗
の
ね
ば
り
づ
よ
い
働
き
か
け
に
よ
っ
て
か
ち
と
ら
れ
た

評
議
会
、
教
授
会
も
参
加
し
五
〇
周
年
記
念
講
堂
を
使
っ
て
開
か
れ
よ
う
と
し

た
こ
の
集
会
に
、
中
核
、
反
帝
学
評
、
革
マ
ル
、
反
戦
青
年
委
な
ど
の
合
わ
せ

て
数
十
名
の
学
生
が
記
念
講
堂
の
ガ
ラ
ス
を
破
っ
て
な
だ
れ
こ
ん
で
き
た
。
集

会
は
全
員
の
意
志
に
基
い
て
、
文
学
部
・
教
養
部
自
治
会
な
ど
が
自
治
会
員
と

し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
覆
面
、
旗
ざ
お
な
ど
を
と
っ
て
整
然
と
参
加
す
る
よ
う

に
要
請
し
た
が
、
彼
等
は
こ
れ
を
全
く
無
視
し
て
乱
暴
に
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
覆

面
を
つ
け
た
ま
ま
旗
ざ
お
を
ふ
り
ま
わ
し
な
が
ら
演
壇
を
占
拠
し
、
集
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
垂
れ
幕
を
あ
っ
と
い
う
間
に
破
り
す
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
で
が
な
り
た
て
、
集
会
が
開
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
で
は
彼
等
の
言
う
討
論
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
妨
害

行
為
に
対
し
全
参
加
者
は
激
し
い
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
浴
び
せ
、
彼

等
は
完
全
に
孤
立
し
た
姿
を
さ
ら
け
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
再
三
に
わ
た
る
主

催
者
側
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
等
は
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
乱

暴
ろ
う
ぜ
き
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
暴
れ
続
け
た
。
集
会
は
一
時
間
に
わ
た
っ

て
開
会
を
妨
げ
ら
れ
た
が
、
全
員
の
意
志
に
基
い
て
会
場
を
移
し
鉄
鋼
冶
金
教

室
前
の
広
場
で
直
ち
に
開
会
し
た
。
こ
の
集
会
で
は
、
学
長
、
学
部
長
を
は
じ

め
、
各
自
治
会
、
職
組
等
の
代
表
が
次
々
と
決
意
を
述
べ
、
我
々
の
要
求
と
そ

れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
四
者
共
斗
の
方
針
を
確
認
し
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
我
々
は
困
難
な
条
件
の
中
で
、
全
参
加
者
の
団
結
の
力
に
よ
っ
て

更
に
統
一
の
方
向
を
強
め
て
い
っ
た
。午
後
五
時
、休
憩
の
た
め
一
旦
散
会
し
、

午
後
六
時
よ
り
再
び
行
動
を
起
し
今
度
は
墜
落
現
場
前
で
、
教
官
を
含
め
約
二

五
〇
〇
名
が
整
然
と
す
わ
り
こ
み
に
入
っ
た
。
三
派
、
革
マ
ル
、
反
戦
青
年
委

等
の
マ
イ
ク
に
よ
る
激
し
い
妨
害
を
受
け
な
が
ら
、
我
々
は
辛
棒
強
く
秩
序
を

保
っ
て
行
動
し
、
午
後
九
時
半
、
今
日
の
集
会
の
成
功
と
翌
日
か
ら
の
斗
い
の

方
向
を
確
認
す
る
総
括
集
会
の
後
、
今
日
一
日
の
行
動
を
終
え
た
。

以
上
が
簡
単
な
経
過
で
あ
る
が
、
我
々
は
こ
の
日
の
行
動
の
成
果
を
い
く
つ

か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
何
よ
り
も
先
ず
、
六
月
二
日
以
来
の
闘
い
の
中
で
か
ち
と
っ
て
き
た
四
者

共
斗
に
結
集
す
る
全
九
大
の
教
職
員
、
院
生
、
学
生
、
生
協
労
働
者
の
統
一
と

団
結
が
か
た
い
こ
と
を
学
内
外
に
は
っ
き
り
と
示
し
た
。
比
較
的
短
期
間
の
準

備
と
夏
休
み
中
と
い
う
不
利
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
科
系
学
部
を
中
心

に
こ
れ
だ
け
多
く
の
九
大
に
働
き
学
ぶ
者
が
結
集
し
え
た
こ
と
は
今
後
の
闘
い

に
大
き
な
確
信
を
与
え
た
。

②
四
者
共
斗
と
評
議
会
、教
授
会
が
夫
々
の
立
場
の
違
い
は
あ
り
な
が
ら
も
、

一
致
で
き
る
点
で
統
一
し
て
集
会
に
参
加
し
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
我
々
の
基
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本
課
題
で
あ
る
板
付
基
地
撤
去
、
安
保
破
棄
の
闘
い
に
と
っ
て
一
定
の
有
利
な

条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

③
以
上
の
こ
と
は
同
時
に
ま
た
、
我
々
の
努
力
に
よ
っ
て
機
体
問
題
を
め
ぐ

る
闘
い
の
中
で
前
進
し
つ
つ
あ
る
大
学
の
自
治
を
守
り
発
展
さ
せ
る
上
で
の
一

歩
前
進
を
意
味
す
る
。

④
全
学
の
統
一
し
た
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
闘
い
を
妨
げ
て
い
る
一
部

の
妨
害
分
子
の
果
す
有
害
な
役
割
が
、
彼
等
自
身
の
行
動
に
よ
っ
て
事
実
を
も

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
彼
等
の
本
質
に
対
す
る
我
々
の
認
識
が
よ
り
一
層
深
め

ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
真
の
力
は
何
か
？

そ
れ
は

先
ず
何
よ
り
も
、
四
者
共
斗
が
一
貫
し
て
か
か
げ
て
い
る
正
し
い
方
針
と
、
そ

の
確
信
に
基
い
て
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
職
場
、
研
究
室
、
ク
ラ
ス
、
学
部
毎
の

討
論
で
あ
る
。
短
期
間
の
う
ち
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
真
剣
な
討
論
が
大
衆
的
に

な
さ
れ
意
志
統
一
が
す
す
ん
だ
こ
と
は
か
つ
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
こ

の
教
訓
を
大
切
に
し
、
職
場
、
研
究
室
、
ク
ラ
ス
を
基
礎
に
今
後
も
斗
い
を
進

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
評
議
会
、
教
授
会
に
対
し
て
そ
の
消
極

面
を
批
判
し
つ
つ
も
粘
り
強
い
働
き
か
け
に
よ
っ
て
積
極
面
を
引
き
出
し
て
、

で
き
る
だ
け
我
々
の
立
場
に
近
ず
け
て
い
く
と
い
う
態
度
の
正
し
さ
も
確
認
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
二
〇
日
夜
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
八
・
二
〇
全
学
総
決
起
集
会
の

成
果
に
確
信
を
も
っ
て
二
一
日
午
前
、
職
場
討
議
を
活
発
に
行
い
、
今
後
の
斗

い
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
み
ん
な
の
意
見
を
集
約
し
て
、
午
後
一
時
か
ら
再
度

全
学
集
会
に
結
集
し
よ
う
。
と
く
に
こ
の
職
場
討
議
の
中
で
、
現
在
や
や
も
す

る
と
機
体
引
下
し
問
題
に
矮
小
化
さ
れ
が
ち
な
弱
点
を
点
検
し
合
い
、
板
付
基

地
撤
去
、
安
保
破
棄
の
基
本
目
標
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
討
論
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
月
二
一
日

九
大
四
者
共
斗

四
九
五

保
管
庫
建
設
作
業
中
の
暴
力
行
為
に
関
す
る
九
州
大
学
総
長
声
明

声

明

さ
る
八
月
二
十
三
日
、
米
軍
機
の
引
降
ろ
し
に
係
る
保
管
庫
建
設
作
業
の
実

施
中
、
学
外
者
を
含
む
一
部
集
団
が
、
角
材
等
を
ふ
る
い
、
教
官
・
職
員
・
学

生
の
多
数
に
傷
害
を
与
え
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
大
学
と
し
て
容
認
で
き
な
い

こ
と
で
あ
り
、
強
く
そ
の
反
省
を
求
め
る
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
二
十
五
日

九
州
大
学
総
長

水

野

高

明


